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「ごめんねぇ。かわいそうだけど、あんたにはもう仕事を頼たのんじゃダメだって」

　困った事になったなぁ、と思う。

　宿屋を巡めぐって雑用をこなし、わずかばかりの日ひ銭ぜにを稼かせぐ──そんな暮らしで家族を養っているのに、馴な染じみの宿屋からもう何なん軒げんも連続して門もん前ぜん払ばらいを食らっている。

「そこをなんとか、頼めないか？　いつもの半額でもいい。ちょっとでかい買い物しちまって、どうしても金がいるんだ」

　重ねて頼んでも、対応に出てきた女は首を横に振ふるばかりだ。

　古い馴染みで、よく知った間あいだ柄がらだが、今度ばかりはどうしてもダメらしい。

　──と。

「ダメだダメだ！　お前らに貸せる部屋はない！　とっとと出て行ってくれ！」

　宿の受付の方から、店主の怒ど鳴なり声ごえが聞こえてきた。

　今日船で着いたばかりなんだ、とか。魔ま女じよなんかじゃない、とか。金なら弾はずむから、とか言い募る声が聞こえてくるが、店主は頑かたくなに客を受け入れない。

　いったい何の騒さわぎかと、表情に出ていたのだろう。目の前の女が投げやりに言った。

「銀ぎん髪ぱつの女なのよ、あのお客。泊とめてあげたいけど、こっちも命が惜しいからねぇ」

「ああ、どうりで……」

　銀髪の女というだけで、今、この町では果物一つ買うのにも苦労する。宿をとるなどもってのほかだ。自分が仕事をもらえないのと同じように、理り不ふ尽じんな理由で宿をとれない客がいるのを知って、卑ひ屈くつにも少し救われたような気分になる。

「──ねえ、あんたもそろそろ自由になったら？　自分の子供でもないのに、あんな気味が悪いのを育ててるなんて……もう十分育ったでしょう？　独り立ちさせちゃいなさいよ。そうしたら仕事だって……」

「いや、まだ親の手が必要だよ。妻もそう考えてくれてる」

　馴染みの宿を後にして、仕事を求めて町中の店を巡った。ようやく洗せん濯たくの仕事を一つ得た時にはすでに日暮れ時で、悪い事に大雨に襲おそわれる。

　慌あわてて家に向かって駆かけ出だすと、ふと雨を避よけて軒のき下したに身を寄せる二つの影かげが目に入った。恐おそろしく大きな影と、ほっそりとした小こ柄がらな影だ。

　二人ともフードを目深に被かぶっているが、細い方のフードから銀色の髪かみがちらと見えて、それがさっき宿で追い出された客だと気付く。

　──金なら弾む、か。

　細い方から、デカブツへと視線を移す。全身を覆おおうマントから尻尾しつぽが覗のぞいているのが見えた。では、あの大きい方は獣けもの堕おちか。

「……あ、あの！　ひょっとして、宿をお探しですか」

　悩なやんだのは一いつ瞬しゆん──気が付くと、二人に声をかけていた。
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　翡ひ翠すい色いろに透すき通とおった海に、桃もも色いろの珊さん瑚ご礁しよう。

　その隙すき間まを泳ぎ回る色とりどりの小魚を追い散らし、人や荷を載せた小舟の群れが、巨大な帆はん船せんから次々と滑すべり出でて港を目指す。

　輝かがやく砂浜は広大で、緩ゆるやかな弧こを描えがきながら地平線の彼方まで続いていた。砂浜からはいくつもの桟さん橋ばしが突つき出だし、その周りに無数の船が小魚のように群がっていく。

　船は荷や人を下ろすと、また新たな荷や人を積み、沖で待つ帆船を目指して滑り出す。

「この港には、朝も夜も関係ない。夜でも小舟がひっきりなしに行き来して、荷物や人を運ぶんだ」

　小舟を漕こぐ水夫は言った。

　ここは船乗りの憧あこがれの港。誰だれもがこの港を夢見て海に出る。

　どれほど苦しい船旅も、この港を目にした瞬しゆん間かん美しい思い出に昇しよう華かされ、死んだ目をした船乗り達が「思い返せばいい旅だった」と語り出すのだ──と。

　──その、楽園の砂浜である。

「あっちぃ……」

　と呟つぶやく、白い毛むくじゃらの化け物がいる。

「眩まぶしい……」

　と顔を顰しかめる、両目を眼帯で覆おおった神父がいる。

　そして、

「この美しい海を前に、もう少しまともな感想を期待するのは魔ま女じよたる我わが輩はいの傲ごう慢まんか？」

　そんな二人を見上げて不満顔を見せる、美しい黒衣の魔女がいる。

　魔女の視線の先には輝く砂浜があり、人々が楽しげな声を上げながら水遊びに興じている。女達は色とりどりの貝かい殻がらを集めて首くび飾かざりを作り、子供達は魚を追いかけ回し、男達は灼しやく熱ねつの太陽の下、赤々と炎を燃やして獲とれたての魚を焼いている。

「なあ傭よう兵へい、我輩も──」

　遊びたい、と言う前に、魔女の体は獣けものの肩かたに担ぎ上げられていた。

「とっとと宿見つけて、太陽が沈むまで引きこもるぞ」

　と獣が言えば、

「同感ですね。私はまずは教会に向かいます……状じよう況きようを報告しなければ……」

　と神父は答える。

　犬けん猿えんの仲であるはずなのに、こんな時ばかり気が合う二人だ。魔女は獣の肩かたの上でジタバタと手足を振ふり回まわした。

「君達には遊び心というものがないのか？　白い砂浜だぞ！　青い海だ！　輝かがやく珊さん瑚ご礁しように、少しは心を動かされたらどうなのだ！」

「別に今更、海なんぞ珍めずらしくもねぇし……」

「この眼帯さえ突つき通とおす陽の光……頭ず痛つうがします……」

　魔ま女じよの不平に、獣けものと神父はあくまで不ふ愉ゆ快かいそうな態度を崩くずさない。




　水夫達はこの、夢のような砂浜に沿って広がる翡ひ翠すい色いろの海域をパラディス海と呼ぶ。

　そして、この楽園の海を統べる海運国家をテルゼムといい、テルゼム最大の港を抱いだく町をルートラといった。
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　ルートラの町が白いのは、その家々を海の塩が覆おおうからだ──などと遠方ではよく聞くが、実際はただ白い石で家や道が作られているだけだ。

　潮しお風かぜの影えい響きようで、海に面した家の表面は多少しょっぱいかもしれない。

　たぶん旅人の一人がそんな家の壁かべを舐なめてみて、「この町は塩でできている！」なんて言い出したんだろう。

　でもって、そんな噂うわさを面白がって、必要以上に家を白くする住民が現れた。木造部分に漆しつ喰くいを塗ぬって、壁も屋根も白くする。そんな風に月日がたって、今俺おれが歩いているルートラの町は、太陽の照り返しで前が見えなくなるくらい真っ白だ。

　そしてそんな白い町を、二つの黒い人ひと影かげがだらだらと歩いている。

　影の一つは俺だ。全身を黒いマントで覆っているわけだから、当然黒い。

　そしてもう一つは、ぶかぶかの黒い外がい套とうに身を包み、フードで顔を隠かくした稀き代だいの魔ま女じよにして絶世の美女──ゼロだ。

　いつもは俺の肩かたに担がれて運ばれる事を好むゼロだが、さすがにこの日差しの中で、熱量の塊かたまりとも言える俺と密着してるのは嫌いやらしく、珍しく自分の足で歩いている。

　ゼロはかったるそうにダラダラと俺の後ろを歩きながら、未だに砂浜での水遊びに未練たっぷりの様子だった。

「白い砂浜に、青い海。こんがりと焼けた獲とれたての魚……誰だれもが憧あこがれる楽園の海だぞ、傭よう兵へい。それらを無視して真っ先に宿探しとは……」

「だーから、そんな楽園に俺みたいな獣けもの堕おちがのこのこ出てったら、大おお騒さわぎになっちまうだろうが。分かってねぇだろうが、ルートラには教会の大聖堂がある。つまり教会騎き士し団だんの連中がうようよいるんだ。お前だって魔女なんだから、ちった人目をはばかれよ」

　聖堂ってのは、つまり女神を祀まつって崇あがめる場所だ。信者が祈ったり、神父が説教をしたり、結婚式や葬そう式しきも聖堂で執り行われる。

　その聖堂の大きいやつが大聖堂だ。

　教会が信しん仰こうする女神には、七人の従者が存在する。それぞれの従者を祀まつった大聖堂が全部で七つ──そのうち一つが、このルートラには存在する。

　大聖堂にはお偉えらいさんが出入りするし、警備も厳しい。大聖堂がある町には教会騎き士し団だんの兵舎もあるから、町には千人からの教会騎士団がうろついている事になる。

　そんななかでゼロが魔ま女じよだと知れてみろ。ゼロが殺されるか、でなきゃゼロが教会騎士団を皆殺しにするかのどちらかだ。

「大聖堂か……〈弓ゆみ月つきの森〉からウェニアス王国へ向かう道中、二つほど見た事がある。どれも素晴らしい建築物だった。──折角だから見に行こう、傭よう兵へい」

「ダメに決まってんだろうが！　馬鹿かお前は！」

「こ、この我わが輩はいを捕つかまえて馬鹿扱あつかいとは……教会騎士団といえど、我輩が美女だからと言って、一目見るなり魔女扱いはしないだろう？」

「ダメなもんはダメだ！　俺はサナレを見つけてぶち殺したら、人間に戻もどって田舎で酒場を開くって決めてんだ。その前にお前が教会にとっつかまったら、すべての計画がぶち壊こわしなんだよ」

　爪つめの先でゼロの額を繰くり返かえしつつくと、ゼロが額を押おさえながら唇くちびるを尖とがらせる。

「聖堂もだめ、海もだめとは、まったくつまらない男だな、君は」

「俺おれがつまらないんじゃなくて、お前がお気楽すぎるんだよどう考えても……！　だいたいお前が半はん裸らで水遊びなんてしてみろ。大量の死人が出るぞ」

「なぜ我輩の水遊びで死者が出るのだ」

「見とれた奴やつらが溺でき死しする」

「……それは、我輩の美び貌ぼうを褒ほめているのか」

「けなしてるんだよ！　お前のそのどこ行っても目立つ凶きよう器きじみた美貌を心底迷めい惑わくに思ってるんだよ俺は！」

　ゼロは一いつ瞬しゆん前まえまでの不満顔は何ど処こへやら、楽しげにケラケラと声を上げて笑った。

「しかし我輩のこの美貌は、役に立つ事も多いだろう？　こと、宿を探す時などはな」

　それを言われると、俺に反論の言葉はない。

　化け物である俺が宿屋の主人に「女の連れがいる」と言うと、厩うまやさえ貸してくれない事がほとんどだが、美女であるゼロが「獣けもの堕おちの護衛がいる」と言うとすんなり物事が進むし、まともな部屋に通してもらえる事すらある。

　得意げなゼロを横目で見つつ、俺は視界に入った宿屋に顎あごをしゃくってゼロを促うながした。

「じゃあま、今回もその美貌で首尾よく宿を決めていただけると嬉うれしいんですがね」

「任されよう。──神父の部屋はどうする？」

「なんでこっちの都合もお構いなしに勝手に付きまとってる野郎の部屋に、俺おれ達が気を回さなきゃなんねぇんだよ！　いるかそんなもん！　あいつは教会の人間なんだぞ！」

　しかも、魔ま女じよを殺す事を任務としている〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官だ。

　俺は、そんな神父が俺達に同行する事になった一連の流れを思い出す。




　──これより先、〈女神の浄火〉の名において、あなたを私の監かん視し下かに置く事に決めました。魔ま法ほうは竜りゆうを倒たおすほどの強大な力であり、もはや見過ごす事はできない。




　時を遡さかのぼる事十日前。

　場所は竜の討とう伐ばつに沸わく黒こく竜りゆう島とう。

　今まさに出航せんとする船で待ち構えていた神父は、俺とゼロにそう言った。

　そして、宣言したわけだ。




　──あなたが魔法についての情報を包つつみ隠かくさず開示し、教会の役に立つのなら、あなたを魔女として処刑するのにいくらかの猶ゆう予よを与えましょう。




　回りくどい言い方をしちゃいたが、要約すれば「ゼロから魔法に関する情報を絞しぼり取とって、いらなくなったら処刑する」って事だ。

　そんなふざけた事を正面切って言われて、だ。

「教会の人間とて、寝ね床どこは必要だろう？　神父が気に入らないからと言って、差別するのはよくない」

　などと、ゼロはまるでずれた正論を吐はく。

　俺は全身の毛を逆立ててがしがしと頭をかきむしり、怒いかりと苛いら立だちを全身で表現しながら吠ほえた。

「気に入るとか、入らないとかの問題じゃねえだろう！　あいつはお前を殺そうとしてるんだぞ！　むしろなんでお前は平然と神父の部屋の心配なんかしてんだよ！」

　お前はそれでも魔女なのかよ、と言外に訴うつたえる俺を、ゼロは平然と笑い飛ばす。

「命を狙ねらわれる事には慣れているのでな。何より、神父が一いつ緒しよだと行動しやすいだろう。ここまで大陸中央から離はなれると、ウェニアス王国発行の通行証も効果が及ばないやもしれん。だが、教会の威い光こうは世界に轟とどろく。神父がいれば役に立つ」

「あーはいはい合理的ですよ！　だが俺は気に入らねぇ！」

　俺とゼロの目的は、魔法の無む秩ちつ序じよな拡かく散さんの防止だ。

　それに関連して、魔法の指南書である【ゼロの書】──不本意にも作られてしまったその写本の回収。そして【ゼロの書の写本】を作り、あちこちにばら撒まいて魔法の拡散を狙う〈不完全なる数字セストゥム〉の調査と撲ぼく滅めつ。

　さらに僭せん越えつながら俺おれの個人的な目的を取り上げさせていただくなら、俺の親友を殺した死し霊りよう術じゆつ師し・サナレを徹てつ底てい的てきにぶち殺してやる事だ。

　言ってしまえば、俺達と神父──ひいては教会の利害は一いつ致ちしている。教会だって、簡単に魔ま術じゆつが使える魔ま法ほうなんて技術を拡かく散さんさせたくはねぇだろうからな。

　──が。

　だからといって、「場合によっては殺す」と公言する神父を好意的には見られない。

　俺が舌を出して吐はき捨すてると、ゼロは「困った奴やつだ」とでも言うように肩かたをすくめる。

「神父が美形だからか？」

「違ちげぇよ！」

　それもあるけどよ！　とは言わない。

　だが言わなくても俺の心の叫さけびを読み取ったように、ゼロはくつくつと肩かたを揺ゆらすと、「なんにせよ、二部屋だな」と言って宿屋へと入っていった。

　それから、しばし──。

「出て行け！　お前に貸す部屋なんかねぇ！」

　甲かん高だかい女の悲鳴と、恐きよう怖ふに引きつった男の罵ば声せいに追い立てられて、ゼロが宿屋から駆かけ出だしてきた。

　何事かと俺が面食らっているうちに、ゼロは投げつけられる薪まきやら置物やらから頭を庇かばいながら、慌あわてて俺の近くまで戻もどってくる。

「なんだ？　何があった？」

「いや、よく分からないのだが……」

　ゼロは頭をさすりさすり、不可思議そうに宿の方を見ながら顔を顰しかめた。

「どうも、一目見るなり魔女扱いされたようだ」
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　魔ま性しようの美び貌ぼうが悪いのか、それとも、まともとは言えない服装が問題か──とにかく次に見つけた宿屋でも、さらにその次の宿屋でも、ゼロの姿を見るなり店の人間が「魔女よ失せろ」と騒さわぎ出だし、とても部屋など借りられる状じよう況きようではなかった。

　試しにゼロの姿を隠かくしておいて、俺が店主に「厩うまやを貸してくれ」と願い出てみたところ、騒ぐほどではないにせよ「獣けもの堕おちに貸せる部屋はない」と言われて取り付く島もない。

　金なら弾はずむと言ってもダメで、牙きばを剝むいて脅おどしてみても無む駄だだった。教会騎き士し団だんを呼ぶぞと脅されては、さすがに引き下がるしかない。

　そして、宿無しのまま日が暮れる。

「どうなってんだ、一体……」

　こうなってくるともう、怒おこるより「なんなんだ？」という疑問しか湧わいてこない。

　ゼロもぼんやりと夕日を見上げ、俺おれと同じくやる気なさげに肩かたを落とした。

「今までも何かと苦労はしたが、我わが輩はいの美しさも、金の力も、傭よう兵へいの脅おどしも効かなかったのは初めてだ」

「お前、本当に身に覚えはねぇんだよな……？　何十年か前にこの町を襲おそって、美味い食い物を端はしから貢みつがせたとか、海で遊ぶために謎なぞの巨大生物を召しよう喚かんしたとか……そういうくだらない事で歴史に名を刻んだりしてねぇだろうな」

「君の中で我輩は一体どういう扱あつかいになっているのだ……？　我輩は最近まで穴ぐらに引きこもっていたと、君とて知っているだろう。たしかに〈弓ゆみ月つきの森〉はここから近いが、我輩の存在を知っている者などいるわけがない」

「じゃ、なんでみんなお前を見るなり魔ま女じよだって叫さけぶんだよ」

「フードを脱ぬいで顔を見せる間もなく追い出された事を考えると、我輩を──というより、我輩の髪かみを見て怯おびえていたようだが……」

　顔を顰しかめて、ゼロは自分の髪を一ひと房ふさ、無造作に摑つかんだ。さらさらと音を立てながらゼロの指から滑すべり落おちていくその髪は、めったにお目にかかれない一級品の銀ぎん髪ぱつだ。

「まあ、銀髪は少ねぇしな。昔、この辺で銀髪の魔女が暴れた事があったとしたら、銀髪を見るだけで魔女扱いされるって事もあるだろう」

「とんだとばっちりではないか。我輩は何も悪い事などしていないというのに。ならばいっそ本当に悪い事をしてやろうかという気になってくる」

「本気じゃないとは思うが、一応止めとくぞ。俺が迷めい惑わくだ」

「君という男は、相変わらずの自分至上主義だな……我輩、そういう君が嫌きらいじゃないぞ」

　楽しげに言いながら、ゼロは腰こしに提さげた鞄かばんからボロ切れを取り出すと、髪をひとつに結んで背中に流し、外がい套とうのフードを目深に引き下げた。

　そうすると髪だけでなく顔もほとんど見えなくなり、男か女かも判別がつきにくくなる。

　とばっちりとは言っても、そもそもゼロは魔女なわけだから、下手に疑われるとますます面めん倒どうな事になるとゼロも分かってるんだろう。

「なんにせよ、今日のところは野宿だな」

「野宿か。──まあ、船旅が長かった。久しぶりに土の匂いに包まれながら眠ねむるのも悪くはないだろうが……」

　言って、何を思ったかゼロが空を指さした。

　途と端たんに、雨粒がぽつりと俺の鼻に一粒落ちる。

　雨音が「ポタポタ」から「ザアザア」へと変わるのに、数秒もかからなかった。

　慌あわてて民家の軒のき下したに駆かけ込こんで、暗あん澹たんとした気持ちで空を見上げる。

「我わが輩はいの勘かんが正しければ、この雨は一晩降り続く」

「その勘は当たるのか……？」

「外れた例ためしはないな」

　魔ま女じよの勘ってのはよく当たるんだな、と呟つぶやいて、俺おれは肩かたを落とした。

　視線を街道の方に向けてみる。

　広がる景色にはゴツゴツとした岩場と低木ばかりの平原が続き、ぱっと見て雨の中野宿できそうな場所はない。

　動物の皮を張って雨よけにする事はできるが、地面が濡ぬれるのはどうにもできないし、とにかく不ふ愉ゆ快かいな夜になる。

「どうりで、お前が珍めずらしく宿探しに精力的なわけだ」

　いつもならばすぐに「我輩は野宿でも構わないぞ」と言い出す女だ。さすがのゼロも、雨の中での野宿は避さけたいらしい。

　その時。

「……あ、あの！　ひょっとして、宿をお探しですか」

　突とつ然ぜん、見知らぬ男の声が飛んできた。

　俺とゼロは同時に声に振ふり返かえり、麻あさ袋ぶくろを抱かかえた冴さえない風ふう貌ぼうの中年男に目を留める。

　──こいつが声をかけてきたのか？

　俺達に？　とてもそんな勇気があるようには見えないが……。

　普ふ通つうの人間なら、俺が黙だまって突つっ立たっているだけでも怯おびえて逃にげる。野次馬根性で寄ってくる事はあっても、積極的に声をかけてくる事はほとんどない。

　今も俺はマントとフードで全身を覆おおっているが、それでもこれだけ近づけば俺が獣けもの堕おちだと気付くだろうに──宿を探しているか、だと？

「見ての通り、宿無しだ。どうやらこの町の人間には、我輩が魔女に見えるらしい」

　俺が黙っていると、ゼロが代わりに答えた。

　すると男は不器用に笑って、「そのようですね」と麻袋を抱えなおす。

「今は、銀ぎん髪ぱつの女性はダメなんです。白はく髪はつの婆ばあさんすら、どの店も近づけたがらないくらいで……そちらのお嬢じようさんは、見事な銀髪をお持ちだから」

「──見てたのか？」

　思わず咎とがめるような声が出た。

　今のゼロは、完全に髪を隠かくしている。それなのにゼロが銀髪だと知ってるって事は、こいつはどこかで俺達を見てたって事になる。

　男は俺の声にぎくりとし、麻袋の口を開いて俺達に中身を見せた。

　入っているのは、大量の布だ。

「自分は、宿を回って仕事をもらう便利屋なんです。で、今日は洗せん濯たくの仕事。お二人が追い出されるところを見て、こいつぁ難なん儀ぎだなぁって思ってたところでして」

「ほう……その便利屋が、我わが輩はい達に宿を？」

「いやぁ、宿代なら弾はずむって言ってるのが聞こえたんで。もしうちのボロ屋でも、その宿代をそっくりもらえるならありがてぇなあって。そしたら女によう房ぼうに服の一つも買ってやれるし、チビに美味いもんでも食わしてやれる。実はもうじき娘の誕生日なんですわ」

　俺おれとゼロは顔を見合わせた。

　そしてもう一度、瘦やせた中年の男を見る。

　俺達に対する不安と警けい戒かい心しんで、全身の筋肉が強ばっているのが服の上からでも分かった。引きつった笑顔は、それでも「危害を加える気はない、ただ金が必要なだけなんだ」と、どうにか伝えようとしているように見える。

　少し考えて、俺は雨のなかに足を踏ふみ出だした。男に向かって手を伸ばすと、さすがに男がビビって下がる。

　その腕うでから、俺は麻あさ袋ぶくろを取り上げて肩かたに担いだ。

「え、あ……へ？」

「銀貨五枚、食費込みだ。そのうち前金で銀貨二枚渡わたす。それでよけりゃ案内しろ」

　俺が言うと、ゼロが鞄かばんから銀貨を二枚取り出して男の手に握にぎらせた。

　銀貨一枚あれば、三日分のパンと肉とワインが買える。男は雨でびしょ濡ぬれになりながら頰ほおを緩ゆるめ、ようやく少し肩の力を抜ぬいた。
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　最初に聞いていた通り、案内された家はたしかにボロ屋だった。

　木造の二階建て。漆しつ喰くいの剝はがれた壁かべからは基礎が見えているし、老ろう朽きゆう化かした屋根を見るに、雨あま漏もりも酷ひどそうだ。

　家畜小屋があるにはあるが、もう長い間使われていないのがうかがえる。肉になるアヒルも、卵を産む鶏にわとりも、乳を出すヤギも、荷を運ぶロバもいない。ただただ、ネズミの臭においだけが漠ばく然ぜんと辺りに漂ただよっていた。

「困こん窮きゆうここに極まれり」

　ぽつりとゼロが呟つぶやくと、男──クレドという名前らしい──は恥はずかしそうに雨で濡れた髪かみを撫なで付つけた。

「最近、うちに仕事を頼たのんでくれる宿が減っちまったんですよ。それで先日、最後の鶏を潰つぶしちまいまして……どうにかパンだけは買えてますが、いつまで続くか」

「その、首から提さげているのを売ればいいのではないか？」

　ゼロはクレドが首から提げている首くび飾かざりを指さした。小さな涙なみだ型がたの首飾りで、見たところ本物の宝石だ。売ればいくらかにはなりそうだが、クレドは「あ、これは」と言って首くび飾かざりを摑つかみ上あげた。

「これは妻からもらったもんなんで、売れませんや。結婚の証なんて、買い取ってくれるところも少ないですし」

「結婚の証？」

「交こう換かんするんだよ、宝石を」

　ゼロが不思議そうに首を傾かしげたので、俺おれが横から補ほ足そくした。

　結婚式の風習ってのは地方によってそれぞれ違ちがってくる。キスで愛を交わす事も知らなかったゼロは、そういう色恋沙ざ汰たの決まり事に疎うとい。

「この地方じゃ、十歳くらいまで育つと親から宝石をもらうんだ。で、結婚したい相手にその宝石を贈おくって、相手も宝石を贈り返してくれたら結婚が決まる。ダメな時は突つっ返かえされる」

　詳くわしいですね、とクレドは眉まゆを上げて俺を見た。

「この辺の出身なんですか？」

「この辺ってほどでもねぇが、南っかわの生まれではあるな。俺の村じゃ、十五になると親から腕うで輪わをもらうんだ。それを結婚したい相手に贈る」

「ほう。では、君も伴はん侶りよに贈るための腕輪を持っているのか？」

「持ってねぇよ。俺は十三歳で村を出たからな」

「残念だな。持っていたら我わが輩はいがもらいうけてやったのに」

「ああはいはいそうですか。──しかし、なかに入っても問題ないのか？　俺はごらんの通りの獣けもの堕おちだが……」

　今更だが、女房が気の弱い女なら俺を見たら卒そつ倒とうしかねない。

「うちもちょっとワケありですから、獣堕ちくらいじゃ怯ひるみませんさ。どうぞ中へ、屋根裏くらいしか空いてませんが──おおい、リザ！　帰ったぞ！　お客さんを連れてきた！」

　雨音に負けじと声を上げながら、クレドは勢いよくドアを開けてボロ屋へと駆かけ入こんだ。俺とゼロもそれに続く。

　部屋の中を見回すと、外観から想像するよりはるかにいい状態だった。

　二箇所の雨あま漏もりがあるが、どちらも巨大なタライに水を溜ためるのに役立てられている。タライのなかには洗せん濯たく物ものが入っているのを見るあたり、実に抜ぬけ目めない。

　家から井戸までは距きよ離りがあるから、雨漏りはむしろありがたいといったところだろう。

　ロウソクの数が少ないので部屋の中は薄うす暗ぐらい。家具は棚たなと、テーブルと、椅い子すが三脚きりだ。奥おくにもう一部屋と、階段で屋根裏に登れるようになっている。

　鼻をひくつかせると、やはりネズミの臭においがした。耳を澄すますと、トタトタと小さな足音があちこちから聞こえてくる。

　屋根裏で寝ねてるとかじられそうだな……まあ、贅ぜい沢たくは言えねぇが。

　──と。

「ちょっと、やだ、あんたびしょ濡ぬれじゃない！」

　叱しかるような声と同時に、部屋の奥おくから慌あわただしく駆かけてくる足音が聞こえて、俺おれ達はそろって顔を上げた。

「馬鹿ねえ、風か邪ぜでも引いて仕事ができなきゃパンも買えなくなるんだから、ちょっとは考えて動きなさいよ！　それにお客ってどういう事？　ああ待って、まず拭ふくものを持ってくるから、全員そこから動くんじゃないよ！」

　二十の半ばを過ぎたばかりの女だった。黒い髪かみをきっちりと結い上げて、全身にキビキビとした働き者の空気を纏まとっている。

　この女がリザだろう。首からはクレドと似た首くび飾かざりを提さげているので、女によう房ぼうと見て間ま違ちがいない。女房にピシャリと言われ、クレドは苦笑いを浮うかべて「気の強い女房なんです」と俺達を見た。

　リザは乾かわいた布を抱かかえて戻もどってくると、まずは夫の頭に布を被かぶせ、続いてゼロと俺に布を乱暴に押おし付つける。

　忙いそがしく動き回っているせいか、この女は俺が獣けもの堕おちだとまだ気付いてないようだ。できるならこのまま気付かれずに過ごしたいので、俺はフードを深く引き下げる。

「それで、お客って？　何か引き受けてた仕事なんてあったっけ？」

「いや、違ちがうんだ。一晩、屋根裏を貸して差し上げる事になった」

　屋根裏？　とリザは怪け訝げんそうに聞き返す。

「あんた、ついに宿屋業も始めたのかい？　お客さんらも、なんでまともな宿屋じゃなくて、わざわざこんなボロ屋に……訳有りは困るよ！」

　なるほど、確かに気の強い女房だ。とはいえ正論だ。訳有りの客は誰だれでも困るだろう。

　俺が肩かたをすくめると、クレドは「まあまあ」と言ってリザの肩を叩たたいた。その手に、銀貨を二枚握にぎらせる。

「怪あやしい人達じゃない。そうでなきゃ、堂々と宿をとろうとなんかしてないさ。今日、船で着いたばかりらしいんだが、お嬢さんの方が銀ぎん髪ぱつなんだよ」

　夫の説明に、リザは目を見開いてゼロを見た。無ぶ遠えん慮りよにゼロのフードを摑つかんで脱ぬがし、濡れて光る銀髪を見てますます目を丸くする。

　あんぐりと口を開け、怒ど鳴なり出だすかと思いきや、リザは喉のどを反らして笑い出した。

「こりゃあ、見事な銀髪だ！　こんな綺き麗れいな髪かみ見たのは初めてだよ。お忍しのびのお姫さんか何かかい？　それに、なんてべっぴんさんだろうね。そりゃ宿の連中も泊とめたがらないよ」

「うむ……宿に入るなり、魔ま女じよだと言われて追い出されるのだ」

　ゼロが眉まゆをひそめると、クレドが苦笑いを浮かべる。

「最近、近くの村に魔女の集団が出たんです」

「教会のお膝ひざ元もとでか？」

「ええ。どこかから流れてきたらしくて……その長が銀ぎん髪ぱつだって噂うわさが」

「教会騎き士し団だんの連中が探してるけど、もうひと月も見つかりゃしない！　らちがあかないってんで、〈女神の浄火デア・イグニス〉が呼ばれたんだよ」

「そりゃ面めん倒どうな事になったな」

　魔ま女じよの噂が流れると、その噂はすぐに教会に届けられる。すると教会から、魔女討とう伐ばつのために教会騎士団が派は遣けんされる。

　そして教会騎士団がダメだった場合、活かつ躍やくするのが〈女神の浄火〉の裁定官だ。

　聖女を騙かたる魔女を単たん騎きで狩かる事を目的として訓練されている裁定官だが、魔女が少なくなった昨今ではその存在意義が疑問視されている。

　そこで教会は、裁定官に通常の魔女討伐任務もやらせるようになった。

　その結果何が起こったかと言えば、「どっちが魔女だ」と言いたくなるような過激で過か剰じような魔女狩りだ。

　民は恐おそれおののいて、自分に被ひ害がいが及ばないようにと全力で情報を提供する。裁定官が魔女狩りに乗り出した場合、魔女の処刑率はほぼ十割だという。

　ルートラには大聖堂があって、近きん隣りんは教会のお膝元だ。裁定官が呼ばれたってのも、そんなところでいつまでも魔女騒さわぎが起こっていたら面目が立たないって事だろう。

「裁定官にもいろいろいるって聞くけどさ、今回呼ばれた裁定官は最悪さ」

「最悪って？」

「詳くわしくは知らないよ。けど、陰かげじゃ〝墓はか掘ほり人にん〟とか呼ばれてる。その裁定官がきた町や村では、墓の数が増えるから。だから銀髪の女には誰だれも近づきたがらないし、部屋を貸すなんてもってのほかってわけさ」

　なるほど、どうりでと呟つぶやきながら、ゼロは「しかし」とリザを見た。

「つまり、我輩達をここに泊めては、君達に迷めい惑わくがかかるのではないか？」

「そうなるね。ったく、家の人ときたら、考えなしによくもやってくれたよ。うちはただでさえ目をつけられやすいってのに」

　怒おこったように言いながら、リザはクレドの肩かたを拳こぶしで叩たたいた。だが本気で怒っている様子はなく、仲睦むつまじい夫婦のじゃれあいにも見える。

「けどま、連れてきちまったもんはしょうがない。今更追い返したっておんなじ事だしね。一晩屋根裏を貸すだけで銀貨二枚なら上客さ」

「いや、五枚だよ。その二枚は前金だ」

　クレドが訂正すると、リザは目を丸くした。それから満面の笑みで、俺達に振り返る。

「そういう事なら、大歓迎さ！　久しぶりにあの子にいいものを食べさせてやれる。あたし、ちょいと買い物に行ってくるよ」

　よく表情が変わる女だ。気は強いが愛あい嬌きようがある。若い頃ころはさぞかしモテたんだろうなあ、と俺おれがしげしげ眺ながめていると、急にゼロに尻尾しつぽを摑つかまれる。

　思わず喉のどから変な声が出て、俺は慌あわててゼロから尻尾を取り返した。

「何すんだいきなり……！」

「汝なんじ、隣りん人じんの妻を欲するなかれだぞ、傭よう兵へい」

「魔ま女じよがどの口で教会の教えを口にしやがる。っつーか別に欲してねぇよ……！」

「隣人の妻より我わが輩はいに見とれるべきだろう」

「アホぬかせ。お前の顔なんざまともに直視もできねぇよ」

　俺が舌を出して言うと、ゼロは「美しさは罪だな」と物もの憂うげに呟つぶやいた。

「あんた、あの子の事はお客さん達に話したのかい？」

　バタバタと出かける準備をしていたリザが、思い出したようにクレドに声をかけた。

「いや、まだだが……」

　何故だかクレドは俺を見て、複雑そうな表情を浮うかべた。

　リザは呆あきれたように眉まゆを上げ、「じゃあ知らないのかい？」と聞き返す。

　どうやら、俺達は何か重要な情報を教えてもらっていないらしい。

「お前さんとこのガキがどうかしたのか？」

　聞くと、リザは「そっちと同じで訳有りなのさ」と答えて笑った。

「言うより見る方が早い。──二人とも、ネズミは大だい丈じよう夫ぶ？　見た瞬しゆん間かん叫さけんだりしない？」

「かじられりゃ声の一つも上げるがな」

「我輩、焼いて食べるのは嫌きらいじゃない」

「ならよかった。焼いて食われちゃ困るけど、食べちゃいたいくらい可愛いうちの子を紹介するわね。──リーリ、ちょっと出てらっしゃい」

　返事はなかった。

　代わりに、トタトタと小さな足音が部屋の奥おくから駆かけてくる。何かが飛び出してきた、と思う間もなく、それはあっという間に部屋を駆け抜け、リザの背中に隠かくれるようにしがみついた。

　その子供の姿に俺は顎あごを落とし、ゼロは頰ほおを緩ゆるめる。

「これは、これは。我輩、少しばかり驚おどろいた」

「どうりでネズミの臭においがすると思ったら……」

　丸い大きな耳。

　白い体毛。

　ひょろりと細長い、無毛の尻尾。

　間ま違ちがいなく、それはネズミの獣けもの堕おちだった。身長はリザの腰こしくらいまでしかなく、頭の体毛が長く伸びて髪かみの毛のように見える。
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「そう、うちの子は獣堕ちなんだ。勘かん違ちがいしないで欲しいんだけど、この子はやたらとものをかじったりしないし、賢かしこくて優しい子だよ。人に怪け我がなんてさせられない臆おく病びよう者ものさ。ただ、見ての通り見た目はネズミだ。それが我が慢まんできないってんなら──」

「いや、心配ない。我わが輩はい達は獣けもの堕おちに偏へん見けんなどないし、これでむしろ安心した」

　ゼロがリザの懸け念ねんをきっぱりと否定する。しかしあまりにもきっぱりし過ぎたせいで、リザは逆に不ふ審しんそうにゼロを見た。

「安心って……うちの子が獣堕ちで、なんでおたくらが安心するのさ」

「リザ、実はこの人達は……」

　言ってしまってもいいだろうかと、この期に及んでクレドは俺おれ達に気を遣つかう。

　まあ、こうなっては隠かくしてても意味はあるまい。

　俺は静かにフードを脱ぬいで顔を晒さらした。

「俺も獣堕ちだからな。宿にご同類がいるなら気が楽だ」

　ふ、と。

　リザが息を止めたのが分かった。その両目はこれ以上ないくらい見開かれ、みるみる顔色が失われていく。

　──まずったな。ちゃんと前置きしてから脱ぐべきだったか。

「おい待てよ、取って食ったりはしねぇから悲鳴は──」

　上げるなよ、と俺が言い終わるより前に、リザは悲鳴も上げずに気絶した。










【幕間　楽園の墓守】










　リィン──ゴォンと、教会の鐘かねが荘厳に鳴なり響ひびいた。

　鐘の音に驚おどろいて、鳥が突つき刺さすような日差しのなかへと飛び立っていく。

　楽園の海を抱いだく、テルゼムきっての港町・ルートラ──その町の象しよう徴ちようのように空を貫つらぬく純白の鐘しよう楼ろうは、中央広場に座す大聖堂のものだ。

　白い町を守護する大聖堂もまた白く、その外がい壁へきは繊せん細さいな彫ちよう刻こくを施ほどこされた大理石でできている。四角い柱を寄せ集めて作ったような建物からは無数の尖せん塔とうが突き出しており、その隙すき間まを縫ぬって旋せん回かいする鳥までもが白い姿は幻想的とも言えるが──。

　あいにく、この大聖堂を訪れた男はそれを見る事ができなかった。両目を革の眼帯で覆おおった盲目の神父──〝隠いん匿とく〟の罪業を持つ〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官である。

　どうせ、たとえ見えたとしても、大聖堂に正面から入る事は許されない身分だ。

　魔ま女じよと単たん騎きで戦う事を目的として訓練される裁定官は、言ってしまえば捨すて駒ごまであり、教会内部での地位は低い。

　低いと言うより、聖職者として認められていないと言うほうが正しいか──。

　そもそもからして、生まれも卑いやしい死し刑けい囚しゆうから拾い上げられた者達だ。いくつかの例外はあれど、その身は人間の返り血で汚けがれている。それだというのに与えられた権力は大きく、それゆえひどくいびつな存在だった。

〝隠匿〟は正面から聖堂に入らず、雑用が出入りする裏口に回ってその戸を叩たたく。ほどなくして見習いの子供が顔を見せ、裁定官である事を伝えるとすぐに中へと通された。

　巨大な石造りの壁かべが太陽の熱を遮しや断だんするので、聖堂内はひんやりとして涼すずしい。

「紙とペンを用意していただけますか？　手紙をしたためたら、すぐに失礼しますので」

「主教様にお会いにならないのですか？」

　不思議そうに少年が首を傾かしげる。

「〈女神の浄火〉は、必要以上に聖堂に留まるべきではありませんから」

　そういうものですか、と少年は呟つぶやく。

　裁定官が珍めずらしいからだろうが、見習いとはいえ、教会の関係者にこうも屈くつ託たくなく話しかけられると多少居心地の悪いものを感じてしまう。

「実は今、もうお一方裁定官がいらしてるんです。最近魔女が暴れてて……〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉って知ってます？　ウェニアス王国で反乱を起こした」

「ええ、噂うわさ程度には」

「そいつらが、ついにこっちにまで流れてきたんです。見た事もない魔ま術じゆつを使うって……魔ま法ほうって言うんでしたっけ？　それで、流行はやり病やまいに悩なやまされていた村人の心につけ込んで、堕だ落らくさせたのだと」

「魔ま女じよの噂を集めるよりも、今は神の教えを学びなさい。悪を見るのは我々裁定官の仕事です。前ぜん途とある若者は、美しいものだけを見て前へと進むべきだ──と、主教様ならおっしゃるのではないですか？」

　教会で日々の仕事をこなしながら一人前の聖職者を目指す少年には、娯ご楽らくや刺し激げきがほとんどない。派手な事件が起こればそれに心を奪うばわれるのは無理もないが、〝隠いん匿とく〟はやんわりと少年をたしなめた。

　主教というのは末まつ端たんの神父を統とう括かつする存在で、各地域の長となる存在だ。そして大聖堂には主教がおり、子供達はこの主教の雑用をこなしながら教えを学び、聖職者として各地の聖堂に派遣される。

　けど、と少年は果敢にも反論を口にした。

「魔女は教会の敵です。敵の事は知っておかなくては戦えません」

「神の事も知らずに、魔女の事を学ぶのですか？　魔女を殺す事が使命ならば、それも一つの考え方でしょうが、血を流す戦いは聖職者の仕事ではありません」

「けど、教会騎き士し団だんは戦います」

「彼らは聖職者ではなく、世せ俗ぞくの騎士団が教会に奉仕しているに過ぎません。教会の内部において戦う任務を与えられているのは、〈女神の浄火デア・イグニス〉のみ。──君は、裁定官わたしみたいになりたいんですか？」

　それは、と少年は口ごもる。

　なりたいです、とは当然言わない。──言うはずがない。

〈女神の浄火〉の裁定官になるという事は、死に値する罪を犯したという事だ。見習いの少年でも〈女神の浄火〉という存在がどんなものであるかは知っている。

「すみません……軽率でした」

　素直に謝った少年の頭を撫なでてやろうと手を上げかけ、やめた。

　清らかな少年に、血で汚けがれた手で触ふれる事ははばかられる。

　長い廊ろう下かに、第三者の足音が響ひびいたのはその時だった。

「これは、これは──聞いた事のある声だと思ったが、〝隠匿〟じゃないか！　まさか、まともに神官服を着ているお前を見られるとは思わなかった！」

　あ、と少年が声を上げ、「お知り合いだったんですね」と〝隠匿〟を振ふり仰あおぐ。

「知り合いというほどでもありませんが……」

「冷たい事言うじゃないか。まさかこの〝背はい徳とく〟を忘れたわけじゃないだろう？　ああ、眼帯が邪じや魔まで見えないのか。どれ、取ってやろう」

　よせと言う間もなく伸びてきた腕うでに眼帯を剝はぎ取とられ、〝隠いん匿とく〟は薄うす暗ぐらい廊ろう下かを照らす燭しよく台だいの眩まぶしさから目を逸そらした。

　ははは、と闊かつ達たつに笑う声が耳みみ障ざわりだと思う。

　女の声なのに、口調はまるきり男のもので、それがどうも落ち着かない。

　眩しさに目を細め、手をかざして光を遮さえぎりながらどうにか顔を上げると、中性的に整った女の顔があった。だがその髪は男である〝隠匿〟よりも短く、毛先がうなじに届いていないうえ、前髪も極きよく端たんに短い。

　おまけに男物の神官服を着ているから、〝背はい徳とく〟という裁定官を知らない者はまずこの人物が女だと気付かない。

「……眼帯を返していただけますか、〝背徳〟」

「そう冷たい事を言うものじゃないぞ、〝隠匿〟よ。私はお前のその美しい顔が好きなんだ。一度でいいから、お前のその目に見つめて欲しいと思うほどにな」

　にこにこと笑いながら、〝背徳〟は〝隠匿〟の顔を覗のぞき込こんだ。だが〝隠匿〟はあえて瞼まぶたを固く閉じ、その瞳ひとみの色さえ見せてはやらない。

　頑かたくなだな、と〝背徳〟はわがままな子供に対するような口調で言った。

「私に媚こびを売っておいた方が、後々得だとは思わないのか？　お前がいくら弱くて、いくら無能で、いくら乞こ食じきの扮ふん装そうで道みち端ばたに座り込んでいるのがお似合いでも、その美しさだけでお前は私にとって価値がある。褒ほめているんだぞ？　私は美しい女が何より好きだが、お前ならば男でも私の収集品に加えてやってもいいと思うくらいだ」

「裁定官同士が馴なれ合あう事は推すい奨しようされませんし、あなたの収集品になるくらいなら、自ら死体を焼きます」

「嫌きらわれたものだな。有能な私への嫉しつ妬とか？」

「傲ごう慢まんなあなたへの嫌けん悪おです」

　ついでに、顔を合わせるたびに絡からまれる事への倦けん怠たいだ。

　ここまで露ろ骨こつに拒きよ絶ぜつの態度を取っているのに、〝背徳〟という女は、むしろそれを楽しんでいるかのようにますます執しつ拗ように絡んでくる。

　きっぱりと切り捨てた〝隠匿〟に、やはりと言おうか〝背徳〟は「あっはっは」と大げさに胸を反らして笑った。

「相変わらず手厳しいな。まあ、いい。──それより、聞いたぞ？　アクディオスまで聖女の裁定に出向いたのに、お前がグズグズしてる間に聖女が奇き跡せきを起こしたそうじゃないか。魔ま女じよと間ま違ちがえて聖女を殺すわ、新しい聖女の裁定もまともにできないわ、まったくお前という存在は〈女神の浄火デア・イグニス〉の面つら汚よごしだな」

「〈女神の浄火〉そのものが、そもそも教会の面汚しですから。──なぜあなたがここに？」

「裁定官が大聖堂にいる理由など、いつだって一つだろう？　魔ま女じよを殺しにきたのさ」

「〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉が出たそうですね」

〝隠いん匿とく〟はあからさまに話題を変えたが、その質問を待っていたとばかりに〝背はい徳とく〟は目を輝かがやかせた。

「さすが、情報が早いな。そうだ。ここから馬車で一日程度の場所に、さえない村がひとつある。そこで、ウェニアス王国より流出した新しい魔術──すなわち魔ま法ほうが行使された」

「村人が攻こう撃げきを？」

「攻撃？　──妙みような事を聞くな。そんな事はどうでもいいだろう」

　指し摘てきされて、はっとした。

　そうだ──そうだったはずだ。村で魔法が行使された事こそが重要で、結果何が起こったかはどうでもいい。

　魔術や魔法を使う事、それ自体が罪なのだ。

　ならばなぜ今、自分は〝魔法で何が行われたか〟を自然に考えてしまったのか──。

「……民の安否を気き遣づかうのは、神父として当然だと思いますが」

　静かに答えると、〝背徳〟は鼻で笑った。

「農民を民扱あつかいしてやるとは、お優しい事だな。ひなびた農村で起こった魔女騒さわぎなど、本来だったら教会騎き士し団だんで十分なはずなのだが……今は状じよう況きようが悪い」

　状況？　と聞き返そうとして、〝隠匿〟はすぐに思い当たった。

「視察団がきているのですね……道理で、大聖堂の周囲が賑にぎやかだ」

「十日前に到とう着ちやくした」

　視察団とは、大陸中に存在する七つの大聖堂から派は遣けんされた七人の神官達だ。

　他国の状況を知るために、また、自分の教区の状況を伝えるために、神官達は数年かけて七つの大聖堂をぐるりと巡めぐる。

「そんな状況で魔女騒ぎなど、ルートラ大聖堂の沽こ券けんに関わる。だが逆に、問題を迅じん速そくに解決できれば、主教様としても鼻が高い」

「教会騎士団は？」

「奴やつらが役立たずだから、私がここにいるんだ」

　にっこりと、〝背徳〟は最上級の笑顔で、最大級の悪意を込めて言った。

　明らかに教会騎士団を侮ぶ辱じよくする発言だが、〝背徳〟はそもそも教会に対して忠誠心など持っていない。それでも多くの実績を上げており、さらに元々が有力な貴族だった事もあって、〈女神の浄火デア・イグニス〉内でも特別奔ほん放ぽうに振ふる舞まう事が暗あん黙もくのうちに許されていた。

　そもそもこの女が処刑されずに裁定官として選出されたのも、さまざまな裏取引の賜たま物ものだという。そしてその取引が成功したからこそ、〝背徳〟はますますもって教会への尊敬と忠誠心を失っていた。

「正直に言わせてもらえば、気乗りしなかったので適当にやろうと思っていたんだが……いろいろと調べるうちに、興味深い噂うわさを聞いてな。俄が然ぜんやる気が出た」

「噂……」

「その〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉の長だがな。銀色の髪かみを持つ、この世のものとは思えないほどの美女だという。事実だとしたら心が躍おどるじゃないか！　ぜひ私の収集品に加えたい」

　主教様にもすでに許可を頂いているのだと、〝背はい徳とく〟はうきうきと目を輝かがやかせた。

　そんな己の欲望に忠実すぎる〝背徳〟に、〝隠いん匿とく〟は隠かくす事なく呆あきれのこもったため息を吐つく。

「明らかになっている情報はそれだけですか？　まさか、魔ま女じよを殺すために銀ぎん髪ぱつの女性を軒のき並なみ殺すつもりではないでしょうね」

「もう一つ」

〝背徳〟はほっそりとした人差し指を立て、ふと声を低くした。




「名を、ゼロというらしい」




　──今、表情を上手く隠す事ができただろうか。

　その女を知っていると、悟さとられずにいられただろうか。

　心の中で思いながら、〝隠匿〟はことさら興味なさげな声で言う。

「……〈ゼロの魔術師団〉の長の名がゼロとは、意外性の欠片かけらもありませんね」

「たまには気が合うな、〝隠匿〟よ。まさにそうだ。笑えるほどに安直すぎるが、〈ゼロの魔術師団〉の連中が村人にそう語ったという。教会騎き士し団だんがその〝ゼロ〟を探し回り、銀髪の女は軒並み市庁舎の地ち下か牢ろう行きだ」

「罪のない銀髪の女性もいるでしょうに……」

「視察団が到とう着ちやくする前に解決しようと必死だったのさ。だが、ついに時間切れで視察団が到着てしまったという運びらしい」

　嘆かわしい事だと、〝背徳〟は芝しば居いがかった口調で大おお仰ぎように手を振ふった。

「巷ちまたでは〝〈女神の浄火デア・イグニス〉を処刑せよ〟なんて声が上がっているそうだが、教会騎士団がこのように無能ではなぁ。おちおち死んでもいられない」

「それで、あなたの方で何か成果は？」

「なんの成果も上げていない裁定官が、ノコノコと視察団の集う大聖堂に顔を出せると思うか？　私は主教様より呼び出されたその足で、魔女と接せつ触しよくしたという村に向かった。そこで、考えうる中でもっとも〝口を割りたくなる〟方法で村人達を再度取り調べた。すると──何が起きたと思う？」

「結果だけを」

「焦あせるな〝隠いん匿とく〟。黙だまって聞け」

　親友に対するような気安い口調だが、〝隠匿〟としてはお喋しやべりを楽しむ気はさらさらない。〝背はい徳とく〟の方もそれは分かっているはずだが、顔を合わせるといつもこうして下らない話で〝隠匿〟を苛いら立だたせた。

　無言で立ち去ろうとしても後ろからついてくるのだから、結局〝背徳が〟満足するまで付き合ってやるのが一番てっとりばやい撃げき退たい法ほうだ。

　今回に限って言えば、できるだけ詳くわしく聞いておきたい話でもある。多少のお喋りに付き合ってやるくらいの努力はしてしかるべきだろう。

「村人達は〝何も知らない〟と泣くばかりで、何も話はしなかった。生きてる間はな」

〝背徳〟はわざとらしく、声を低く落として囁ささやいた。

「喋ったのさ、死体が。魔ま女じよの隠かくれ家がの情報を、この私に洗いざらい」

「……ああ、失礼。笑いどころでしたか？」

　聞くと、〝背徳〟は胸を反らしてケラケラと笑った。

「私も思った。ついにこの私も気がふれたかとな。だが事実、夕暮れの赤に染まった畑に転がる死体どもが口々に囁くんだ。この私を待っていたと。今こそ魔女を殺す時だと。死体どもはこうも言った」

「私をからかうつもりなら、もう少しマシな──」

「魔女の隠れ家には【ゼロの書の写本】がある、とな」

「──な」

　何を馬鹿な、と言いかけた〝隠匿〟の胸に、〝背徳〟は半ば殴なぐるようにして眼帯を突つき返かえした。

「魔女の隠れ家の目星が付いたと報告したら、主教様と視察団のお歴々はいたくお喜びになった。魔女討とう伐ばつのため、新しい玩具の使用許可をお与えくださるくらいにな」

「新しい……玩具おもちや？」

「技師は【啄木鳥ピークス】と呼んでいた。教会騎き士し団だんに配備する前に、実戦での実績が欲しいらしい。──立ち話が過ぎたな。私はもう行く。また今度、私の庭に遊びにこい。私のすばらしい収集品の数々を見せてやろう。お前にだけ、特別にな」

　現れた時と同様に、〝背徳〟は足音を響ひびかせて去っていく。足音が完全に聞こえなくなると、黙って二人の会話を聞いていた見習いの少年が控ひかえめに声を上げた。

「〝背徳〟の収集品とは、一体なんなのでしょう……？」

〝隠匿〟は眼帯をきっちりと巻き直し、ため息を一つ──。

「死体ですよ」

「……え？」

「彼女は若い女性の死体を墓に〝集める〟のが趣味なんです。ああ──いえ、ちょっと違ちがいますね。生きたまま埋うめる事に意味があるようでしたから……」

　ゆえに彼女は〝背はい徳とく〟と呼ばれる。

　死者のために埋まい葬そうするのではなく、埋葬するために死者を作る。

　一度だけ、〝隠いん匿とく〟は彼女の所有する墓を見た事がある。




　──美しいだろう？




〝背徳〟は笑った。





　──美しい者だけが埋まっている、この世で一番美しい墓だ。季節折々の花が咲き乱れ、

　　　小鳥がさえずり、光が降り注ぐ。まるで楽園のようじゃないか。

　──私が死んだら、私もここの一部になる。羨うらやましいだろう？　〝隠匿〟の裁定官。






　嫌いやな予感が〝隠匿〟の胸を満たしていた。

　ほんの数刻前まで神父とともにルートラを目指す船上にいたゼロが、この地で目もく撃げきされるわけがない。

　では、教会の探す〝ゼロ〟とは一体何者なのか。

　死体が喋しやべったという話も妙みように引っかかる。

　過去に聖都アクディオスで、死体が動き回るおぞましい事件が起こった事は記き憶おくに新しい。それと何か関係があるのだろうか。

「気が変わりました。──主教様にお目通りを」
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「いや、恥はずかしいね。まさか気絶しちゃうなんて」

　俺おれが獣けもの堕おちだと知るなり卒そつ倒とうしたリザは、夫の介かい抱ほうでほどなくして目を覚まし、予定通り雨の中大量の食材を仕入れて戻もどってきた。

　戻ってくるなり台所に立ち、休む間もなく手際よく食事の支度に取とり掛かかる。

「獣堕ちには慣れてるつもりだったんだけど……いやあ、こんなに怖こわいもんなんだねえ。なんだいその口、その爪つめ！　軽く叩たたかれただけで死んじまうよ！　うちのリーリはこんなに可愛いのにさ」

　リザは蒸したエビを一切れつまみ上げ、ちょろちょろと料理の手伝いに精を出すネズミの獣堕ちの口に放り込む。

　リーリと呼ばれた白いネズミの獣堕ちはもぐもぐとエビを頰ほお張ばり、いかにも美味そうに赤い目を細めた。

　ゼロが言うには、獣堕ちってのは人間を強くするために魔ま女じよが作った戦士らしいが……。

「ネズミの獣堕ちを作る利点ってどこにあるんだ……？」

　声を落として静かに問うと、ゼロは「病気に強い」と答える。

「それに雑食性で汚お染せんに強く、水がなくても長期間生きられる。戦士ではなく、労働力として作ったのかもしれんな」

「労働力ねぇ……」

　身長はゼロの半分程度で、手足も細く、とても体力や腕わん力りよくがあるようには見えない。

　しかし動きだけは、たしかに早い。右にいたと思えば左にいるし、一いつ瞬しゆん目を離はなした隙すきにどこかへ消えたかと思うと、別の部屋から荷物を抱かかえて戻ってくる。

「一人で三人分は働いてるんじゃねえか、あれ」

　思わずこぼすと、屋根裏部屋をごそごそと片付けていたクレドがひょこりと天井から顔を覗のぞかせた。

「働き者なんですよ、うちの娘は」

「聞こえてたのかよ」

「娘を褒ほめる声って、自然と耳に入っちまうもんじゃないですか」

　自じ慢まんげに笑うその顔が、俺にはどこかくすぐったい。

　ずっと昔、俺にもこんな家族がいた事を思い出させる。

「最近になって仕事が減ったと言っていたが……原因はあの子か？」

　ゼロが下から覗き込むようにしてクレドを見て言った。

　何もなくたって、獣堕ちのガキがいる家は目の敵かたきにされるんだ。この家族が町外れのボロ屋に住んでるのだって、普ふ段だんからの迫はく害がいの結果だろう。

　しかし、クレドはきっぱりと首を横に振ふる。

「あの子のせいじゃありません。っていうか、誰だれのせいでもない。ただ、魔ま女じよ騒さわぎでみんなピリピリしてるだけなんです。あの子はそういうピリピリをぶつけられやすいってだけで、それはあの子のせいじゃない」

　でしょう？　と、何故だかクレドは俺おれを見る。

「俺に同意を求めるなよ。俺には嫌きらわれたり恨うらまれたりするだけの正当な理由がごまんとあるんだ」

「あ、あの！」

　下の方から甲かん高だかい声が飛んできて、俺はぎくりとして視線を下げた。

　ネズミの……リーリのくりくりとした赤い目が、瞬まばたきもせずに真っ直ぐに俺を見ている。

「味見。お母さんが……味、嫌いじゃないかって」

　小皿に盛られた赤い液体は、トマトと魚を煮に込こんだスープだ。自分がネズミである事を気にしてか、その手には革の手袋がはめられているうえ、髪かみは後ろできっちりしばり、口には布を巻きつけている。

　俺が躊ちゆう躇ちよしていると、ゼロが横から手を出して、スープに指を浸ひたして舐なめる。急に真面目な顔になって、ほとんど睨にらむように俺を見た。

「これは事件だぞ傭よう兵へい……君の料理より美味い……！」

「なんだと!?」

　俺より美味い料理を作れる奴やつがいるわけない──とまでは言わねぇが、俺だって酒場の息子としての矜きよう持じがある。

　俺はリーリから小皿を受け取り、スープを舌の上に流し込む。

　トマトの酸味と、魚の旨うまみ。臭くさみはまったく感じられず、ピリリと辛からくて食欲を誘う。

　俺はそっと皿をリーリに返すと、台所で忙しく立ち働くリザの背後に無言で立った。

　すると俺の影かげがリザの体を覆おおい尽つくす形になり、火加減を調整していたリザが「ヒッ」と短く悲鳴を上げる。

「ちょ、なんだってんだい！　いきなり後ろに立たないどくれよ！」

「……手伝う」

　そしてその技を盗ぬすんでやる。

　俺の言葉が理解できなかったように、リザは目を白黒させる。

　するとゼロが俺の背後からひょいと顔を出し、

「我わが輩はいの傭兵は料理上手なのだ。そこらの料理屋よりずっと美味いものを作るぞ」

「そのご面相で!?」

「顔は関係ねぇだろうが！」

　思わず怒ど鳴なってしまってから、俺おれは慌あわてて口を閉じる。

　押おし問もん答どうしてても仕方ない。

　俺は荷物から愛用の料理用ナイフを取り出すと、転がっていた人にん参じんを花の形の飾かざり切ぎりにして見せた。

　わぁ、と。いつの間にか俺の手元を見ていたリーリが目を輝かがやかせた。そして、ただただ期待を込めてリザを見る。

　リザは無言で包丁を手にすると、流れるような動作で薄うす切ぎりの大根で立体的な花を作り上げた。それはもう芸術と言っていい出来で、リザは娘の歓声に勝かち誇ほこったように俺を見る。

　睨にらみ合あったのは一いつ瞬しゆん。リザはついと横にずれて台所に俺の居場所を作った。

「邪じや魔まになるんじゃないよ、デカいの。あんたがどんなに怖こわくたって、あたしの料理の邪魔するんなら解体して鍋なべにぶち込んでやるからね！」

「望むところだ！」

　おいおい、と呆あきれた声を上げたのはクレドだ。

　料理に集中する俺とリザの背後で、

「一体どうなってんだ？」

　とゼロを見る。

　ゼロは「さあな」と答えてから、

「しかし、今夜の食事が楽しみだ」

　と言った。




　──そして、テーブルは無数の皿で彩いろどられた。

　ルートラは港町で、海産物がよく獲とれる。俺達が船に乗ったイデアベルナも巨大な港町だが、獲れる食材の豊富さではルートラには敵わない。

　イデアベルナが「海運の町」だとすれば、ルートラは「海の楽園」で、およそ人が海で欲しいと思うものはなんだって手に入った。

　例えば魚。例えば塩。例えば真珠や珊さん瑚ごといった品々だ。

　そしてリザはいい食材を安く手に入れる方法をよく心得ていて、さらに手に入れた食材をどう料理すればいいかも完かん璧ぺきに理解していた。

　俺はリザの作る料理を横目で見ながら、あれこれ質問したい気持ちをぐっと堪こらえてこっそりと技を盗ぬすもうと画策する。

　リザはリザで俺が作る料理を難しげに眺ながめては、勝手に味見をして「面白いじゃない」と独り言のように呟つぶやいたりしていた。

　そうこうするうちに料理の品数が次々に増えいくのは、誰だれにも止められない自然の摂せつ理りといったところだろう。

　まずは俺おれの得意料理である芋いものスープ。そしてリザが作った魚とトマトのシチュー。

　白身魚の蒸し焼き。小魚の塩焼き。二枚貝を焼いたものにバターを溶かして塩をふり、生なま牡が蠣きにレモンを搾しぼる。

　すべて作り終わるのを待たずに他の三人はすでに食事に取とり掛かかっていた。ゼロとリーリが「美味い」と「美味しい」を連発しながら猛もう烈れつな勢いで皿を空にしていくので、苦労人であるクレドが給仕のような役割になっている。

　俺とリザはそんな戦場を台所から遠目に眺ながめ、残り物をチビチビ摘つまみながら、仕事の成功を祝してささやかに乾かん杯ぱいした。

「獣けもの堕おちが料理を作れるなんてねえ。一体どこで習ったんだい？」

「生まれが村の酒場でな。あとは旅をしながらいろいろだ──お前さんは？」

「こう見えて、もとは貴族の料理人さ」

「あーそー道理で洗練された腕うでをお持ちで……このトマトのシチュー、何が入ってんだ？　隠かくし味あじがあるんだろ？」

「そんなの内ない緒しよに決まってんでしょ。あたしの料理はあたしにしか作れちゃいけないの」

　料理の技術は料理人の財産だ。誰だれにも作れないスープを作る事ができれば、その腕だけで城の厨ちゆう房ぼうに召めし抱かかえられる事だって夢じゃない。

「お前さんほどの腕がありゃ、雇やとい主ぬしも手放したがらなかっただろうに。毎日の食事は大事な娯ご楽らくだ」

「それが器の小さい貴族様でね。あたしが獣堕ちの子供を引き取るって知ったらポイよ」

「引き取る……？」

　獣堕ちの子供といえば、この家にはリーリしかいない。

　俺はふかふかの髪かみをもった白い獣堕ちの子供をちらと見た。

「お前の子供じゃねぇのか」

「いいや、あたしの子さ。正確に言えば姉ちゃんの娘だから姪めいっ子こなんだろうけど、今はあたしの子」

「実の母親は？」

「死んだよ。父親もそう。流行はやり病やまいで村の子供は全ぜん滅めつ──あの子だけが生き残った。そうすると、どうなると思う？」

　疫えき病びようはネズミが運ぶ。

　村の子供達が全滅したのに、ネズミの獣堕ちだけが生き残ったとしたら、子を失った親の怒いかりや憎しみが向かう先は一つだ。

「よく殺されなかったな」

「姉さんから倒たおれたって手紙をもらって、あたしが村に行った時、姉さんはもう死んでてね……あの子は墓場に縛しばり付つけられてた。飢うえ死じにさせるつもりだったんだろうさ。七日七晩飲まず食わずで、それでもあの子は死ななかった。それで、あの子あたしを見てなんて言ったと思う？」

「腹減った？」

　リザは笑った。冗じよう談だんを言ったつもりじゃなかったんだが……。

「そう言ってくれりゃよかった。〝ごめんなさい〟って言ったのさ。村の人達を殺しちゃってごめんなさいって。冗談じゃないよ、あの子は何も悪い事なんかしちゃいないのに」

　突とつ然ぜん、血まみれの死体が頭に浮うかんだ。

　何かと思えば、昔の記き憶おくだ。獣けもの堕おちである俺おれの首を狙ねらって襲おそってきた盗とう賊ぞくに、村の人間が殺された──その時の記憶が急に浮かび上がってきて、俺は軽く目を閉じる。

　お前のせいじゃない、と繰くり返かえす声が聞こえた。

　それでも罪悪感は消えなかった。

　無残に転がる死体の虚うつろな目が、俺を憎にくんでいるように見えて──。

「あたしはリーリを連れて屋や敷しきに帰ったけど、雇やとい主ぬしは大だい激げき怒ど。追い出されて、そこを助けてくれたのが下男のクレドだった」

　そして、三人でこの港町まで流れてきたのだという。

　だが獣堕ちの子供を連れた家族なんて、どこでも扱あつかいはさして変わらない。

「どうにか職を見つけようとしたけどさ。ネズミの獣堕ちを連れた女を料理人として雇い入れてくるような聖人、教会にだっていやしなかった」

　──それでも、こいつらはガキを捨てないのか。

　実の子供でもないのに。クレドに至っては、ほんの少しの血の繫つながりもないのに。

「……馬鹿だな」

　思わずこぼれた言葉は俺の本音だ。

　捨てちまえばいいんだ、そんなガキ。それでも獣堕ちってのは、どうにかして生きていけるもんだ。木の根をかじって、川の水をすすって、追おい剝はぎでもして生きてける。普ふ通つうの人間の子供より、色々な意味ではるかに強い。

　半ば悪意を込めて吐はき捨すてた俺の言葉に、リザは怒おこるどころか楽しげに笑った。

「そ。親馬鹿なんだ、あたし達」

「そういう意味で言ったんじゃねえよ」

「分かってるよ。けど、どうだっていい。周りの人間が何を言おうが、どう思おうが、あたしはリーリを愛してるし、あの子のためならなんだってする。あの子は今でも、自分が汚きたない生き物だって思い込んでる。〝病気を運ぶ薄うす汚ぎたないネズミ〟だって。あの子の食べかけの果物を一口かじろうとしたら、あの子泣くほど怒ったわ。同じ食卓に着くようになるまで何年もかかった」

　情けない話じゃないか、とリザは自嘲気味に唇くちびるを歪ゆがめる。

「あたしはまだ、あの子に心底信しん頼らいされちゃいないんだ。それくらい、あの子の心の傷は深い。これ以上あの子を傷つけるわけにはいかないんだ、あたしは。だから先に言っとくけど、危なくなったらあたしは容よう赦しやなくあんたらを教会に売るからね？」

「肝きもに銘めいじておこう」

　不ふ穏おんな声が聞こえたのは、その時だった。

「ここです、神父様！」

　魔ま女じよを連れている獣けもの堕おちとしては、これだけで尻尾しつぽの先の毛まで総毛立つ。

　なにせ、誰だれかがここに神父を連れてくるって事は──。

「ここに獣堕ちと銀ぎん髪ぱつの女が──。絶対にあれがお探しの魔女です！　早く捕つかまえて！」

　間ま違ちがいなく、こういう状じよう況きようだろうからな。
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　俺おれが立ち上がると同時に、リーリも立ち上がって不安そうに俺を見た。どうやら今の会話が聞こえたらしい。

　普ふ通つうの人間であるリザとクレドは状況を摑つかめていないが、ゼロは俺とリーリを見て大体の事を察したようで、ゆっくりと立ち上がる。

「密告か。少々目立ちすぎたようだな」

「み、密告!?」

　リザとクレドが声を揃そろえて立ち上がった。

「意地になって何なん軒けんも宿を回ったからなぁ……町の奴やつらも、とっとと魔女騒さわぎを終わらせてぇだろうし、まあ当然か」

　銀髪の女が獣堕ちと一いつ緒しよに行動してれば、誰だって「魔女が出た」と密告したくなる。

　それが本物の魔女なら解決だし、間違いだとしても、密告した人間は教会からの評価も上がる。

　外ではザアザアと雨が降っている。野宿するとなると厄やつ介かいだが、人目を忍しのんで逃にげ出だすにはもってこいと言えるだろう。

　俺はゼロを担ぎ上げようとし──やめた。

　今、聞こえたこの声は。

「ここに、銀髪の女性と、巨大な獣堕ちが入っていくのを見たのですね？」

　優しげな男の声が、雨音の向こうから聞こえてくる。

　そうです、神父様と答える声に、神父は「ご苦労様でした」と答えた。

「な、何もたもたしてるのさ！　早く逃げなきゃ捕まっちまうよ！」

　俺が雨音に混じる声に耳をすましていると、リザが俺の腕を摑んで裏口に引っ張っていこうとする。

「危なくなったら密告するんじゃなかったのか？」

「あたしらが密告するんじゃなきゃ意味ないんだよ！　今の状じよう況きようで見つかっちまったら、あたしらは魔ま女じよと獣けもの堕おちを匿かくまった大罪人にされちまう！」

「ああ……そりゃそうだわな」

「吞のん気きに言ってる場合じゃないんだよ！　出て行かないつもりなら、あたしは自分で自分に包丁さして、あんたらにやられたって言い張るからね！」

　俺おれは笑って、リザの手を振ふり払はらった。

「そりゃいい考えだが、そこまでする必要はないだろう。──知り合いだ」

「し、知り合いって……獣堕ちと知り合いの神父なんか──」

　取り乱すリザをクレドの方に押おしやって、俺はのしのしと戸口に向かった。

　リザは訳が分からないという表情だが、ゼロはそれですべてを理解したようだ。

　勢いよく戸を開けると、とくに驚おどろいた様子もない翠すい髪はつの優やさ男おとこと鉢はち合あわせる。服は見慣れた神官服。その上から、雨よけの外がい套とうを被かぶっている。

　相手は俺が戸を開ける事を予想していたように、

「出迎えとはいい心がけですね」

　とほざいた。

「眼帯むしり取るぞ殺人神父」
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「毛皮を剝はぎ取とりますよ堕だ落らくの象しよう徴ちよう」

「君達のそれはもはや挨あい拶さつの域いきだな……」

　俺おれと神父が睨にらみ合あうと、横からゼロが顔を出す。

　神父が声に反応すると、ゼロはざっと状じよう況きようを説明した。

「まったくの濡れ衣で宿が取れず困っていたところ、この家の者達が宿を提供してくれたのだ。獣けもの堕おちの子がいるとかで、我わが輩はい達にも同情的でな」

「獣堕ち……？　なるほど、元から近きん隣りん住民からの覚えが悪いのならば、密告があるのは必然ですか……私がいたからよかったものの、一歩間ま違ちがえば教会騎き士し団だんに連れん絡らくが入って強制連行されていたところです」

　小さくため息を吐ついて、神父はくるりと密告者へと振ふり返かえった。

　密告者は俺達が親しげに話している事に戸と惑まどいを隠かくせず、「あの」だとか「なんで」だとかを繰くり返かえしている。

　神父はそんな哀あわれな密告者に微ほほ笑えみかけて、その手にいくらかの金を握にぎらせる。

「銀ぎん髪ぱつの女性と獣堕ちの二人組──おかげさまで、無事に探し人を見つけられました。彼らは私の連れなのですが、件くだんの魔ま女じよと特とく徴ちようが一いつ致ちしていて難なん儀ぎしていたようです」

「神父様の……？　じゃあ……魔女狩がりは……」

　終わらないのか、と絶望したその顔に、他人事ながら胸が痛む。

　魔女狩りが始まって、魔女が見つからないと、教会は罪のない人間を殺し始める。それは周知の事実だ。

　だから騒さわぎが起こった近隣の住民は、誰だれでもいいから魔女にでっち上げて、教会に突つき出だそうとする。

　それは身寄りのない年寄りだったり、娼しよう婦ふだったりいろいろだが、条件にピッタリな旅人が現れればこれ幸いだ。

　罪のない旅人を生いけ贄にえに捧ささげて、せっかく不安から解放されると思ったのに、それが神父の知り合いじゃ、小金をもらったところでガッカリもするだろう。

　握らされた金を見つめて立たち尽つくす密告者の肩かたを、神父は励はげますように軽く叩たたいた。

「恐おそれる事はありません。腕うで利ききの裁定官が全力で魔女を探しています。目に見えなくとも、平へい穏おんな日々は目の前まできている。この雨が前まえ触ぶれもなくやむように」

　密告者は引きつった笑みを浮うかべ、形ばかりの礼をして足早にきた道を去っていく。

　神父はその背中が見えなくなるまで見送って、俺達に向き直るなり険しい声で言った。

「手短に状況を伝えましょう。この国に〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉が出ました」

　ゼロの体に緊きん張ちようが走った。

　魔女が出たって話はすでに聞いてたが、それが〈ゼロの魔術師団〉を名乗ってるとなると、状況は随ずい分ぶん変わってくる。

　リザとクレドがいる場所で話していい事なのか？

　俺おれの心配をよそに、しかし神父はますます核かく心しんに迫せまった事を口にする。

「そして、その長の名はゼロというそうで──っくし」

　ザアザアと、うるさいほどの雨音に、神父の間ま抜ぬけなくしゃみが混ざった。

　神父は戸外に立っているわけだから、外がい套とうを被かぶっていると言っても雨ざらしだ。神父は寒そうに鼻水をすすり上げると、

「あの……まずなかに入れていただいても？」

　とボロ屋を指差した。




　突とつ然ぜん増えた客に対して、リザ達は嫌いやな顔一つせずに受け入れてくれた。むしろ神父が滞在してくれるなら安心だと、リザとクレドは喜んだほどだ。

　リーリは神父に姿を見せる気はないらしく、どこかに隠かくれたきり出てこない。──まあ、こいつの獣けもの堕おち嫌ぎらいを考えればそれが正解だろう。

　当あたり障さわりのない挨あい拶さつもそこそこに夕食を済ませ、三人揃そろって屋根裏部屋に案内された。何箇所か雨あま漏もりしていたがどうにか居場所を見つけ、ようやく話ができる状じよう況きようになる。

　話の口火を切ったのはゼロだ。

「あらゆる悪あく魔まと教会の神にまでも誓ちかって言うが、この地で騒さわぎを起こしている〝ゼロ〟とやらは我わが輩はいではないぞ」

「分かっていますよ、それくらい」

　リザが用意してくれた熱い生しよう姜が湯ゆを一口舐なめて、神父は疲つかれたように答える。

　ゼロの魔ま法ほうで乾かわかしてもらう事を頑かたくなに拒こばんだせいで、一人だけ濡ぬれている。

「あなたは事件が起こった時黒こく竜りゆう島とうにいましたから、ルートラで騒ぎを起こせるとは考えにくい。主教様にもそう報告しておきましたので、私といるかぎりゼロが狙ねらわれる心配はないでしょう」

　主教様に──報告？

「お前……教会にこの女の事を報告したのか!?」

　俺は目を見開き、剣を摑つかんで腰こしを浮うかしかけた。

「当たり前でしょう。報告もなしに魔ま女じよを連れ回していたら、私が反逆罪に問われます。より多くの魔女を狩るため、魔女の処刑に猶ゆう予よを与えるのは珍めずらしい事ではありません」

「だからって、お前なぁ……！」

「落ち着け傭よう兵へい。神父は〝すべて〟は話していない。魔法を生み出した泥どろ闇やみの魔女を捕とらえたなどと報告しては、教会全体を揺ゆるがす大だい騒そう動どうになっているはずだからな」

　ゼロの穏おだやかな声に、神父は軽く息を吐ついて目をそらした。

「〝必要な報告をした〟、とだけ答えておきます」

「まあ、いい。君に魔ま女じよだと知られた瞬しゆん間かんから、教会に報告がいく事は覚かく悟ごの上だ。むしろ、神父の監かん視し下かに置かれた無力な魔女として報告された方が、我わが輩はいとしても都合がいい」

　魔女本人にこうまで言われては、俺おれがこれ以上騒さわぎ立たてるわけにもいかない。

　苛いら立だちを込めて再び床に腰こしを下ろすと、ゼロが「心配するな」というように俺の膝ひざを軽く叩たたいた。

　しかし、とゼロはほっそりとした顎あごを撫なでて首を傾かしげた。

「つまり我輩とは別に〝ゼロ〟がいるという事になる。しかもそれは長い銀色の髪かみを持つ美しい魔女で、〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉の長だという。これはこれで問題だ」

「まあ、他人の空似にしちゃあ条件がそろいすぎてるしなぁ……」

　さすがにここまで特とく徴ちようが重なる偶ぐう然ぜんもないだろう。

　とすると、考えられる可能性はひとつしかない。

「我輩を騙かたる偽にせ物もの──か」

　ゼロが難しげな表情で言うと、神父も同意して頷うなずいた。

「そう考えるのが妥だ当とうでしょう」

「だが、我輩の名を知る者は多くない。むしろ極めて限定される。十三番に、君達二人、ウェニアス王国のわっぱ、イデアベルナの領主と、アクディオスの聖女と鷹たか、黒こく竜りゆう島とうの王。そして、もう一人──」

「サナレ、か」

　自然と、俺の口調は苦くなる。その名を口にするだけで、苛いら立だちが胃の中で固まって吐はき出だせそうだ。

　写本の才能をかわれて〈ゼロの魔術師団〉に入り、その内部から生まれた少数組織である〈不完全なる数字セストゥム〉に加わり、【ゼロの書】の写本を使って世界に魔ま法ほうを広めようとしている魔女──と呼ぶのもおこがましい、にわか魔法使い。

　ゼロを陥おとしいれようと画策するやつといったら、こいつしか考えられない。

「覚えているか？　傭よう兵へいよ。黒竜島であの者が去り際に言い放った言葉……我輩達への明らかな挑ちよう発はつと挑ちよう戦せんだった」

　黒竜島の王女の体を乗っ取り、その従者のラウルと二冊の写本を奪うばって姿を消す間際、サナレは俺達にこう言い残した。





　──次はどこに本を持っていこうかしらねえ？　そこで何をしようかしら。




　──もしかしたら、もう何か起こってるかも……気になるなら、あたしを追いかけてくる事ねぇ。






　思い出すだけで胸むな糞くそが悪くなる。

　俺おれは乱暴にため息を吐はき出だした。

「で？　あの女はどこで高見の見物を決め込んでるわけだ？　サナレ──っつうか、サナレに取とり憑つかれたお姫さんだがよ」

「それなのだが……黒こく竜りゆう島とうからここに至るまでの十余日で、とうにルートラを離はなれている。そもそも〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉がこの地に現れ、〝ゼロ〟の噂うわさが流布されたのはひと月も前だと夫婦が言っていただろう？　ならばサナレとは別の──〈不完全なる数字セストゥム〉の組織的な動きと見るのが正しいやもしれん」

「組織的にお前への嫌いやがらせをしてるって？　そりゃ暇な連中だな」

「それは手段だ。奴やつらの目的は別にある」

「〝魔ま女じよの世を作る〟──でしたか」

　口にするのもおぞましいというように、神父言った。

　そうだ、とゼロは答える。こちらの声も同じく苦い。

「銀ぎん髪ぱつの魔女の噂が流れているところに我わが輩はいがやってくれば、教会は我輩を捕とらえようとするだろう。神父が共にいなければ、先ほどの密告で我輩は捕ほ縛ばくされていたはずだ。無論、我輩と傭よう兵へいはそれをよしとせず、教会と一戦を交える事になる──すると、どうなる？」

　どうって、と俺は軽く顎あごを撫なでる。

「教会が全ぜん滅めつするんじゃねえか？」

「すなわち、戦争の始まりだ」

　俺は目を瞬またたいた。

「……話が飛ひ躍やくしすぎて付いていけねぇんだが。よろしければご説明願えませんかね？　お前が教会と一戦交えると、どことどこが戦争するって？」

「教会と魔女──すなわち五百年前の大戦の再来だ」

　俺はただただきょとんとしてゼロを見た。

　まだ話についていけていない俺に、ゼロは「つまりだ」と補ほ足そくする。

「我輩が教会の人間を殺して逃にげれば、教会は総力をあげて我輩を追うだろう？」

　ゼロは確認するように神父を見た。神父は静かに首しゆ肯こうする。

「教会は魔女を──特に教会に害をなした魔女を決して許しません」

「そうだ。そして我輩を火ひ炙あぶりにすべく、教会は魔女狩りを激化させるだろう。すると、ひっそりと隠かくれ住すんでいた各地の魔女は危機感を煽あおられる。そこで〈不完全なる数字〉の連中が魔ま法ほうを武ぶ器きに旗はた揚あげすれば、多くの魔女が教会の支配を打破すべく立つだろう」

「それで、魔女と教会の戦争が始まるって？」

「可能性は極めて高い」

「──滑こつ稽けいな話ですね」

　トゲのある口調で神父が言った。否定するというよりは、馬鹿にしたような言い方だ。

「〝魔ま術じゆつ〟という人外の力を持ちながら、五百年前の戦争で大敗を喫きつした魔ま女じよが、再び教会を相手に戦争を始めようなどと……当時に比べて、魔女の数は現在の方が圧あつ倒とう的てきに少ないというのに」

「その兵力差を、〝魔ま法ほう〟は埋うめられる。黒こく竜りゆう島とうで見ただろう。魔法は子供でさえ操れる技術だ。──そうなるように、我わが輩はいが作った」

「贖しよく罪ざいの心があるのなら、逃にげずに火ひ炙あぶりを受け入れては？」

　俺おれが怒ど鳴なりかけると、先んじてゼロは笑った。

「本ほん末まつ転てん倒とうだ、神父よ。我輩が死ねば、誰だれが〈不完全なる数字セストゥム〉を止める？」

「無論、教会が」

「ならば情報源が必要だな。魔法に詳くわしい魔女から情報を引き出さねば、〈不完全なる数字〉に二手三手と遅おくれを取る──違ちがうか？　神父」

　神父は返事をしなかったが、忌いま々いましげな表情が何よりの肯こう定ていだろう。

「そもそも、君が我輩達に〈ゼロの魔術師団〉が現れたという情報を開示したのも、教会が我輩の同行を君に許可したもの、つまるところは〝それ〟だろう。〈不完全なる数字〉が引き起こした今回の騒そう動どう──魔法が関係しているのなら、〝墓はか掘ほり人にん〟なる裁定官には少々荷が重いとは思わないか？　現状、教会内部で君ほど多く魔法に接している裁定官もいないはずだ」

「すべてお見通し……とでも言いたげですね」

「状じよう況きようからの推論に過ぎないがな。しかし半ば確信に近い」

　余よ裕ゆうたっぷりに言って、ゼロは神父の反応を待った。俺も黙だまって神父が何か言うのを待つ。

　そんな俺達の「期待に満ちた返事待ち」に耐たえられなくなったように、神父は何度目か知れない舌打ちと共に口を開いた。

「魔女討とう伐ばつのために呼ばれた〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官……あなた方の言う〝墓掘り人〟ですが」

　墓掘り人は、その名の通り死体を埋うめる墓を掘るのが職業だ。

　社会的地位はすこぶる低く、言ってしまえば侮ぶ蔑べつの対象でしかない。

　教会の関係者にそんなあだ名がつくってのは、よっぽどの悪評だ。

「教会内での呼び名は〝背はい徳とく〟ですが、教会内部ですら〝墓掘り人〟と呼ぶ者は少なくない。──私が大聖堂に参じた時、その〝背徳〟がいました。そして〈ゼロの魔術師団〉の隠かくれ家がと、そこに保管されている【ゼロの書】の存在を告げられたと」

「なんだと!?」

　俺とゼロの声が重なった。

「告げられたって……誰に？」

　俺が問うと、神父は短く答えた。

　一言、

「死体に」

　ひやりと、背中に冷たいものが走った。

〝死体が喋しやべった〟と聞けば、頭に思おもい浮うかべる名前は一つしかない。

　ゼロの表情が硬かたくなる。

「……では、サナレ本人が〝墓はか掘ほり人にん〟に接せつ触しよくし、写本の存在を伝えたと？」

「どうやらそういう状じよう況きようのようです。穏おだやかな話ではないでしょう？」

〈不完全なる数字セストゥム〉が関わってるなら【ゼロの書の写本】があっても何も不思議はないが、サナレがそれを置いて去ったというのが問題だ。しかも、そのありかを裁定官に伝えたとなると──どう考えても、ろくでもない事を企んでるのは間ま違ちがいない。

「聖都アクディオスと黒こく竜りゆう島とうで起こった事を考こう慮りよすると、〈不完全なる数字〉や魔ま法ほうと接触した経験のない〝背はい徳とく〟に任せておくのは危険であると、教会が判断を下しました。そこで、私に命令が。〝背徳〟の監かん視し、および〝偽にせゼロ〟の討とう伐ばつ──そして写本の回収です」

　神父の言葉にゼロはピタリと動きを止めた。

　あまりに不自然に動きを止めたので、神父が「何か？」と声をかける。

「……今、君は〝処分〟ではなく〝回収〟と言ったのか？」

「この世に教会の宝物庫ほど安全な場所は存在しません。写本がすべて教会に収められれば、書物を介して魔法が拡かく散さんする心配もなくなります。教会側も、未知であった魔法について知識を得れば、対策を講じられるでしょう」

「面白い事を言うではないか、神父よ。教会が写本を悪用しないと、なぜ言える？」

　ピリリと、痺しびれるような緊きん張ちようが空気を震ふるわせた。

　ゼロは基本的に神父や教会に無む頓とん着ちやくだが、時々批ひ判はんめいた事を口にする。

「我わが輩はいは教会を信じてはいないぞ、神父。五百年前、教会は世界を支配するために魔ま女じよを敵に定めた。教会が世界の秩ちつ序じよを守る正義として君臨していられるのは、魔女という明確な敵が存在しているからだ。先の未来、すべての魔女が死し滅めつした時【ゼロの書】が教会の手にあれば……彼らはその手で魔女を作り出す。自らの正義の証明のために」

「教会が望むのは安あん寧ねいと平和です。教会が魔女と戦争を始めたのは、悪しき魔女が世界に恐きよう怖ふと混乱をもたらしたからであり、必要に迫せまられてでしかありません」

「教会が、そう言ったか？」

　ゼロの問いに、神父が神経質そうに眉まゆをひそめた。

「すべての歴史が、そう言っています。──魔女の討伐と写本の回収にはすでに〝背徳〟が当たっていますが、私にも同様の命令を下されました。総力を挙げて写本を回収せよと。それほどに教会は魔法を危険視していますし、それは正しい見解でしょう」

　その時、ガタガタと音がして床の戸が開いた。

　全員が口を閉ざすと、開いた戸からクレドがひょこりと顔を出し、布の束を重たそうに引っ張り上げる。

「いやあ、どうも遅おそくなってすみません。毛布をですね、持ってきたんですが……」

　クレドはどこか困ったように神父を見た。

「その……本当に神父様も屋根裏でよろしいんですか？　教会の方を屋根裏にお泊とめするのは、やっぱりまずい気がして……」

「教会の人間は清貧を重んじます。どうぞお気になさらず。むしろ、急に押おしかけて家主の部屋を奪うばう神父など、見習いからやり直すべきだとすら私は思いますよ」

「つーか、本来ならこいつは教会にでも泊まるべきなんだよ。神父の立場を利用すりゃどこにでも泊まれるのに、わざわざ選んでここにいるんだから気き遣づかいは無用だ」

「ですがその……こう言っちゃなんですが、後になって聖職者を愚ぐ弄ろうしたとか言って、罰したりはしませんよね？」

　神父の表情が軽く引きつる。

　ついさっき、ゼロが「教会を信じていない」という話をしたばかりだ。その直後に、クレドにまで神父の清貧やら誠実さやらを疑うような事を言われては、神父としても居心地が悪いだろう。

「神に誓ちかって。私はあなたに感謝以外の感情を向けないと断言します」

「それなら……まあ、いいんですが。じゃあ、明日食事の用意ができたらお呼びしますんで、それまでお休みください」

「──ひとつ、いいか」

　立ち去ろうとしたクレドの背中をゼロが呼び止めた。

「魔ま法ほうを広めたという銀ぎん髪ぱつの魔ま女じよの話だが……君はその魔女について、〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉についてどんな噂うわさを聞いている？」

「どんなって……」

「魔法を使ったのだろう？　何のためにか、どのようにか──少しは噂を聞いているのではないか？」

「そりゃあまあ……ちょっとくらいは……」

　クレドは不安そうに神父へと視線を投げる。

　神父はクレドの視線を受けて、「真実を」とだけ言った。

　クレドは床から上半身だけ出した状態で、ざらりとした無精ひげを撫なでる。それから、しぶしぶといった様子で口を開いた。

「村を救ったって聞いてます。なんでも村で流行はやり病やまいがあって、働き手がみんな倒たおれちまって、作物が実っているのに収しゆう穫かくできなかったらしくて。それを、魔女が不思議な力で収穫してくれたんだって聞きました。おかげでみんな飢うえずにすんだ。けどまあ、当然なんですが、収穫された作物の一部は、税として教会に……」

　俺おれは思わず額を押おさえた。

「魔ま女じよが収しゆう穫かくしたものを教会にね……そりゃ魔女狩がりも始まるわ」

「ルートラには大聖堂がありますし、信心深い信者が多い。誰だれかがぽろっとこぼした話が教会に密告されて、今はこの騒さわぎです。村から逃にげ出だした人間もいますが、教会騎き士し団だんに捕つかまって……ルートラの市庁舎前広場には、まだ死体がさらされてます」

　教会は魔女を容よう赦しやしないが、同時に魔女に協力する人間にも容赦はしない。

　魔女に騙だまされていた人間には温情を示すが、〝村から逃げ出した〟となったら罪を告白したのと同じ事になる。

　だからと言って、村に残っていたところで無事に過ごせるとは限らない。

　隠かくれている魔女が見つからなければ、村人達が魔女を匿かくまっているという事になり、取り調べという名の拷ごう問もんの始まりだ。

　逃げるも地じ獄ごく、とどまるも地獄──だから人は魔女と関わりたがらない。

　それでも、魔女の力に縋すがらなけりゃ生きていけない状じよう況きようだったんだろう。

　動けない病人達に、収穫されずに朽くちていく作物。それでも税の取立てはあるし、病人に飲ませる薬だって欲しい。

　ゼロはちらと神父を見た。

　やはりと言おうか、信じられないという顔をしている。ま、無理もないだろう。神父の頭のなかではいつだって「魔女はすなわち悪であり、善行などありえない」という大前提が働いているんだからな。

　ゼロに対してだって「悪しき心を隠かくしているだけ」と疑ってかかっている始末だ。

「みんなは……っていうか、俺おれはですけど……魔女そのものを怖こわがってるわけじゃないんです。ただ、魔女狩りに巻き込まれるのが怖い。魔女が何をしたかなんて、俺達には関係ないんです。ずるい話ですがね」

　失礼しますと言い残し、クレドは屋根裏から降りていく。

「──ほら、な」

　ふと、ゼロが笑った。

　悪意のない、子供のような笑い方だが、その内容は辛しん辣らつだ。

「教会は民にも信用がない」
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　夜中にふと目が覚めたのは、下の階で何かが動く気配を感じたからだ。

　外はまだ暗く、夜に鳴く虫の声がする。

　でかいネズミがいたもんだな、と思う。──それから、そういえばでかいネズミがいるんだったなと、リーリの存在を思い出した。

　目が覚めたついでに水でも飲むかと思い立ち、ごそごそと屋根裏から階下へ移動する。ゼロが「我わが輩はいの寝ね床どこが……」とかなんとか寝ね言ごとを言っていたが無視をする。寝床には寝床の自由意思ってものがあるんだよ。

　台所の水みず瓶がめから柄ひ杓しやくに一杯水を失敬して、渇かわいた喉のどを潤うるおした。

　リーリの足音は聞こえなくなっていたが、俺おれが移動するとまた足音がする。どうやら俺と鉢はち合あわせしないように気を遣つかっているらしい。──が、その割に俺をつけ回している風でもある。

　っていうか夜中だぞ。寝ろよ。ガキなんだから。

　立ち止まって、振ふり向むく。すると、白い毛並みがさっと壁かべの向こうに隠かくれるのが見えた。

「……なんなんだ？」

「なんでもない」

　聞かせるつもりのなかった呟つぶやきに返事があって、俺の方がぎょっとする。──そうか、耳が良かったんだな、このネズミ。

「自分以外の獣けもの堕おちが珍めずらしいか？」

　無言。だが肯こう定ていだろう。俺も昔そうだった。

　しばらく俺が無言でいると、

「……お父さんとお母さんは？」

　とリーリが聞いた。

「寝てるんじゃねぇか？」

「ちがくて」

　ああ、俺の両親の話か。

「普ふ通つうに村で暮らしてるんじゃねえかな」

「捨てられたの？」

「いや、自発的に出てきた。俺のせいでゴタゴタがあってな」

「……お兄ちゃんのせい？」

　──お兄ちゃん？

　あ、俺か。これ俺の事か。おい聞いたかテオ、お兄ちゃんだと。リーリは物事ってのがよく分かってるいい子供だぞ。などと、内心ではしゃぐ自分が情けない。

　俺はため息を吐ついてテオのナイフを一ひと撫なでした。

「どうかした？」

　俺が黙だまっていると、リーリがおずおずと壁から顔を覗のぞかせた。暗い部屋の中、リーリの赤い目が光って見える。

　なんでもない、と答えると、リーリは長い尻尾しつぽを揺ゆらしながらチョロチョロと俺のそばまで駆かけてくると、椅い子すを用意して俺に座るように促うながした。

　──そうして、自分はまた壁かべの向こうに戻もどってしまう。

　昼間は特に隠かくれるようでもなかったんだが……今は両親が側にいないせいか？　俺おれは大人しく用意された椅い子すに腰こしを下ろし、俺が村を出た顚てん末まつをリーリに話して聞かせた。

　俺の首を狙ねらって盗とう賊ぞくがきた事、そのせいで人が死んだ事、両親や村の人間が止めるのを聞かずに出てきた事──リーリは壁の向こうで腰を下ろして静かに話を聞いていたが、話が終わるとまた壁から少し顔を出して俺を見る。

「……どうして出てきたの？」

「村をか？　そりゃあ……あー……まぁ……罪悪感だろうな。逃にげたんだよ、俺は。居心地が悪くてな」

「ざいあくかん……」

　意味を理解できているのかいないのか、リーリは曖あい昧まいな口調で呟つぶやいた。

　それから急に、

「リーリね。ここにいちゃダメなの」

　と言う。

「……でかい声でする話じゃなさそうだな」

　俺は立ち上がった。リーリはビクリと肩かたを跳はねさせたが、逃げるそぶりはない。壁の向こうに回って、小さなネズミの隣となりに座った。こうして改めて近づいてみると、リーリは俺の手で握にぎりつぶせそうなほど小さい。

「お父さんは、お母さんが好きなの。だからリーリに優しいんだけど、リーリはお母さんの子供じゃなくて……あの、知ってるよね？　本当のお母さんはちがくて、リーリのせいで死んじゃったの」

　昼間、リザが俺に話してくれた事だ。

　そしてリーリは、リザが俺に自分の生い立ちを話した事を知っている。

　俺は鼻の頭に皺しわを寄せ、溜ため息いきとともに尻尾しつぽを揺ゆらした。

「お前はちと耳が良すぎるな」

「ん、おっきいから」

　リーリは自分の耳をつまんで見せる。

「内ない緒しよ話ばなしはみんな聞こえるの。友達もいっぱいいるし……」

　友達……？

　いるわけねぇだろ、獣けもの堕おちに。

　とは思ったが、いちいち指し摘てきするほど俺もひねくれてはいない。

「で？　親父が陰かげでお前を邪じや魔ま者もの扱あつかいしてたのか？」

　リーリは慌あわてたように、激しく首を左右に振ふった。だろうな、あの男はそういう性格じゃなさそうだ。かと言って、母親の方がリーリを邪魔にするとも思えない。

「けど、何かこそこそしてる。二人とも、リーリに聞かれないように、遠いところで話すの。で、リーリが近づくとやめちゃうの」

「獣けもの堕おちのお前が、普ふ通つうの人間を出だし抜ぬいて盗ぬすみ聞ぎきもできねぇのか？」

　リーリはこれにも首を左右に振ふる。

「しないの。やな事ゆってたら、悲しいし」

「なるほど」

「リーリ、お父さんもお母さんも大好き。けどね、二人ともリーリのせいでいつも働いてて、いつも大変で……嫌きらわれてもしょうがないの。町でもね、ネズミなんか捨てちまえってみんな言ってる。お父さんもお母さんも、ホントならもっとお金持ちになれるんだって。だけど二人とも、リーリのせいでお仕事もらえなくて、幸せじゃないの」

「いや、幸せじゃなきゃ捨ててるだろ」

　リーリはきょとんとして俺を見た。

「あの二人は何か？　お前を捨てると死ぬ呪のろいでもかけられてるのか？」

「……えと……たぶん、かけられてない……」

「じゃあお前が気にする事じゃねえよ。あいつらの勝手でお前の両親やってんだ。好きにやらせとけ」

「けど、お兄ちゃんは……」

「だから……俺おれは逃げたんだつっただろうが。俺が罪悪感に耐たえられなくて逃にげ出だしたせいで、オヤジもお袋もたぶんすげぇ怒おこってる。今更ノコノコ戻もどったら、俺は親父に殴なぐり殺ころされて、お袋に料理されて客の晩飯にされちまう……そんで酒場の特等席に、俺の毛皮が敷しき物ものとして飾かざられる」

　半分マジな話だったが、リーリは大きな赤い目を瞬またたき、「なにそれ」と言って笑った。

「今じゃ、逃げなきゃよかったって後こう悔かいばかりだ。ご覧らんの通り、そんじょそこらの盗とう賊ぞくが逃げ出すほどの化物に育ったからな。村に残ってりゃ、用心棒として役に立てたんじゃねえかとか──まあ、いろいろ思う」

「けど、リーリ何もできないよ……？」

「さんざん手伝いしてたじゃねえか」

「それだけだよ？」

「それだけでいい。普通、お前の年とし頃ごろのガキする手伝いの三倍は働いてたぞ、お前」

「リーリ、子供じゃないよ……」

「どっからどう見てもガキじゃねえか」

　つっても、いくつかは知らねえが……まあ、見たとこ六歳か七歳って感じだろう。喋しやべり方かたもたどたどしい。

　獣堕ちには大人でも喋るのが下手な連中がいるが……そいつらは特とく殊しゆ技能があるからな。

「それにあれだ。曲がりなりにも獣けもの堕おちなんだから、お前がもう少し育ちゃあ強ごう盗とうへの威い嚇かくにもなるぞ。お前のその歯でかみ付かれたら、俺おれでも痛そうだ」

「かまないよ」

　急に、リーリが真しん剣けんな声を出した。さっきまでのオドオドとした雰ふん囲い気きとまるで違ちがう、決意めいた言い方にぎくりとする。

「リーリは誰だれもかまない。お母さんと……ほんとのお母さんと約束したから」

「……そうか」

　リーリは立ち上がった。

　あっという間もなく駆かけ出だして、どこかに姿を隠かくしてしまう。

「お話、ありがと」

　そんな言葉を最後に、リーリの足音は聞こえなくなった。
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　翌朝、からりと晴れた青空だった。

　降り注ぐ日差しがあまりに強いせいで、昨晩の雨で濡ぬれた地面がすでに乾かわいているほどだ。

　朝食は昨晩の残り物と、焼いたパン、ミルクでそれなりに豪ごう勢せいに振ふる舞まわれた。

　いつまでもだらだら飯を食っていたいところだったが、〝背はい徳とく〟とやらが〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉の隠かくれ家がを見つける前に、魔ま女じよに救われたという村に着きたい。

　サナレの痕こん跡せきが見つかるかも知れないし、ゼロならそこで使われた魔ま法ほうの気配を辿たどって隠れ家を見つけられる。

　上手くすれば〝背徳〟より早く隠れ家を見つけられるかもしれない。

　宿代の残りをきっちり支し払はらい、去り際に俺はふと思い立ってリザに振ふり返かえった。

「餞せん別べつに、トマトシチューの隠かくし味あじを教える気は？」

　リザは目を瞬またたくと、怒おこりながら笑うという器用な表情を浮うかべ、動物を追い払う仕草をしながら「おとといきやがれ」と言い放った。

　──やっぱり、ダメか。

　俺は笑って肩かたをすくめ、相変わらずリザの背中に隠れているリーリをちらと見た。

　リーリは俺の視線を受けてますます気まずそうになり、リザの背中に隠れたまま、ひょろ長い尻尾しつぽを振って別れの挨あい拶さつを済ませる。

　そんなリーリの微ほほ笑えましさに軽く笑って、俺達は食事だけは一級品のボロ宿を後にした。




「して、神父よ。魔女と接せつ触しよくのあった村というのはどこにあるのだ？　道案内を頼たのめるのだろうな」

「最近お忘れのようですが、私は昼間は盲目なんですよ……？　一度も行った事のない村に、私が案内できるわけないじゃないですか」

「偉えらそうに〝私は役に立ちません〟って宣言してんじゃねえよ」

　ささやかに突つっ込こむと、神父の杖つえが猛もう烈れつな勢いで飛んでくる。寸前で避よけてあざ笑うと、何かに足を取られて盛大にすっ転んだ。

　忘れてた。神父の武器は鎌かまに変形する杖と、それから伸びる見えない糸の二段構えだ。足に絡からまった糸をほどいて立ち上がると、「無様ですね」と神父の罵ば声せいが飛んでくる。

「道案内はできませんが、地図なら教会で拝はい領りようしてきました。村への道筋が書き込まれているはずです」

　だったら最初からそう言えよ、とは内心だけで言っておく。

「なあ……昨日からずっと思ってるんだけどよ。なんでこいつと行動する必要があるんだ？　ここで殺しちまった方が簡単じゃねえか？」

　ここはもう、逃にげ場ばのない船の上じゃねぇんだ。当座の目的は確かに一いつ致ちしてるが、写本の扱あつかいについての意見は割れてる。最終的に敵対する事になるなら、最初から殺しちまった方が話が簡単になる。

　しかしゼロは神父から受け取った地図を吞のん気きに広げながら、俺おれの不平を正面から切り捨てた。

「銀ぎん髪ぱつの女が魔ま女じよ扱いされる状じよう況きようでは、神父の存在は有利に働く。利用できる間はお互たがいに利用するのが傭よう兵へい流りゆうではなかったか？」

「そりゃそうだけどよ……」

「言っておきますが、少しでも私に対する交戦の意思を見せたら、私は即刻ゼロについてすべてを教会に報告しますよ。そうしたらどうなるか、想像がつかないほど馬鹿ではないでしょう？」

　俺は鼻の頭に皺しわを寄せた。

　神父の保護がなくなり、教会にすべての報告が上がれば、教会騎き士し団だんが総力を挙げて俺達を追い回すだろう。そんな状況で写本探しができるかと言われれば、当然無理だ。

「そういう事だ。くるべき時がきたら対処すればいい」

「対処って……簡単に言うけどなぁ……」

　俺が肩かたを落とすと、ゼロは唇くちびるに笑みを刻きざんで俺を見る。

「頼たよりにしているぞ、傭兵」

「こんな時ばかり頼ってんじゃねえよ……！」

「何を言う。我わが輩はいはいつも君を頼っているではないか。今も君に運んでほしい」

「嫌いやだ。暑い」

「つれないな……では、神父に運んでもらおうか」

「嫌です。重い」

　無表情に答えた神父に、ゼロは笑った。

「容よう赦しやなく悪意をぶつけるようになったな、神父よ。以前の博愛に満ちた君と、今の悪意に満ちた君と──どちらが本来の君なのだろうな。我輩は変わらぬというのに、君はまるで別人のようだ」

「どちらも本来の私ですよ。人は多面的にできている。相手によって態度を変えるのは当然の事です」

「なるほど、そうか。確かに、そういうものかもしれない。どちらも本来の君ならば、我輩は今の君の方が好きだと思う」

「私を誘ゆう惑わくする気ですか？」

　まさか、とゼロは俺のマントを引っ張った。

「我輩にはすでに心に決めた男がいる。しかし難なん儀ぎな事に、その男は少しも我輩に振ふり向むかない。神父など誘ゆう惑わくしている暇があったらこちらを誘惑しなければ」

　またこいつは、思ってもない事を。

　俺おれが本気にしたらどうする気なんだ？　と思ってゼロの表情をうかがうと、ゼロはにやりと笑って「本気にしてもいいぞ」と言う。

　俺はため息を吐ついて、二人の先に立って歩き出した。




　地図を見る限り、目的の村はルートラから徒歩で一日と半分ほどの距きよ離りだった。

　馬車なら一日あれば十分に着けるだろうが、馬に怯おびえられるという獣けもの堕おちの性質上、歩いて向かうほか道はない。

　──しかし、暑い。本当に暑い。どれくらい暑いかと言うと、俺より歩ほ幅はばの狭せまい二人について歩くのがキツくなるくらい暑い。って言うか足が重い。クラクラする。

「傭よう兵へいよ……大だい丈じよう夫ぶか？　先程からフラフラしているぞ」

　さすがにおかしいと思ったのか、ゼロが足を止めて心配そうに俺を見上げた。

「だいじょう……ああ、いや、ダメかもしれん……つーか思い出したわ……俺が昔この国周辺にいた時は、基本的に夜出歩いて昼間は日ひ陰かげで過ごしてたんだわ……この日差しの中を延々歩くとか初体験だわ……」

「まあ……どう考えても、暑さに強いようには見えませんしね……」

　そう言う神父も、全身を黒の神官服だ。黒は熱を吸収するし、実際こいつもかなり消しよう耗もうしているだろう。

「ふむ……少し、どこかで休んだ方が良さそうだな」

「休むったってな……」

　見み渡わたす限りの荒あれ地ちじゃあ、日よけになりそうな木さえない。

　ゼロは地図を広げて難しげに唸うなった。

「地図によると、夜までには小さな川に辿たどり着つけるようだが……とりあえず、水でもかけて温度を下げるか。このままでは傭兵が蒸し焼きになる」

　言いながら、ゼロは水筒の中身を俺の頭にぶちまける。滴したたった水は、地面に触ふれた途と端たんにジュっと音を立てて蒸発した。

　太陽、ちょっと本気出し過ぎじゃねえか……？

「……なあ、魔ま女じよ」

「なんだ？　傭兵」

「前にお前、天候を操る魔ま法ほうがあるとか言ってたよな……？」

　つい最近、船で嵐あらしに遭そう遇ぐうした時だ。もし本当に、魔法で嵐を起こしたり、雨を降らせたりできるなら──。

「涼すずしくなる魔法とか……ねぇのか？」

「……傭よう兵へいよ、さすがにそれほど都合のいい魔ま法ほうは……」

「ねぇか……そうだよな……」

「──あ。あった」

「あるのか!?」

　ぽんとゼロが手を叩たたき、神父が露ろ骨こつに顔を顰しかめた。

「あなた達、裁定官の前でよく堂々と魔法の話ができますね……」

「まあまあ、事態は急を要する。そう硬かたい事を言うな、神父よ。収しゆう穫かくの章に、肉や野菜を保存するために気温を下げる魔法がある。〝空間〟に使う魔法なので、移動しながら冷やす事はできないが、体を休める事くらいはできるぞ」

　言いながら、ゼロは街道を外れて小枝を広い、ぐるりと大きな円を描かいた。円の四方に適当な石を置き、俺おれをそのなかに押おし込こんでブツブツと何か唱える。

「収穫の章・第五頁けつ──〈冷域ルイナロス〉！　承認せよ、我はゼロなり！」

　太陽の熱を含ふくんで地じ獄ごくのようになっている俺の毛皮の間に、ひやりとした風が吹いた。

　涼すずしい。太陽は頭上でギラギラと輝かがやいているのに、その暑さがまるで感じられない。

　全身の体温がすうっと下がり、のぼせていた頭がはっきりしてくる。

「どうだ？　少しはマシか？」

　ゼロが聞いた。少しどころか──これは……なんつーか……。

「すげーイイ！　最高に快適！　俺は二度とお前を手放したくなくなった！」

「君が元気になって何よりだが、乾かん燥そう機きの次は温度調節機扱あつかいか……我わが輩はい、ちょっと自分が不ふ憫びんになってきた……」

「てめぇは俺の事をさんざっぱら毛布やら寝ね床どこやら乗り物扱いしときながらよく言うぜ」

「我輩はいいのだ。──ほら神父、君も入るといい。少し休きゆう憩けいしよう」

「裁定官の私が、魔女の外げ法ほうの恩おん恵けいに与あずかるなど──」

「では勝手にそこにいろ」

　ゼロは冷ややかに言い放ち、円のなかに入ってきてほっとしたような息を吐つく。座り込んで涼んでいる俺の膝ひざの間に当然のように腰こしを下ろし、「涼しい時はここが一番快適なのだ」と満足そうに言った。

　神父はそんな俺達を不ふ機き嫌げんそうに睨にらんで──つっても眼帯ごしだが──じりじりと円に近づく。

「幻覚の類なのではないですか？　この暑さの中で、円を描いた範囲だけ気温が下がるなどという事が起こるはずない。つまりその円に足を踏ふみ入いれたら最後、暑さに気付けず太陽に焼かれて死ぬという恐おそろしい──」

「うるせぇな気になるなら入ってこいよ」

　俺は腕うでを伸ばして神父の服を摑つかんだ。そのまま問答無用で、円のなかに引きずり込む。

　この程度、いつもの神父ならばひらりとかわせるはずなのに、こうも簡単に俺おれに不意を突つかれるって事は、神父も相当暑さにやられてるって事だろう。

「貴様！　裁定官たる私に攻こう撃げきを仕し掛かけるとは──！」

　言いかけて、はたと神父は動きを止めた。

　そして不ふ機き嫌げんそうに顔を顰しかめ、

「……とても……涼すずしい……ですね……」

　と言う。

　ゼロは楽しげに、そして自じ慢まんげに笑った。

「その黒ずくめの神官服では、暑くないわけがない。君は傭よう兵へいと違ちがって服を脱ぬげるのだから、上くらい脱いだらどうだ？」

「服装の乱れは心の乱れです。いついかなる時も、服装を乱すなどという事は許されません」

　神父は円のなかに腰こしを下ろし、神官服の上から被かぶっていた日よけ用のフードを脱いだ。

　円の外に腕うでだけを出してみて、「結界で冷気までも閉じ込める事ができるとは」と感心したように呟つぶやいて。

「しかし、どういう原理でこのような現象が‥…冷気はどこからきているんです？」

「簡単な事だ。──死し霊りようが近づくと寒気を感じるだろう？」

　……うわぁ。すげぇ嫌いやな予感してきた。
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　ひんやりするのは体だけで充じゆう分ぶんなんだが……。

「この魔ま法ほうは、その辺りを漂ただよっている死し霊りようをちょちょいと呼び寄せ、結界のなかに閉じ込める魔法だ。この辺にはたくさん死霊がいるようなので、その気になれば氷点下まで温度を下げる事も──」

「充分休んだ。そろそろ行くか」

「ええ、もたもたしている暇はありません」

　俺おれと神父は同時に立ち上がり、ゼロの描かいた輪から抜ぬけた。途と端たんに凄すさまじい熱気が襲おそいかかるが、死霊の寒気に比べればはるかにマシだ。

「なんだ？　二人とも、死霊は苦手か？　死霊術とはちょっと違ちがうのだぞ、これは。ただ集めて閉じ込めるだけであって、死霊を操っているわけでは……」

　更なる解説を続けようとするゼロを置き去りに、俺達は無心に街道を歩き続けた。




　一日歩いて、夜がくる。

　野宿で夜を明かし、翌朝すぐに目的の村を目指して出発した。日は中天に差さし掛かかり、日暮れ前には村に着けるだろうという時に、妙みようなものに行き当たって足を止める。

「天幕……？　ありゃ野営地か」

　俺は道の向こうに目をすがめた。腰こしに剣けんを提さげ、女神の紋もん章しよう入りの旗を高く掲かかげているところを見ると、どうやら教会騎き士し団だんだ。

　この炎天下じゃさすがに甲かつ冑ちゆうは着てないが、それでも暑さでうだっている。

　規き模ぼは小さく、全員合わせてもせいぜい十人に届くかどうか──とすると、分割された部隊がそれぞれ任務に当たっているというところだろう。

　設備は馬車が一つと、それを引く馬が一頭。いつもの俺なら迷わず迂う回かいするところだが、神父が素知らぬ顔をしてずかずかと街道を進んでいくので、仕方なくその後についていく。

　そして、案の定。

「そこの者！　止まれ！　我々は教会騎士団である！」

　荒あら々あらしい声に呼び止められた。

　日よけの外がい套とうを被かぶっているせいで、神父の証たる神官服は一目見ただけじゃ分からない。杖つえをついている盲目の旅人が、騎士団の存在に気付かずに素通りしようとしたとでも思っているようだ。

　神父が言われるままに足を止めると、部隊のなかで一番の下したっ端ぱと思しき若造がずかずかと歩み寄ってきた。

「この先は現在、教会によって通行が禁止されている。ここを通る事は何人たりともまかりならん！」

「教会によって……？　そんな話は初耳ですが……」

「初耳でもなんでも、通行禁止は通行禁止だ。即刻引き返せ！」

「おいおい、目の見えない人間が遠路はるばる旅してきたってのに、随ずい分ぶん邪じや険けんに追い返すじゃねえか。理由くらい教えてくれてもバチは当たらねぇだろうよ」

　俺おれが横から口を出すと、騎き士しがじろりと俺を睨にらんだ。──睨んじまってから、俺の体格にびびって一歩下がる。

「ご心配なく。これは私の下げ僕ぼくです。しつけてあるので、人を襲おそう事はありません」

　誰だれが下僕だふざけんな。と、この状じよう況きようで口にしないだけの頭は俺にもある。

　騎士は神父の言葉で多少威い勢せいを取とり戻もどし、「心配などしていない」と気まずそうに顔を顰しかめる。

「よければ、通れない理由を伺うかがっても？　どうしてもこの先に行かなければならないのですが……」

「ダメだ！　どうしても通りたければ一度ルートラに引き返し、教会にて通行許可を請う事だな。無論、教会がそのような許可を出すはずもないが」

　どうも、妙みようだ。

　地図によれば、この先にあるのは魔ま女じよと接せつ触しよくがあった小さな村だ。そこへ向かうだけの道を、教会騎士団がわざわざ野営してまで守るってのは大げさすぎる。

　神父は「なるほど」と呟つぶやくと、突とつ然ぜん杖つえの先せん端たんを騎士の眼前に突つき付つけた。一いつ拍ぱく遅おくれて大きく仰のけ反ぞった騎士に、神父は首を傾かしげてみせる。

「これで通行許可の代わりになるかは分かりませんが、紋もん章しようを確認していただけますか？」

「も、紋章……？　そんなものを見たところで何も……」

　騎士の顔色が変わった。神父の杖に刻まれているのは、杭くいと炎──つまり火ひ炙あぶりを象しよう徴ちようする紋章だ。

　それの意味するところは一つ。

「貴様──〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官か！」

「ええ、こう見えても一応」

「クソ、主教様は何を考えているんだ！　〝墓はか掘ほり人にん〟だけで持て余しているというのに、この上まだ──！」

　騎士は苛いら立だたしげに髪かみを搔かきむしった。

「いい加減にしてくれ！　村の人間はもう十分に苦しんでいる！　罰なら十分すぎるほどだ！　これ以上彼らにどのような贖しよく罪ざいを望むというんだ！」

　騎士の剣けん幕まくに、俺達は顔を見合わせた。

　よほど〈女神の浄火〉に対して腹に据すえかねているらしい。

「贖罪も何も……」

　神父は疑問を含ふくんだ声で言う。

「私は調査のために村に向かっているんです。話を聞きはしますが、断罪するつもりはありません」

「我わが輩はいの記き憶おくが正しければ、〝墓はか掘ほり人にん〟というのは〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉討とう伐ばつのために派は遣けんされた裁定官だろう？　その者が、この道を封ふうじよと？」

「馬鹿を言うな！　これは教会騎き士し団だんによる自主的な行動だ。無論、主教様にも許可を頂いている。あくまで、裁定官の行動を邪じや魔ましない範囲に限られているがな」

　神父は眉まゆをひそめた。

「教会騎士団が、自主的に……？　なぜこの道を……」

「──何も知らないのか？　ほんとうに？　そうか、〈女神の浄火デア・イグニス〉というのは、互たがいに干かん渉しようしないのだったな。おめでたい事だ。自分の同類が何をしているかも知らないとは」

　騎士は口元を引きつらせた。

　無理に嘲ちよう笑しようを浮うかべようとしたような表情だが、目がまったく笑えていない。

「通せるわけがない……あんなものを、民に見せられるわけがない……！　この先にあるのは地じ獄ごくだ。そしてその地獄を、教会の人間が作り出している」

　この暑さのなかで、騎士は青ざめ、震ふるえていた。

　瞼まぶたに焼き付いたおぞましい光景を振ふり払はらうように、二度三度頭を振る。

「……裁定官の行動を止める権利など、教会騎士団にはありはしない。通れ。そして調査とやらをするがいい」

　騎士は吐はき捨すてた。

「貴様に少しでも人間の心が残っているのなら、調査の結果は〝〈女神の浄火〉など全員即刻処刑すべき〟になるだろう。あれでは、一体どちらが魔ま女じよだか……！」





２






　騎士が吐いた呪のろいめいた言葉を背に街道を進むと、日が暮れかかる頃ころに目的の村が見えてきた。

　強すぎる日差しのせいか、塩を含ふくむ海風のせいか、ルートラの近辺には森らしい森がない。視界を遮さえぎるもののない平地では、遠くにあるものもよく見える。

　流れの緩ゆるやかな大きな川があり、川には橋が渡わたされている。その向こう側が人家の密集した村で、こちら側が広々とした畑になっているのが遠目からでも分かった。

　畑には何か作物が実っているようだし、一見してのどかな村だ。

　──ただ、〝黒い〟という異い様ようを除のぞいては。

　村全体に、黒いもやがかかっているようだった。

　特に酷ひどいのは畑で、墨すみでもこぼしたように黒い。

　それに、このひどい腐ふ敗はい臭しゆう。

「夏場の戦場って感じだな……臭においだけで病気になりそうだ」

　たまらず、俺おれは布で鼻と口を覆おおった。

　ゼロと神父も同じようにする。それほど酷ひどい。

　臭いに耐たえつつ村に近づくうちに、自然と俺達の足は重くなった。

　一歩足を踏ふみ出だすと、パキリと軽い音を立てて虫が潰つぶれる。──虫を潰さずに歩けないほど、大量の虫が地面を這はい回まわっていた。

　そして、わんわんと鳴なり響ひびく虫の羽音。

　村をかすませている黒いもやの正体は、死体に集たかる大量のハエだ。

　そう、死体があった。

　魔ま女じよの隠かくれ家がを探すために〈女神の浄火デア・イグニス〉が調査やら拷ごう問もんやらをしたわけだから、死体の一つや二つあってもなんの不思議はない。

　だが残念ながら、この畑には十や二十じゃきかない数の死体があった。

　何より異様なのは、死体の状態だ。

　ゼロが静かに目を細め、感情のこもらない溜ため息いきを吐つく。

「これは、これは……まるで子供の遊びだな。どうりで死し霊りようが多いわけだ」

「そりゃ教会騎き士し団だんも道塞ふさぎたくなるわな……」

　教会騎士団が〝地じ獄ごく〟と評した、その光景。

　黒くろ焦こげになったカボチャ畑からはえている、一ひと抱かかえほどの丸い物体──それは首まで埋うめられた人間の頭だった。

　この暑さで顔の肉は腐くさり落おち、そこに虫が集っているせいでほぼ原型をとどめていない。

　そんな頭が、畑に所ところ狭せましと並んでるんだ。何も知らない旅人が見たら、悲鳴をあげて逃にげ帰かえるだろう。

「ただでさえ、最近〈女神の浄火〉なんて全員処刑しちまえって声が多いってのに、こんなの吟ぎん遊ゆう詩し人じんにでも見られた日にゃ、教会の悪評が世界の果てまで轟とどろくぞ」

「よもや、カボチャの代わりに人を畑に埋めるとは。俗ぞく悪あくさを超越した禍まが々まがしさ──我わが輩はい、これをやった裁定官には魔女の才能すら感じる。教会とはそもそも、〝こういう魔女〟を狩かる組織だったはずだが……」

　神父の両目は眼帯に覆おおわれ、この光景はその目に映っていない。それでもこの臭いと俺達の言葉から、どんな惨さん状じようが広がっているかは想像できるはずだ。

　神父は答えず、表情も動かさない。

　ふと、その神父が村の方に顔を向けた。

　たっぷりと水を張った重たげな木き桶おけを持って、川の方からよたよたと近づいてくる人ひと影かげに気付いたからだろう。

　ひどく瘦やせた、若い女だった。

　女は俺おれ達の目と鼻の先まで近づいて、ようやく他人の存在に気付いて笑顔を向ける。

「あら、お客さん？　気付かなかったわぁ、ごめんなさいね。水を運ぶのに夢中になっちゃって」

　常識的に考えりゃ普ふ通つうの挨あい拶さつだが、状じよう況きようを考えるとあまりに異常だった。

　この状況で、笑顔で挨拶なんぞできるのはどう考えても──。

「あの、待ってね。まずお水をあげないと。今日もすごく暑いから、ね」

　言って、女は桶おけの水を半分ほど畑に──畑に埋うめられた人間の頭にぶちまけた。それから残った水を柄ひ杓しやくですくい、死体の口に流し込む。

「お前……何して……」

「水やりですよぉ、見ての通り。お水がないと、死んじゃうから」

　あはは、と女は笑った。

　そのうつろな目は充じゆう血けつしていて、瞼まぶたは腫はれ、頰ほおには涙なみだを流した跡あとがある。

　全身泥どろだらけで、死し臭しゆうが染しみつき、手は潰つぶれた血豆で真っ赤だった。重い水桶を持って、一日に何度も川と畑を往復していたんだろう。

「お水をね、あげるのはいいって言われたんです。作物には水をやらなくちゃって、裁定官様が。それであたし、こうして水をね、あげてるんです。本当はみんなにあげたいんですけど、あたし一人じゃ無理だから、夫にだけなんですけどね」

　そう言って女がそっと髪かみを撫なでた死体は、周りの死体と比べて状態がよかった。まるで、さっきまで生きていたようにさえ見える。

　それで、気付いた。

　畑に死体を埋めたんじゃない。

　生きたまま畑に埋めて殺したんだ、と。

　そして女は夫の死が受け入れられず、正気を失って死体のために水を運び続けている。

「──なるほど、地じ獄ごくね」

　教会騎き士し団だんの言葉を思い返し、俺は無言で固まっている神父を見た。

「おい神父様よ。こりゃ教会の方針なのか？　それとも〝墓はか掘ほり人にん〟個人の趣味か？」

「魔ま女じよ討とう伐ばつのために行動しているかぎり、私に〝背はい徳とく〟を咎とがめ立だてする権利はありません。一人の魔女を見み逃のがせば、千人の民が犠ぎ牲せいになる。それを防ぐためならば、百人の犠牲を厭いとわないのが我々裁定官のやり方です」

「魔女討伐のため……俺には、〝人を殺すため〟に〝魔女討伐の大義名分〟を掲かかげてるようにしか見えねぇがな」

　俺は〝人間畑〟を見回した。

「それを判断するのはあなたの仕事ではありません。まさか血に飢うえた獣けものの傭よう兵へい風ふ情ぜいが、我々のやり方を批ひ判はんしよういうのではないでしょうね？」

　淡たん々たんと答えてはいるが、その声は苦々しげで、明らかにこの状じよう況きようを許容しているようには思えない。

「──神父様？」

　虚うつろな笑みを浮うかべていた女の目に、ふと光が戻もどった。

　その目が真っ直ぐに神父を見たかと思うと、止める間もなく木き桶おけを投げ捨て、神父の体に縋すがり付つく。

「どうか、どうかもうお許し下さい……！　魔ま女じよだなんて知らなかったんです！　収しゆう穫かくを手伝ってくれるって言うから、何も考えずにお願いしたんです！　隠かくし事ごとなんて何もしてません……！　もうみんな悔くい改あらためました！　ですからどうか！　どうか──！」

　助けて、と女は囁ささやいた。

　助けて、助けてと繰くり返かえしながら、地面に崩くずれ落おちてむせび泣く。

　地面は土と水と血でどろどろになっていた。女はそんな地面に、今にも頭を擦こすり付つけんばかりにしている。

「見てられねぇな……」

　俺おれが静かに目を逸そらすと、まったくだな、とゼロが同意する。

「とてもじゃないが、見ていられん。──下げ種すな演技はやめるのだ、サナレ」

「なっ──」

　なんだと、と俺が声を上げるのと同時に、神父に縋り付いていた女が急に泣くのをやめた。泣くどころか、すべての動きを止めてしまう。ぐらりと傾かたむいた女の体を、神父が慌あわてて抱だき留とめた。

「……冷たい」

　驚きよう愕がくを込めて、神父は静かに呟つぶやいた、

　神父に抱き留められた女の体には、もはや生気の一ひと欠片かけらも見いだせない。

　全身の筋肉が弛し緩かんしたその体は、一いつ瞬しゆん前まで動いて喋しやべっていた事が幻まぼろしに思えるほど、間ま違ちがいようもなく死体だった。

「──下種な演技だなんて、あんまりねえ。ご挨あい拶さつねぇ」

　くすくすと、葉は擦ずれのような笑い声がどこかから聞こえてきたのはその時だった。

　女からではない。

　畑に埋うめられたすべての死体が、くすくす、くすくすと笑い声を上げている。

　その中の一つが、白はく濁だくした目をぎょろりと動かしてゼロを見た。

「あたしはただ死し霊りよう術じゆつ師しとして、死んだ人間の意思を現世の人間に伝えただけよ？　さっきの言葉は、行動は、間違いなくその子が望んだ言葉よ、行動よ。もしその子が死ぬ前にあなた達が現れていたら、その子はまったく同じ事を言って、同じ行動をとったはず」

　かわいそうにねえ、とまた別の死体がニタリと唇くちびるを歪ゆがめる。

　さっきサナレが水をやっていた、若い男の死体だ。

「想像できる？　この男は自分で自分の墓穴を掘ほったの。愛しい妻を守るためにねえ。何があったか詳くわしく聞きたい？　聞きたいわよねえ？　だってこれから〝世界中に広まる逸いつ話わ〟だもの。教会の残ざん酷こくさを知らしめるために、〈不完全なる数字セストゥム〉が世界中に広めるお話だもの。〈女神の浄火デア・イグニス〉の悪評の中でも、これはとびきりの話だと思わない？」

「貴様……！」

　立ち上がりかけた神父を、ゼロが無言で制した。「反応するな」という意味だろう。サナレが人を怒おこらせて喜ぶ性質である事はすでに分かりきっている。

「墓を掘れ、と裁定官は言った」

　別の死体が、しゃがれた声でそう言った。

「魔ま女じよにくみした罰ばつとして、村人の半分の命を差し出さねばならないと」

　また、別の死体が口を開く。それに続いて、さらに別の、さらにさらに別の死体が、次々に教会の所業を訴うつたえた。

「そして残った半分が、死にゆく者達のための墓を掘らねばならないと。残された者達は、死にゆく者達の苦痛の声を聞き、その罪を悔くいねばならないと」

「埋められたのは皆みな、病人や年寄りだ。村にいる弱者達だ」

「男の妻は体が弱く、子供も産めない体だった。妻は生いき埋うめにされる人間として選出され、夫はそれに抵てい抗こうし、身代わりとなって自分から生き埋めを選んだ」

　そして、語り手は再び瘦やせ細ほそった女の死体に戻もどる。

　神父の腕うでの中で力なく体を起こし、サナレは土で汚よごれた指で神父の頰ほおを撫なでた。

　──まるで、玩具おもちやを次々と取とり替かえて遊ぶガキのようだった。

　サナレにとって人間の死体など道具に過ぎないんだろう。

　知ってはいたが、こうして目の前で死体を弄もてあそばれると苛いら立だちが抑おさえられない。

　嫌けん悪おと、憎悪と、不快感──そんな重苦しい空気の中で、サナレだけが楽しげに、それでいて大おお仰ぎように悲ひ哀あいに満ちて、歌うように悲劇を語り上げる。

「泣きながら男に縋すがる女、大だい丈じよう夫ぶだと笑う男、そんな二人を見て、裁定官は笑ったわ。そして〝水を与えてもいい〟と言ったのよ。男の妻にだけ、水を与える権利をくれてやるとね。女は病気の体で、男に必死に水を運んだわ。最初はほかの村人にもね。けれどすぐに体力が持たなくなった」

　俺は畑を見回した。

　埋まっている村人の数は百人近い。

　その全員に、体の弱い女一人で水を与え切れるわけがない。

「一日目の夜、懇こん願がんの声が響ひびいたわ。どうかここから出してくれ。二日目の夜、罵ば声せいと怒ど声せいが響いたわ。自分の夫さえ助かればいいのか、呪のろわれろ。三日目の夜、呻うめき声ごえだけが響いたわ。半分はもう死んでいた。四日目の夜。女はついに倒たおれたわ。男に水を運ぶ者はもういない。次の日男も息絶えた。五日目の夜が明けて、そしてあなた達がやってきた」

　きっと教会騎き士し団だんの連中は、畑に埋うめられた奴やつらが救いを求めて叫さけぶ姿を見たんだろう。だが〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官のする事に、教会騎士団は手出しができない。

「勘かん違ちがいしないでねぇ？　これはすべて裁定官が自分の意思でやった事よ。魔ま女じよを捕とらえる大義名分を振ふりかざして、世界中で裁定官がやってる事よ。ねえ神父様、ちょっと教えてほしいのだけど、飢うえた村を救った魔女と、その魔女を殺すために村人を苦しめて殺した裁定官と、一体どっちが害悪かしら？」

　神父が奥おく歯ばをかみ締しめる音が鈍にぶく響ひびいた。

　魔女は存在そのものが害悪だと吐はき捨すてるかと思ったが、意外にもサナレの言葉が〝効いて〟いるらしい。

「ねえ、分かったでしょう？　世界の秩ちつ序じよを守る教会が歪ゆがんでいるのよ。誰だれかがそれを正してあげなきゃいけないの。けど誰が教会に対抗できるかしら？　あたし達魔女以外にいないと思わない？」

「──つまらない口上はそれで仕し舞まいか？　我わが輩はい、少しばかり飽あきてきた」

　ゼロの冷ややかな言葉に、サナレのお喋しやべがピタリと止まった。

「千の民を守るため、百の民を犠ぎ牲せいにしてでも魔女を狩る──これは極めて合理的な、五百年前から続く教会の理念だ。今更それを〝残ざん酷こく〟などと、まるでものを知らぬ餓が鬼きではないか。古き魔女なら決してそのような事を言いはすまい」

「……なぁに、ゼロ。あなた、教会の肩かたを持つの？」

「馬鹿げた質問だな。我輩は我輩の肩しか持たない。そして我輩を敵に回した者は、教会だろうと魔女だろうと容よう赦しやはしない。──覚かく悟ごする事だな、魔女とも呼べぬ〝にわか魔ま法ほう使つかい〟よ。貴様がどのような理想を掲かかげ、何を願おうと、それは決して成じよう就じゆしない。ひとつ、予言をくれてやろう。人の身を捨てた貴様の死は、人の身では味わえぬ苦痛に満ちたものになるとな」

　怖おぞ気けを震ふるう美び貌ぼうに、血が凍こおるような無表情。

　声を荒あららげたわけでもないのに、全身から放たれる息の詰つまるような威い圧あつ感かん。

　それを、サナレは一笑に付した。

　それと同時に、畑に埋められたすべての死体が一いつ斉せいに、くすくす、ゲラゲラと耳みみ障ざわりな笑い声を上げる。

　完全に日が傾かたむき、夕日が世界を赤く照らし出していた。

　黒い畑が赤く燃え、そんな中でゲタゲタと笑う死体の群れは、地じ獄ごくの火に焼かれる亡者に見える。

「〝企む〟なんて、おこがましいわ。これは時代の流れよ、ゼロ。戦争の火種はもう世界中でくすぶってるわ。ウェニアス王国で起こった魔女の反乱、魔法国家の誕生、その国の平和と魔法の利便性は、教会がどんなに押おさえ込こんでも国外に噂うわさが流れてくるほどよ。その火種を、あたしはちょっと煽あおるだけ。近々それは戦争の大火になる──どこかの酒場でこんな声を聞いたわ。〝魔ま女じよって本当に悪い奴やつなのか？〟って」

　教会が魔女を狩かり、魔女は劇的に数を減らし、人は魔女の恐きよう怖ふを肌はだ身みに感じる事が少なくなった。

　それでも教会は魔女を狩る。魔女狩りの大義名分をかざして民を殺す。

　そりゃあ、教会の教えに疑問を抱いだく奴が増えても不思議はない。

「それに対して、教会の恐きよう怖ふはとっても身近で現実的よ。そう……例えば〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官。みんな彼らを恐おそれているわ。そうそう、神父様」

　神父が抱かかえていた死体が、再びぎこちなく動き出す。

　その笑顔に、神父は軽く身を引いた。それでも女の死体を放り出さないあたり、根は心底真面目に聖職者なんだろう。

「あなたが黒こく竜りゆう島とうでアルゲントゥムを──あの無力で穏おだやかな魔ま術じゆつ師しを殺してくれたおかげで、お姫様はあたしのお人形になってくれたのよ？　誤解があるようだから解いておかなくっちゃって思ってたの。お姫さまは自分の意思であたしに体を貸すと決めたのよ。アルゲントゥムの敵を殺し、教会を滅ほろぼすためにねえ」

　内心で罵ののしり声ごえを上げて、俺おれは静かに眉み間けんを押さえた。

　どうりで、サナレが王女の体を離はなれて、死体になんぞ乗り移っていられるわけだ。

　まったく、これは皮肉と言わずになんと言う。

　魔女を狩る〈女神の浄火〉の行動が──ひいては教会による魔女狩りそのものが、逆に〈不完全なる数字セストゥム〉の戦力を増強させる図式がいつの間にかできあがってる。

　そして一度できてしまった図式は、並なみ大たい抵ていの事じゃ壊こわせない。

「このまま世界中で〝にわか魔ま法ほう使つかい〟が人を救ったらどうなるかしら？　便利な魔法を使ったら？　その魔女を教会が狩るために、罪なき民を苦しめたらどうなるかしら？　民の心はどっちにつくかしら？　その民が魔法を使えるとなったら何が起こるかしら？　──それで戦争が始まったら、一体どっちが勝つかしら！　ねぇ、ゼロ。どう思う？」




　──世界が変わると思わない？




　その言葉を最後に、すべての死体は動きも、喋しやべりもしなくなった。

　気が付けば日はすっかり落ちて、辺りは暗くなっている。

　ゼロのため息がひとつ、それが〝終わり〟の合図だった。

「言いたい放題言いって消えがやって……ほんとろくでもねぇな、あの死にぞこない」

　俺おれが吐はき捨すてると同時に、神父が女の死体を抱かかえて立ち上がり、無言で村に向かって歩き出した。俺おれは深く息を吐つき、ゼロを連れてその後をついていく。

　橋を渡わたるとささやかな広場があり、広場を中心に安っぽい木造の家が連なっている。

　住民の半分を失った村は閑かん散さんとしていて、家々の窓から俺達の様子をうかがう目は恐きよう怖ふと猜さい疑ぎ心しんに満ちていた。

　──と、神父が息を大きく吸い込んだ。

「聞け！　魔ま女じよに穢けがされし村の民達よ！　私はルートラ大聖堂の主教様より派は遣けんされた〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官である！　自己犠ぎ牲せいによる多くの民の尊い死によって、この村は許された。もはやこの村に何の咎とがもありはしない！」

　村人達にざわめきが広がった。

　神父は続ける。

「よって手始めに、魔女狩りで命を落とした殉じゆん教きよう者しや達を、女神に定められた儀ぎ式しきにのっとり、神の国に送るものとする！」

「お、おい！　いいのかよ勝手にそんな事して……！」

「問題など、何も。〈女神の浄火〉には、お互たがいの行動を制限するような規定はありません。〝背はい徳とく〟が贖しよく罪ざいを言いい渡わたし、私がそれを許した。それだけの話です」

　しばらく、神父は待つような沈ちん黙もくを挟はさんだ。

　一人、また一人と村人達が家から出てきて、おずおずと神父の前に集まり始める。

「……本当に？　本当に、掘ほり返かえしてやっていいんですか……？　墓に埋うめてやっていいんですか……？」

　聞いたのは、村人の一人だ。

　誰だれもがひどく疲つかれた顔をして、青ざめ、震ふるえている。

　埋められ、殺された村人は百人──小さな村ならほとんどは知り合いで、ほとんどは親類縁えん者じやだ。その怨えん嗟さの声を聴きき続つづけた生存組も、まともな精神じゃいられない。

「前にきた裁定官様は、決して掘り返すなって……村を出る事も許さないって……もしその禁を破ったら、その罪を被かぶって残った奴やつらが全員死ぬ事になるって……」

「なあ、神父様。畑の奴らを掘り返したら、禁を破ったって責められたりしねぇのか？」

「いいえ。神に誓ちかって」

　神父は強く言った。

　怯おびえていた村人達の顔に、少しだけ安あん堵どめいた色が浮うかぶ。

「我が裁定に異を唱え、この村を未だ穢けがれていると叫さけぶ者あれば、教会騎き士し団だんがあなたがたの盾たてとなるでしょう。主教様に使者を飛ばせばすぐにでも、教会騎士団が駆かけつけます」

　そこで、神父は明確に肩かたの力を抜ぬいた。

　穏おだやかな笑みを口元に浮かべて、それでいて悲しげに腕うでの中の女に顔を向ける。

「手始めに、この女性の埋まい葬そうを。──墓地に案内していただけますか？　見ての通り、私は目が不自由ですので」
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　村人達と力を合わせてすべての死体を掘ほり起おこし、墓地に移動させる作業は、朝までかかる勢いだった。

　そもそも最初、村人連中は埋まい葬そう作業に手を出すのを躊ちゆう躇ちよしていた。俺おれと神父が実際に死体を掘り返し、せっせと埋葬を始めてからぽつぽつと手伝うようになったという始末だ。

　なんで俺がこんな目に、と思いはするが、一番体力がある俺が手伝わないというのも居心地が悪い。

　まあ、街道を守っていた教会騎き士し団だんに神父が手紙を書いて、村人に届けさせたから、明朝には働き手が増えるだろう。そしたら俺達もお役御ご免めんだ。

　村人達は、自分達と一いつ緒しよになって働いてくれる盲目の神父に少しだけ気を許し始め、ぽつぽつと言葉を交わした。

　曰いわく、




「村の連中が倒たおれちまって、弱りきってたんだ。そしたらふらっと現れた奴やつらが助けてくれるってよ。五人か、六人かな……〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉って名乗ってさ、悪い冗じよう談だんだと思ったんだ。だから〝助けてくれるなら、悪あく魔まにだって頼たのんでやるわ〟って答えて」




「いい奴らだったよ。一緒に飯食ったりしてさ。──銀ぎん髪ぱつの魔ま女じよ？　ああ、〈ゼロの魔術師団〉の偉えらい人だろ。すげー美人なんだって、魔女の連中が話してた。誰だれも見た事はねぇけどよ、一度くらい会ってみたかったよなあ……」




「川の上流に、古い神しん殿でんがあるんだ。ずっと昔、水の神様を祀まつってたんだって。教会騎士団は、そこが魔女の根城だって言って、案内しろって。けど、神殿への行き方なんて誰も分かんねぇ。洞どう窟くつがあるんだけどよ、奥おくに進んでるつもりでも気が付くと外に出ちまう……そんで、俺達が魔女達を匿かくまってるって言われて」




　めぼしい情報だけ抜ぬき出だすとこんなもんだろう。

　五、六人からなる〈ゼロの魔術師団〉の存在。

　その長である〝ゼロ〟。

　新しい情報としては、そいつらが根城にしてるとかいう古い神殿の存在程度だ。

　残りのほとんどは教会への恨うらみ言ごとだったり、裁定官に殺された奴らの人ひと柄がらだったり、生い立ちだったりだが、神父は嫌いやな顔もせずに熱心に話を聞いていた。

　ゼロはそんな村人達の話を聞くともなく聞きながら、作業を手伝うでもなく、ぼんやりと墓地のはずれに立っている。

「これじゃ完全に教会が悪者だな──〈不完全なる数字セストゥム〉の目もく論ろ見み通りか」

　と、休きゆう憩けいがてらに声をかけてみると、

「そうでもない。苦痛を与えたのは教会だが、それを救ったのもまた教会の人間だ。そもそも教会という組織は、恐きよう怖ふによる支配と慈じ悲ひによる救済の二面性を併あわせ持もっている」

　ゼロの視線の先には、村人と一いつ緒しよにせっせと死体を埋まい葬そうする神父の後ろ姿がある。

「我わが輩はいはな、傭よう兵へい。教会を信じてはいないが、教会が悪だとも思っていないのだ」

「へーぇ？　魔ま女じよなのにか」

「〝魔女だから〟、だ。はるか昔、教会は〝魔ま術じゆつを悪用し混こん沌とんをもたらす者〟から民を守る存在だった。安あん寧ねいを好む魔女はそれに協力し、魔女狩りを手伝いさえしたほどだ。それが今の〝従順な魔女を生かして利用する〟という教会の方針に繫つながっているのだろう」

「〝協力〟から〝利用〟とは、関係性も随ずい分ぶんと歪ゆがんだもんだな」

「五百年は長い。歪んだものは多いだろう。しかし、それでもこの世界の秩ちつ序じよは教会が作り、広めたものだ。教会は持たざる民に学問を広め、狼おおかみや野盗を退しりぞける市し壁へきを築き、病人に薬を配り、飢うえた者に食事を与えた。個人主義と実力主義が徹てつ底ていしている魔女が戦争に勝利していれば、この世界は今より混こん沌とんに満ちていただろう」

　ゼロがここまで教会に肯こう定てい的てきな意見を持っているとは、正直言って意外だった。

　そんな俺おれの表情を読んだんだろう、ゼロは少し肩かたをすくめて「問題がないとは言っていないぞ」と付け加えた。

「教会は巨大になりすぎた。変化する時代の流れについて行けず、五百年前の秩序と正義を今もなお引きずっている。教会自体が変わらずとも、世界が変わればその隙すき間まに溝みぞができ、知らず知らずに組織は歪む。──そこを〈不完全なる数字セストゥム〉に付け込まれたのだ」

　五百年続く教会の支配と、支配に飽あきた民衆。

　そこに登場した、〝人の役に立つ〟魔女。

　ウェニアス王国で戦争が起こり、〝悪の魔女〟を〝正義の魔女〟が倒たおした結果、民衆のなかに新しい魔女への見方が広まった。

　ウェニアス王国には魔ま法ほうを覚えたがる人間が集まり、その恩おん恵けいにあずかりたい権力者も集まり、そしてそれが気に入らない連中からの反発も集中している。──と、ウェニアス王国の主席魔法使いたるアルバスからの手紙にも書いてあった。

　今は教会の方がはるかにでかい勢力だ。

　だがこのまま〈不完全なる数字〉の暗あん躍やくで教会の悪評が広まり、魔女の善行が知しれ渡わたれば、いつかその勢力図はひっくり返る。

「つっても、教会だってだてに五百年世界を支配してるわけじゃねえ。〈不完全なる数字れんちゅう〉の企みが、そう簡単に成功するとは思えねぇがな」

「だろうとも。魔ま女じよが力をつけすぎる前に、大だい規き模ぼな魔女狩りが行われるだろう。──そしてそれは、そのまま戦争へと繫つながる」

「お前が教会と衝しよう突とつしなくてもか？」

　二日前、クレドとリザのボロ屋に厄やつ介かいになった時、ゼロはそんな事を言っていた。ゼロが教会と一戦を交えれば、戦争が始まると。

「戦争へ至る道は一つではない。我わが輩はいが教会と一戦を交えれば、その時期が早まるというだけの話だ。〈不完全なる数字セストゥム〉を放置すれば──いや、その介入がなかったとしても、魔ま法ほうが広まるままに任せればいずれ戦争が起こる。黒こく竜りゆう島とうで星せい瞰かんの魔ま術じゆつ師し、アルゲントゥムが実験、観測したようにな」

「そうならねぇために、お前も穴ぐらから出てきたんだろ？　ま、未来の戦争より今の敵だ。神しん殿でんに隠かくれてるとかいう〈ゼロの魔術師団〉だが……」

　そもそも俺達がこの村にきたのは、魔法の気配を辿たどって〈ゼロの魔術師団〉の隠れ家を見つけるためだ。

　見つけた連中をゼロがどうするのかは知らねぇが、何よりも〝背はい徳とく〟の裁定官より先に【ゼロの書の写本】を手に入れなきゃならん。

　──その、はずだったんだが。

「魔女の気配は全部で五つ。村人の証言とも一いつ致ちする。──それがたった今、すべて消えた」

「……殺されたって事か？　お前の偽にせ物ものも？」

「ふむ、我わが輩はいの偽物……か」

　何かを考えるような呟つぶやきに、俺おれはじっとその横顔を見た。

　俺の視線に気付いたゼロが、「なんでもない」というように腕うでを振ふる。

「ただ、妙みような話だと思ってな。魔女の噂うわさはすべてこの村から始まっているが、この村にも〝ゼロ〟なる魔女を実際に見た者は一人としていなかった。すべてが伝聞──噂だけの存在。何かを思い出さないか？」

「十三番……？」

「そうだ。十三番はウェニアス王国で魔女達を操るために、〝あの方〟という概がい念ねんだけの存在を作り上げた。今の状じよう況きようは極めて似ている」

「じゃ、〝偽ゼロ〟なんてのは存在しないって事か？」

「断定するには情報が少なすぎる。神殿にいた可能性もあるしな。──なんにせよ、我輩は少々〈女神の浄火デア・イグニス〉を見くびっていたようだ。にわかといえど、魔法を操る複数人の魔女を、これほどやすやすと殲せん滅めつするとは」

「裁定官が回収したなら、写本は大聖堂行きだろう。──まさか大聖堂を襲しゆう撃げきして、写本を奪うばい返かえすなんて言わねぇよな。さすがに無茶だぞ」

「そうだな……さすがに無茶だ。何か、一計を案じる必要があるが……」

「俺おれとお前だけで、教会相手に何かできるとは思えねぇがな……」

　大聖堂は教会騎き士し団だんが常に警備についているし、【ゼロの書の写本】を奪おうとすれば、暫ざん定てい的てきに手を組んでいる神父だって当然敵に回るだろう。世界に戦争を吹っかける覚かく悟ごがなきゃ、そこに乗り込むのは悪手でしかない。

　しかし、とゼロはそっと形のいい顎あごを撫なでた。

「〝背はい徳とく〟が〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉を見つけ、写本を回収できたのは、サナレが情報を与えたからだ。あやつの目的が〝写本を教会にくれてやる事〟とは考えにくい。裁定官が無事に任務をはたしてしまっては、〈不完全なる数字セストゥム〉にはなんの利益もなくなってしまう」

「教会の権けん威いの失しつ墜つい──ね。たしかに教会が無事に任務完了しちまったら、事件を起こした意味もねえな」

「何かがあるはずだ。何か、意図が……」

　その時、馬のいななきと馬車の音が聞こえた。

　教会騎士団が到とう着ちやくしたらしい。

　手紙を届けた村人に案内されて、十人程度の教会騎士団がぞろぞろと墓場に集まってくる。俺達を街道で足止めした騎士が、真っ直ぐに神父へ歩み寄った。

「よもや、裁定官が罰ばつを与えた村に、別の裁定官が許しを与えるとはな」

「魔ま女じよを殲せん滅めつするためとはいえ、〝背はい徳とく〟の逸いつ脱だつした行こう為いについては、主教様も心を痛めていらっしゃいましたので」

　神父が言うと、騎士は明らかにほっとした表情を浮うかべた。

　教会に対する不信感が多少なりとも和らいだらしい。

「それにしても、随ずい分ぶん時間がかかりましたね。夜が明ける前には到とう着ちやくするかと思っていましたが……」

「こちらも少しゴタゴタしていたのだ。その〝背徳〟の裁定官だが──魔女の隠かくれ家がを突つき止とめたはいいが、そこに長がいなかったらしい。捕とらえた魔女を拷ごう問もんしたが情報は得られず、再び魔女狩りが始まった」

「なんですって……!?」

　神父が愕がく然ぜんと聞き返した。俺は顔を顰しかめてゼロを見る。

「魔女は全員死んだんじゃなかったのか？」

「気配はたしかに消え去った。神殿から移動した気配も感じられないから、一人だけ逃にげたとも考えにくいのだが──」

　ゼロは何かに気付いたように、はっと言葉を途と中ちゆうで切った。

「噂うわさだけの存在……すなわち〝捕らえられない敵〟……なるほど、そういう仕し掛かけか。あの女、陰いん湿しつさにかけては卓たく越えつしているようだな」

　口角をわずかに上げて、ゼロは苦々しげに笑った。

「教会騎き士しよ。一つ確認するが、逃にげ出だした〝ゼロ〟を目もく撃げきした者はいないのだな？」

「あ、ああ……〝いなかった〟という報告を受けている」

〝ゼロ〟を見た者はいない。神殿にもいなかった──それはゼロの言う、〝そもそも存在していなかった〟という仮定に結びつく。そしてどうやら、ゼロはそれを確信したらしい。

「──では騎士よ。君にいい事を教えよう」

　突とつ然ぜん、ゼロがフードを脱ぬいだ。

　俺おれが止める暇もなく、腰こしまで届く銀色の髪かみと魔ま性しようの美び貌ぼうが晒さらされ、それを見た騎士の表情がみるみる青ざめ、引きつっていく。

「我わが輩はいがそのゼロだ。このたび〝隠いん匿とく〟の裁定官により発見され、拘こう束そくされる運びとなった。この旨むねを教会に連れん絡らくし、即刻魔女狩りをやめさせろ」










【幕間　贈り物】










〝背はい徳とく〟を名乗る裁定官は、金で動く盗とう賊ぞく崩くずれや、傭よう兵へいの集団など、暴力だけが取とり柄えのような連中を大勢連れて歩いていた。彼女はそれを、侮ぶ蔑べつを込めて〝犬〟と呼ぶ。

〝犬〟にはいつも、様々な仕事が与えられていた。

〝背徳〟が乗る馬車の護衛から、荷物の運うん搬ぱん、雑用、情報収集──個人の資産を持たない事が〈女神の浄火デア・イグニス〉の習わしであるはずなのに、どういうわけか〝背徳〟は潤じゆん沢たくな資金をもって、それらの〝犬〟を飼かい慣ならしていた。

　魔ま女じよの隠かくれ家がを見つけ、殲せん滅めつした〝背徳〟は、怒いかりさえ込めて〝犬〟どもにこう命じた。




「情報を取ってこい。なんでもいいから、銀ぎん髪ぱつの魔女の情報を」







　情報を持ち帰った〝犬〟には、格別の褒ほう美びが与えられる。

〝犬〟どもは張り切って、教会の権けん威いを大いに振ふりかざして情報の収集に当たった。

　そのうち一人が、とある噂うわさを聞きつける。

　銀髪の女が泊とまっている宿を告発したら、神父に「連れだ」と言われて追い返されたと。

　これ以上の情報があるだろうか？　〝犬〟は喜び勇んで、ルートラの町外れにあるボロ屋を目指した。

　仲間を集めて家に押おし入いると、そこには不気味な化物がいた。

　巨大な白いネズミを見て、ぞっとしない人間などいはしない。

　怯おびえて逃にげようとするネズミに、手近な椅い子すを投げつけた。キィ、と鳴いて地面に倒たおれたネズミにとどめを刺さそうとすると、男が飛び出してきてネズミの上に覆おおい被かぶさる。

「よせ、娘に手を出すな！」

　男は叫さけんだ。それに続いて、部屋の奥おくから出てきた女が悲鳴を上げる。

「クレド、リーリ！　──なんだいあんた達は！　押し入る家を間ま違ちがえてんじゃないのかい？　狙ねらうんだったら、もっと金のある家にしとくれよ！」

「強盗じゃねえさ。こいつは教会の聖務だよ。二日前、お前ら魔ま女じよを家に泊めただろう。とんでもねぇやつだと思ったら、なるほど獣けもの堕おちの親ってわけか。堕だ落らくしてるのも納得だ」

「しかもネズミかよ……！　気持ちわりぃなあ。俺おれぁネズミが大だいっ嫌きらいなんだよ！」

〝犬〟の一人が吐はき捨すてて、ネズミを庇かばう男の脇わき腹ばらを蹴けり上あげた。お父さん、とネズミが甲かん高だかい悲鳴を上げる。男がどうあってもネズミを庇ったまま動かないと知ると、〝犬〟どもはよってたかって男を殴なぐり、唾つばを吐はいて罵ば倒とうした。

　棒で殴られた額が割れ、滴したたる血がネズミの白い毛皮を濡ぬらす。

「やめて！　お父さん、血、血が……死んじゃう……死んじゃうよぉ……！」

「うちの人になにすんのさ！　なんなんだいあんた達、いきなり入ってきて、これが教会の聖務だって？　銀ぎん髪ぱつの女の話だったら、あれは神父様の連れだよ！　魔ま女じよなんかじゃないって、その神父様が保証してくださったんだ！」

「それを判断するのは俺達の仕事じゃねぇんでな。申し開きは裁定官様にしてくれや」

　女は青ざめた。

〝墓はか掘ほり人にん〟と名高い裁定官のところに連れて行かれたら最後、何かを知っていようがいまいが関係なく、拷ごう問もん死しさせられる事は知しれ渡わたっている。

「おい、いつまで遊んでんだ！　こいつら縛しばって馬車に積み込め。ネズミは置いていけよ。裁定官様の目にそんなもん触ふれさせたら、俺達の方が殺される」

〝犬〟の一人が、ぐったりとなって動かなくなった男の髪かみを摑つかみ、引きずった。

「やだ！　お父さん！」

　両親を連れて行かせまいと、ネズミは父を連れ去ろうとする〝犬〟の腕うでにしがみつく。

　その、瞬しゆん間かん。

「っざっけんな──触さわるんじゃねえ！」

　握にぎり締しめた拳こぶしが、ネズミの横面を殴りつけた。小さな体は軽く吹き飛び、床を転がる。

「ん……ぎ……ぁぐ……ッ」

「リーリ！　あんたは隠かくれてなさい、あたし達は大だい丈じよう夫ぶだから……！」

「やだ！　やだ、やだ……！　連れてかないで！　お母さん、お父さん！」

　床を這はいずり、どうにか両親に縋すがり付つこうとするが、頭を殴られたせいか上手く立ち上がる事ができない。

　ボロ屋に小さなネズミを置いて、〝犬〟どもは夫婦を引きずって出て行った。

　一人残され、ネズミは──リーリは一人泣き続けた。獣けもの堕おちの目では涙なみだを流す事ができない。それでも体を震ふるわせて、ガリガリと床に爪つめを立てる。

「なんで、なんで……なんでぇえぇ……！」

　どうしていつも、自分ばかり。




　──自分ばかりが、助かってしまうのだ。




〝犬〟どもが押おし入いってきた時、リーリを無視すれば両親は逃にげられたかもしれない。

　なのにどうして、クレドはリーリを助けに入ったりしたのだ。血が繫つながっているわけでもないのに、ネズミの獣けもの堕おちなどを助けるために、どうして。

　どうせ、近々捨てるつもりだったのではなかったのか。もう十分に育てたからと、追い出すつもりだったのじゃなかったのか。

　誰だれも聞く事がない泣き声を上げ続け、リーリはようやく立ち上がった。

　ふらふらと両親の部屋に行き、あるものを見つける。

　リボンをかけた小さな小箱と、添そえられた手紙──。

　明日はリーリの誕生日だ。本当の誕生日は覚えていないが、リザと会った日を家族みんなでそう決めた。

　手紙を読んで、箱を開けて、リーリは呆ぼう然ぜんとなった。

「首くび飾かざり……」

　無事に育った祝いとして、両親から贈おくられる宝石だ。

　リーリには字が読めない。だから手紙に「愛する娘へ。遅おそくなったけど」と書いてある事も分からない。

　けれども、両親がこれを用意するのにどれだけ努力したかは想像がついた。

　食うに困るほど困こん窮きゆうしていた。

　仕事だって減っていた。

　そんな状じよう況きようで両親がこそこそと、リーリに隠かくれて相談事をしているから、ついに捨てられると覚かく悟ごしていたのだ。

　リーリは首飾りをそっと自分の首にかけた。

　両親の首元に揺ゆれている首飾りを見て、いつもその絆きずなを羨うらやんでいた。二人はお互たがいを大切に思っていて、自分はその障しよう害がいになっていると思っていた。

　もう、二度と疑うまい。

　あの二人が帰ってきたら、ずっと隠してきた秘密も伝えよう。




　そのためには──。




　リーリは歯を食いしばって顔を上げ、ボロ屋を飛び出した。







[image: 四章　傭兵の契約]
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　なんでこんな事に、と思う。

　もっと他に方法があったはずだ。少なくとも、教会騎き士し団だんに「自分がゼロだ」なんて明かす自殺行こう為いをする以外にも、何かいい方法があったに違ちがいない。

「教会に連行……？　それで写本が取とり戻もどせる保証があるわけでもないのに……？　どうすんだよ火ひ炙あぶりにされる流れになったら……っていうか絶対なるだろ……俺おれがそれを助けるのか？　教会騎士団のお膝ひざ元もとで……？　いや無理だろさすがに俺死ぬだろ……」

「傭よう兵へいよ……君は実際に死ぬまでその鬱うつ々うつとした独り言をやめない気か？　我わが輩はい、さすがに鬱うつ陶とうしい」

「てめぇはちゃんと自分の状じよう況きようを見てものを言えこの腐くされ魔ま女じよ！　自分が何やったか分かってんのか!?　教会の連中は魔女の血に飢うえた猛もう獣じゆうなんだぞ！」

「猛獣に猛獣扱あつかいされては、教会の慈じ悲ひも形無しだな」

　ハハハとまるで緊きん張ちよう感かんなく笑うゼロに、俺はがっくりと肩かたを落として頭を抱かかえた。

　ゼロが魔女として名乗りを上げ、教会騎士団が蒼そう白はくになり、あれよあれよと言う間にゼロの腕うでには鎖くさりがかけられた。

　言うまでもなく、村で魔ま法ほうを行使した〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉の長〝ゼロ〟として、だ。

　そして当然、教会が魔女に使う鎖が、普ふ通つうの鎖であるわけがない。

　両腕を拘こう束そくする枷かせには四つの青い宝石がはめ込まれ、鎖に至るまでびっしりと文字が書き込まれている。

　神父曰いわく、

「青い宝石は魔女の力を弱める瑠る璃りです。鎖には悪あく魔まへの侮ぶ蔑べつの言葉と、女神を讃える文言が。さらに悪魔が嫌きらうとされる香こうで焚たき染しめてあります。このこの鎖と枷で拘束している間は、魔女と悪魔の繫つながりを断つ事ができる」

　という事らしい。

「宝石に、言葉に、香ねえ……そんなもんで簡単に封ふうじられるものなのかよ」

　鎖を腕にかけられて不快そうにしているゼロに問うと、意外にも返ってきたのは肯こう定ていだった。

「魔術や魔法とて、用いるのは記号や文字、言葉や香や、悪魔に対応した贄にえだぞ、傭兵。それらを阻そ害がいする要素をぶつけられると、魔術や魔法は行使できなくなる。──できたとしても、術者の命を脅おびやかす致ち命めい的てきな暴走を引き起こす可能性が高い。古いにしえの魔女達と命をかけて渡わたり合あった教会の技術は本物だ」

「というか、魔術を封じる方法がなかったら、五百年前の戦争で教会が勝てるわけがありませんし、魔女を悠ゆう長ちように火炙りになんかしていられませんよ……」

　と呆あきれたように神父に言われれば、そりゃあそうかと言わざるをえない。

　民衆に晒さらして公開処刑にするって事は、歯向かう力を完全に奪うばったという力の誇こ示じの意味も含ふくまれている。何人もの魔ま女じよをわざわざ生いけ捕どりにして、民衆の前で焼く事に情熱を燃やしてきた教会が、魔女を無力化する力を持っていないわけがない。

　つまり、最悪だ。

　俺おれは今まで頭のどこかで「最終的にゼロが魔ま法ほうでどうにかするだろう」と思っている部分があったが、その魔法が封ふうじられてちゃどうにもならない。

　ゼロは望み通りルートラ大聖堂へ連行される運びとなって上じよう機き嫌げんだが、俺の胃はキリキリと痛み、暑さとは無関係な汗あせが噴ふき出だしていた。

「いざとなったら……見捨てるしか……ねぇのか……」

　内心の不安が、そんな言葉となって口からこぼれる。

　するとゼロはクククと笑い、

「君は我わが輩はいを見捨てないさ。決してな」

　と呪のろいのような予言を吐はいた。こいつは相変わらず、俺が善人だと思ってやがる。

　ルートラまでの移動は徒歩だ。

　教会騎き士し団だんが馬車を引く馬を一頭連れていたが、ルートラに魔女捕ほ縛ばくの情報を伝える早馬を飛ばすために使われた。

　教会騎士団の半分は村人達のために残し、残り半分が俺と神父と一いつ緒しよにゼロを護送する流れになった。

　ゼロの両りよう腕うでをがっちりと拘こう束そくする枷かせからは鉄製の鎖くさりが伸びていて、その一いつ端たんを俺の腕に繫つないで固定した。

　街道を通る時に神父が適当に口にした言葉から、教会騎士団は俺を〝神父の下げ僕ぼく〟だと思い込んでいるらしく、どこからも文句は出なかった。

　隊列は俺と神父とゼロを挟はさんで、教会騎士団が前方と後方に二人ずつ。距きよ離りは〝怒ど鳴なってお互たがいの声が届く程度〟だ。

　なので、俺はあくまで穏おだやかな声で腐くされ魔女と殺人神父に状じよう況きよう説明を願い出る事にした。一連の流れの間で、ゼロと神父の間にはなんらかの共通認識が生まれたらしいが、明らかに俺だけ蚊か帳やの外だ。

「一体どういう作戦なのか、そろそろ俺にも説明していただきたいんだがな。まさか〝偽にせゼロ〟の代わりにこいつを処刑して、みんな納得めでたしめでたし、なんてクソみたいな話じゃねぇだろうな」

「自分が馬鹿だという自覚があるなら黙だまっていなさい。自覚がないなら死になさい」

「説明する気あるのか？　ねぇのか？　ねぇならこのまま魔女連れて逃にげるぞ俺は」

「よせ傭よう兵へい。これは我輩が始めた事だ」

　咎とがめるように軽く耳を引っ張られ、俺おれはゼロを睨にらみつけた。ゼロは優しく微ほほ笑えんで、しかし直後に真しん剣けんな顔になる。

「教会の追う〝ゼロ〟が、サナレの作り出した幻げん影えい──すなわち存在しない魔ま女じよである可能性については話したな」

「ああ聞いた。で、それが確実っぽい事も分かってる。〝ゼロ〟がサナレの流した噂うわさだけの存在だってんなら、事件は解決してるじゃねえか。今すぐこいつらぶち殺して、写本を奪うばい返かえす算段でも立てようぜ」

　俺がそう提案すると、神父が杖つえで俺の後頭部を殴なぐりつけた。

「いてぇじゃねえか！　殺す気かてめぇ！」

「馬鹿の自覚がなさそうだったので」

「このッ……じゃあてめぇは全部分かっていらっしゃるわけか？　あ？」

　俺が凄すごむと、神父は当たり前だろうと言わんばかりに肩かたをすくめる。

「馬鹿にも分かるように言えば、こういう事です。〝ゼロ〟が噂だけの存在なら、教会はそれを倒す事ができない」

　俺は目を瞬またたいた。

　そりゃあ、実在しないなら倒たおせないのは当たり前だ。だが、実在しないのに倒す必要もないだろう。

　そんな俺の疑問を汲くんで、ゼロが補ほ足そくする。

「〝ゼロ〟が実在しなくとも、その噂がこれだけ広まってしまった以上、教会としてはなんらかの対策をとらないわけにはいかないだろう？　今更教会が〝ゼロなる魔女の存在はまやかしにすぎない〟と発表したって、民は〝逃にげられたからそんな事を言ってるんだ〟と考える。そうすると、どうなる？」

「どうって……そりゃ魔女狩がりを続けるしか……」

「そうだ。存在しない魔女を追って、魔女狩りが続く事になる。〝それらしい魔女〟を捕とらえるまでな。サナレの目もく論ろ見み通りだ。我わが輩はいが教会とぶつかろうと、ぶつかるまいと、最終的に教会は魔女狩りを激化させざるをえない。そうだな？　神父」

「ええ……総力をあげて〝ゼロ〟を見つけ出すでしょう。そしてその狙ねらいは、最終的にあなたに定められる」

　ようやく、ゼロと神父の理解に俺の頭が追いついてくる。

「つまり、何か？　これはお前に対する壮そう大だいな嫌いやがらせか何かなのか？」

　ゼロは不ふ愉ゆ快かいそうに息を吐つく。

「実益を兼かねた嫌がらせだな。村人を救った〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉の魔女を教会が処刑し、その長たる〝ゼロ〟を取り逃がし、それを見つけるためにまた罪なき民を苦しめる──そういう状じよう況きようを〈不完全なる数字〉は作り出そうとしているのだ」

「そうすりゃ、教会に嫌いや気けのさした連中が魔ま女じよに肩かた入いれするって？　よくもまあそんなまどろっこしい計画を考えつくもんだな」

　しかし、アクディオスで〝一から聖女を作り上げた〟サナレらしいとも言える。

「けどよ、だからって〝ゼロ〟として名乗り出るってのはやりすぎじゃねえのか？　魔女狩がりが終わっても、お前の人生まで終わっちまったら意味ねぇだろう」

「我わが輩はいとて、素直に処刑される気はない。それなりの交こう渉しようはするつもりだ。サナレとて、我輩が教会に名乗り出る事は想定外だろう。奴やつへの嫌いやがらせができるなら、少しばかり危険を冒す価値もある」

　ケケケと、ゼロはいかにも魔女らしく笑った。

　処刑の危険は〝少しばかり〟とは言わないと思うんだが……未だに魔女の考え方にはついていけない。

「一応、早馬に託たくした手紙で状じよう況きようは伝えておきました。しかし、所しよ詮せんあなたは魔女でしかない。今回の一件に関係がなくとも、混乱を回かい避ひするために身代わりとして焼かれる可能性は十分に考えられます。言っておきますが、処刑が決まったら私は助けませんからね」

「気にするな。我輩、そもそも君の助けなどあてにしていない」

「俺おれはおおいにあてにしてるぞ、神父。俺は心底お前をあてにしてるからな」

　仮にゼロが処刑される運びになったら、それを助けるために必死になるのは俺だ。

　ゼロを見殺しにしたら、俺は一人でサナレを追わなきゃならなくなる。なにより、ゼロの実兄たる十三番が黙だまっていないだろう。

「どうなるにせよ、今夜には教会に知らせが届くでしょう。そうすれば魔女狩りも終わるはずです。あとは〝背はい徳とく〟が無事に写本を回収していれば問題ないのですが……」

　神父は表情を陰かげらせた。

「お前〝背徳〟とかいう奴やつについて話す時、いつもそんな顔するな。生いき埋うめ事件を見りゃまともな奴じゃないってのは分かるが、因いん縁ねんでもあるのか？」

「因縁と言うほどじゃありませんが……前に話した、裁定官の選出方法を？」

「死刑囚の命を助ける代わりに、仕事させるって話か？」

　サナレの計画に見事にはまり、神父もろとも聖都アクディオスを追われ、ロータス砦とりでに避ひ難なんした時の話だ。

　殺気混じりの雑談で、そんな話を少しした。

「覚えちゃいるが……噓うそなんじゃなかったのか？」

　神父は笑った。──まあ、俺もまるっきり噓だとは思っていない。

「裁定官にもいろいろいますが……〝背徳〟が裁定官に選ばれた理由はそれです。罪状は大量殺人──若く美しい女性ばかりを二十人も生き埋めにして、彼女達の生前の姿を模もした石像で墓標を作った。彼女は元々貴族の令れい嬢じようで、土地と財力を持っていたからこそできた狂きよう気きの沙さ汰たです」

「生いき埋うめはその頃ころからの趣味という事か」

　ゼロがさすがに呆あきれた声を出した。

「趣味というより、病気に近い。彼女は美しい女性を見ると、埋めなければならないという使命感に駆かられ、抑おさえがきかなくなるんです」

「どういう病気だよ、そりゃ……」

「──執しゆう着ちやくだ」

　ゼロの言葉に、俺と神父は同時に顔を上げる。

　俺おれは首を傾かしげ、神父は頷うなずいた。

「そう……執着です。彼女にとって〝墓〟とは、〝永遠〟の象しよう徴ちようであり、安らかな楽園でもある。美しい女性を生きたまま墓に埋めるという事は、その美しさを永遠に保存するという事なんです」

「ダメだ。俺には理解できそうにねぇ」

　完全にお手上げた。

　するとゼロは小さく笑って、「君はやはり善良だ」と、また馬鹿にしてるのか褒ほめてるのかよく分からない事を言う。

「しかし、彼女がいくら有力な貴族だろうと、さすがに二十人──帰らない女性が増えすぎた。美しい女を狩る魔ま女じよだと噂うわさが立って、私が派は遣けんされました」

「はぁ!?」

「私は彼女が魔女ではなく、ただの殺さつ人じん鬼きであるという裁定を下した。彼女は死罪となり、最終的に裁定官として選出された。彼女は喜んでいました。魔女には美しい女性が多いですから、それらを合法的に狩かれる事を。相手が魔女でなくとも、魔女を探すためと言えば美しい女性がいくらでも手に入る、と」

「めちゃめちゃ質たち悪いじゃねえか！　殺しとけよその場で！　魔女として！」

「──そう、すべきだったのかもしれませんね」

　珍めずらしく嫌いや味みも反論もなかった事に、俺のほうがぎょっとする。

　素直に認められると逆に責めにくいじゃねえか……。

「ですが、彼女は魔女ではなかった。私に進んで墓を見せ、〝美しいだろう〟と聞いたんです。それは確かに美しく、土の下に眠ねむる人々への愛情に満ちていました」

「まともな愛情とは思えねぇがな……」

「彼女を構成する要素に、〝まとも〟と呼べる部分がどれだけあるか……容姿も、性格も、行動理念もすべてが常人とは少しずつズレている。その〝背はい徳とく〟が、ゼロを欲しがっていました。主教様に許可も頂いていると。私がゼロを捕とらえたと聞いて、何かしでかさなければいいのですが……」

「ま、可能性の話だったらなんでもアリだが、実際に起こってみんと対処もできん。教会に早馬が着くのが今夜だろ？　そっから〝背はい徳とく〟に情報が行くまで、またしばらくかかるんだ。ルートラ大聖堂に着いちまえば手出しはできねぇだろうし、考えるならそっからでもいいだろうよ」

　少なくとも、教会騎き士し団だんとともにルートラ大聖堂を目指しながら考える事じゃねえだろう。




　──などという考えは、結論から言えば大甘過ぎたわけだが……。

　街道で一夜を過ごし、翌日の朝、俺おれ達はささやかな大敗を喫きつする事になる。
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　嫌いやな空気を感じて、俺は足を止めた。

　荒あれ地ち続きのルートラの街道には、身を隠かくす木が存在しない。──そんな空間に、不自然に配置された幌ほろ馬ば車しやが四台。そのうち一台は、荷台を俺達の方に向けた状態で、街道を塞ふさぐ形で停められている。

「盗とう賊ぞくか……？」

「教会騎士団のお膝ひざ元もとで、その騎士を襲おそう盗賊がいるか……？」

　ゼロの呟つぶやきに俺が答えると、後方を歩いていた騎士が追いついてきた。

　何があったと聞かれても、前方を指差す事しかできない。

　そうこうしているうちに、先行していた騎士が、道を塞いでいる馬車に辿たどり着ついた。

　我々は教会騎士団である。魔女の護送中だ、道を空けよ──と怒ど鳴なる声が、何もない荒地に響ひびく。

　しかし馬車から反応はなく、二人は幌馬車を覗のぞき込こむ。

「──全員伏せなさい！」

　神父が叫さけんだ。

　俺は咄とつ嗟さにゼロを庇かばって地面に這はいつくばり、ついでに教会騎士を地面に引ひきずり倒たおして伏せさせた。

　と同時に鼓こ膜まくが破れるような炸さく裂れつ音おんが連続して響き、馬車を覗き込んでいた騎士達が悲鳴を上げる間もなくボロ切れのようになって崩くずれ落おちる。

　その間にも、俺達の頭上を無数の〝何か〟が暴風のように突つき抜ぬけていくのが分かる。

「なんだなんだなんだ！　何があったどうなってる！」

　辺りにもうもうと土つち煙けむりが立ち込め、轟ごう音おんにいくらか遅おくれて火薬の臭においが漂ただよってきた。

　鼓こ膜まくが破れそうな音が収まると、「全員出ろ！　取り囲め！」という鋭するどい命令が辺りに響ひびき渡わたった。

　男にしては高い、だが女にしては低い、中性的な声だった。それに続いていかにも盗とう賊ぞく然ぜんとした雄お叫たけびが四方から上がり、土つち煙けむりの向こうから無数の足音が俺おれ達に迫せまる。

「クソッ……なんだったんだ今のは！　最近の盗賊は魔ま法ほうでも使うのか!?」

「我わが輩はい、こんな魔法は知らないぞ」

「魔法でも盗賊でもありません……！」

　神父が歯ぎしりとともに言った。

「あれは教会の〝殲せん滅めつ神しん機き〟……それを現在所有しているのは〝背はい徳とく〟の裁定官──！」

「いかにも、私だ」

　土つち埃ぼこりが晴れると、手に手に武ぶ器きを持って俺達を取り囲む数十人の荒あらくれ者ものの姿が見えた。

　眩まぶしすぎる太陽の光に目を細めると、声と同様またどっちつかずの、無機質な美形が目に入った。

　その背中に、墓はか掘ほり人にんが使うような長大な大だい円えん匙ぴ。

〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官は、武器として作られたものを武器としない。

　とはいえ、まさか円匙を武器に選ぶとはな……生いき埋うめ趣味を考えると、むしろピッタリと言ったところか。

「鎌かまの次は円匙かよ……」

　思わず、そんなどうでもいい感想が口をつく。その声に反応して、〝背徳〟が俺を見た。

[image: ]

　そうして、子供のようにその表情を華はなやがせる。

「はは、なんて間ま抜ぬけな面だ。その顔でよくおめおめと生いき恥はじを晒さらせるものだな」

　無む邪じや気きな笑顔で嘲ちよう笑しようされ、俺おれは口元を引きつらせた。

　慣れてはいるが、別に気分がいいわけじゃないし、どちらかって言うとムカつく。

「あんのなぁ……！　てめぇ自分が何やってんのか分かってんのか！　こちとらルートラ大聖堂に魔ま女じよを──」

　刃は物ものが風を切る音が聞こえて、立ち上がりかけた俺は咄とつ嗟さに体を捻ひねった。頰ほおすれすれを何かが掠かすめ、乾かわいた地面に深々と突つき刺ささる。

　ナイフかと思ったが、よくよく見ればこれも土を掘ほるのに使う円えん匙ぴだった。ただし、担いでいる大円匙に比べれははるかに小さく、庭いじりに使うような奴やつだ。ナイフみたいに鋭するどく研いであるが、形状からして間ま違ちがいない。

「躾しつけがなっていないな、〝隠いん匿とく〟。これはお前の奴ど隷れいだろう？　汚けがらわしいケダモノの分際で、神父に向かって口を開くとは図々しい。空気が穢けがれるだろう。同じ空間にいる時は、呼吸をするなと命じておけ」

　うわぁ……徹てつ底ていしてんなぁ……。

　神父といい、こいつといい、裁定官って連中は獣けもの堕おちを見たら言葉の限りを尽くして侮ぶ辱じよくしなきゃならん事にでもなってるのか？

　俺は奴隷じゃなくて傭よう兵へいだ、とか。

　そんなに長時間呼吸を止めたらさすがに死ぬわ、とか。

　言いたい事は色々あったが、言っていい状じよう況きようと悪い状況の区別くらいはつけられる。

　そして俺の代わりに、教会騎き士しが立ち上がって〝背はい徳とく〟に怒ど号ごうを叩たたきつけた。

「どういうつもりだ〝墓はか堀ほり人にん〟！　教会騎き士し団だんの紋もん章しようが見えなかったのか？　いくら裁定官といえど、我々教会騎士団を襲しゆう撃げきするなど、明確な反逆行こう為いだ！」

「反逆……？　それはこちらの台詞だ教会騎士団。この私が銀ぎん髪ぱつの魔女を探しているという事を知っていながら、〝隠匿〟はそれを隠かくした。そればかりか、魔女と一夜をともにしたと言う。とぼけても無む駄だだぞ、ちゃんと証言は取ってある」

〝証言〟という言葉に、神父が反応して顔を顰しかめた。

「では、まだ教会から連れん絡らくを受けていないのですね？　どうりで行動が速すぎると……」

「声が小さいぞ、〝隠匿〟。申し開きならもっと大きな声で、泣なき叫さけびながら、命乞いを交えてするがいい」

「どこの誰だれが何を勘かん違ちがいして密告したのか知りませんが、言いがかりも甚はなはだしい。あなたが言っている魔女というのはコレの事でしょう？」

　神父は立ち上がって服の砂を払はらうと、ゼロのフードに手をかけ、脱ぬがせた。

　長い銀色の髪かみが零こぼれ落おちて、強すぎる太陽の光に反射して眩まぶしく光る。

　一いつ瞬しゆん、時が止まったように感じたのは、〝背はい徳とく〟が息を止めたからかもしれない。

　あ、と。吐と息いきのような声が〝背徳〟の唇くちびるから溢あふれる。無理もない、覚かく悟ごもなくゼロの美び貌ぼうを直視したら誰だれだってこうなる。

　しばらく経って、ようやく〝背徳〟はゼロを指さした。

「それは……なんだ？　その女は……それが、例の魔ま女じよだというのか……？」

「色々と事情が立て込んでいますが……そうだと答えておきましょう。見ての通り鎖くさりで拘こう束そくし、主教様の元にお連れする最中です。教会には早馬を飛ばし、今朝にも魔女狩がり終結が布達されたはず。だというのにあなたは──」

「しかし……その美しさは……まさに、魔ま性しようの……」

　神父の声などまるで聞こえていないような態度で、〝背徳〟は食い入るようにゼロを見た。そんな〝背徳〟を、ゼロは血の凍こおるような冷やかさで見つめ返す。

　は、と浅く息を吐き、〝背徳〟は硬かたく引きつった笑みを浮うかべた。大きく息を吸い込み、突とつ然ぜん狂くるったように笑い出す。

「そうか、そうか……〝隠匿〟が裏切ったのは、私の早とちりか！　まさか魔女狩りの終結が布達されているとは……教会からの通達がまだ私には届いていなくてな。いや、すまない事をしたな〝隠いん匿とく〟。誰よりも教会に忠実なお前を疑うとは、私があまりに短たん慮りよだった。わびと言ってはなんだが……」

　突とつ然ぜん、〝背徳〟は大だい円えん匙ぴを両手で握にぎり込こみ、肩かたに担ぐように振ふりかぶった。──その先には、無防備に立つ教会騎き士しの首がある。

「よせ！　やめ──ッ」

　金属が風を切る音が唸うなった。

　骨が砕くだけ、肉が断たれる嫌いやな音が辺りに響ひびき、騎士が荒あれ地ちに転がる。噴ふき出だした血が雨のように降りかかり、俺おれ達は呆ぼう然ぜんとなった。

「私の手で、真実〝裏切り者〟にしてやろう。そして私がこの手で裁いてやる」

〝背徳〟は笑顔を浮かべ、神父も硬い笑みで応じた。

「……私を殺し、教会に虚きよ偽ぎの報告をする……と？」

「教会としても、その方が都合がいいだろう？　魔女の討とう伐ばつも、写本の回収も、一人の裁定官が成功させた方が民からの受けもいい。裁定官の命などその程度のものだ。最終的に教会の思うとおりに事が進めば、お叱しかり一つで放ほう免めんだ」

　血の滴したたる大円匙を、〝背徳〟が肩に担いだ。それは剣けんの構えによく似ていて、一挙動で攻こう撃げきに入れる。神父は杖つえを握り込むが、それを鎌かまに変形させる暇いとまを〝背徳〟が与えてくれるとは思えなかった。

　神父には糸もあるが、手の内が知られている相手には仕し掛かけにくいだろう。

　ピリピリとした緊きん張ちよう感かんで、太陽に熱せられた空気が冷えるようだった。俺は周囲を取り囲む盗とう賊ぞく崩くずれどもをぐるりと見回し、どう動くのが最善か必死に頭を働かせる。

　遮しや蔽へい物ぶつのない平原で、馬車を所持する集団から逃にげ切きれるか否か──。はっきり言って、かなり分が悪い。

　何より、馬車に積んである〝殲せん滅めつ神しん機き〟とかいう武ぶ器きだ。どんな武器だか想像もつかないが、少なくとも弓と同じくらいの射程があった。

　その時、凍こおりついたように動けずにいた教会騎き士しが、状じよう況きようにかなり遅おくれて悲鳴を上げた。

　ガクガクと震ふるえる手で剣けんを引ひき抜ぬき、破れかぶれで〝背はい徳とく〟に斬きりかかる。

　その攻こう撃げきを半身をずらしただけで避よけ、〝背徳〟は勢い余って倒たおれ込こんだ騎士の足に、大だい円えん匙ぴの先せん端たんを突つき刺さした。

　騎士が激痛に叫さけび、同時に周囲からゲラゲラと笑い声が上がる。

「大人しくしていろ、無能な教会騎士。殺しはしないさ、お前には役目を与える」

「役目だと？　呪のろわれろ反逆者！　私は貴様などに屈くつしはしな──ぎゃあぁああ！」

　足に突き刺した大円匙を、〝背徳〟は無む慈じ悲ひに捻ひねる。すると血が噴ふき出だして、地面に這はいつくばった教会騎士は地面をかいて悲鳴を上げた。

　それを楽しそうに見下ろして、〝背徳〟は口を開く。

「筋書きはこうだ。〝隠いん匿とく〟の裁定官は魔ま女じよゼロを捕とらえたが、護送中にその魔ま性しようの美しさに心奪われ、教会騎士団を殲滅して逃とう亡ぼうせんとした。そこに、民からの情報をもとに私がかけつけ、裏切り者の裁定官を魔女ともども捕らえる運びとなった」

　神父は眉み間けんに深く皺しわを刻み、手にした杖つえを指で叩たたいた。

　苛いら立だっているというよりは、何か考えている様子だが──神父のそんな様子を気にも留めず、〝背徳〟は筋書きを話し続ける。

「主教様はお喜びになり、私に格別の配はい慮りよをくださるだろう。例えば、このたび陥かん落らくした魔女の隠かくれ家が──あれは美しい場所だった。あれを私の土地としていただこう。その地で最初に眠ねむるのは、過去にその地で長として崇あがめられた美しい魔女。──そして貴様だ」

「……なるほど。よく分かりました」

　そう、言うなり──。

　神父は杖を振ふり上あげて、何を思ったか俺おれの首に突つき付つけた。

「ではこういう筋書きはどうです？　私は魔女ゼロを捕らえましたが、下げ僕ぼくとして使役していた獣けもの堕おちが魔女に魅み入いられ、護衛である教会騎士団を惨ざん殺さつ。私も命を奪うばわれる寸前で〝背徳〟に救われた」

「……は？」

　思わず、俺は間ま抜ぬけな声を上げて神父を見た。

「はぁあぁあ!?」

　数秒呆あつ気けに取られてから、やっと驚きよう愕がくの声が出る。もしかして今、俺は盛大に裏切られたのか？　っていうかそもそも仲間でもなかったなそう言えば。

〝背はい徳とく〟は面食らったように目をパチパチと瞬またたき、直後に喉のどを反らして大笑いする。

「なるほど、捕とらえた〝ゼロ〟を私に差し出すか！　だから命を救ってくれと？　お前はもう少し頭の固い男だと思っていたが……」

「どこに魔ま女じよと獣けもの堕おちと心中したい裁定官がいるんですか……そもそも私は手て柄がらには興味はありません。魔女が捕つかまり、【ゼロの書】が教会に納められればそれで満足ですよ。あなたとしても、同じ裁定官からの証言があった方が楽に事を進められるでしょう？」

「鮮あざやかな裏切りだな……我わが輩はい、感心した」

「他ひ人と事ごとみたいに言ってる場合か！」

　こうなったらもう、選せん択たく肢しは一つしかない。

　すなわち、馬車を奪うばって逃にげる──だ。

　俺おれはゼロを抱かかえて立ち上がり、腕うでのひと振ふりで有う象ぞう無む象ぞうをなぎ倒たおした。包囲の輪の外に飛び出して、馬車を目指して地を蹴ける。

「逃げるか……浅はかなケダモノだ」

　何気なく呟つぶやいて、その直後に〝背徳〟は大きく足を踏ふみ込こんだ。

　首筋に迫せまる殺気を感じ、俺は咄とつ嗟さに剣を抜ぬく。振り返りざまに首を庇かばって剣を構えると、重たい金属音とともに衝しよう撃げきが腕うでに響ひびいた。

　総そう鋼はがねの大だい円えん匙ぴに全体重を乗せた、大上段からの振り下ろし──神父より細い体をしているくせに、〝背徳〟の攻こう撃げきはなかなかの重じゆう撃げきだった。

　振り向きざまの、無理な体勢でその攻撃を受けたせいで、俺は反はん撃げきに一いつ瞬しゆんまごつく。

　その、一瞬。

「その鎖くさり──邪じや魔まだな」

〝背徳〟が大円匙を大きく回し、俺の腕に突つき立たてた。

　だが、浅い。

　大円匙の先せん端たんは俺の筋肉に軽く突つき刺ささっただけで、骨にさえ到とう達たつしていない。

　やはり、こいつは力がなさすぎる。大円匙の重さと自重を込めた大ぶりの攻撃でしか、殺傷力が生まれない。

　こいつ相手なら逃げ切れる。

　──炸さく裂れつ音おんが鼓こ膜まくを揺ゆるがしたのは、俺がそう確信した直後だった。

　至近距きよ離りで何かが炸裂したのだと、無意識のうちに理解する。その衝しよう撃げきは凄すさまじく、俺の体が後方に吹っ飛ぶほどだった。

　地面を軽く転がって、俺は慌あわてて体を起こす。

「傭よう兵へい！」

　痺しびれて鈍にぶった俺の鼓膜に、ゼロの叫さけび声ごえが届いた。

　ゼロと俺おれは鎖くさりで繫つながれているはずなのに、やけ声が遠くに感じられる。

「クソ、爆ばく薬やくなんてどこに仕込んでやがった……！　盛大に吹っ飛ばしやがって、俺じゃなかったら死んでるぞ！」

　鼻を突つく火薬の臭においに頭を振ふって鼻面を擦こすろうとして、俺は違い和わ感かんに気付いた。

「……は……？」

　ない。

　肘ひじから先の腕がない。

　そればかりか、断面からは血が噴ふき出だし、腕うで全体を真っ赤に染めながらぼたぼたと地面に垂れて流れていた。
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「ちょッ──！　っと待て冗じよう談だんだろ！　今の爆ばく発はつにそんな威い力りよくあったかよ!?」

　腕を落とされたと認識した瞬しゆん間かん、思考が高速に回り始める。

　この出血はまずいぞ、すぐに止血──してる間に殺される。落ち着け、まずは状じよう況きようを把は握あくしろ。

　何で、どう攻こう撃げきされた？　腕の切断面は刃物によるものだ。爆発でちぎれたんじゃこうはならない。

　相手の武器は大円匙。研がれた先端、爆発音、切断された腕。ジャララと鎖の音がする。

　傭よう兵へい、とまたゼロの声がした。──そうだ、ゼロはどうした？

　あいつは鎖くさりで俺おれの腕うでに拘こう束そくされていた。その腕が切り落とされて、ゼロの声が離はなれた位置から聞こえるって事は──。

「残念だったなぁ、獣けもの堕おち。美しい魔ま女じよと一いつ緒しよに逃にげられなくて」

　ゼロの細い腰こしを抱だき寄よせて、優越感に浸ひたりきった〝背はい徳とく〟の顔があった。

「が……ぐッ……！」

　遅おくれてやってきた痛みに呻うめいて、俺はその場に膝ひざを突つく。その俺に〝背徳〟の手下どもがわらわらと群がってきて、俺を突つき倒たおして地面にねじ伏ふせた。

「やってくれたな殺人神父……！　教会のために協力を申し出た魔女を、騙だまして殺すのが教会のやり方か！」

「そもそもの原因を作ったのは魔女じゃないですか。恩に着せられても迷めい惑わくです」

　神父は冷ややかに言い放ち、俺に背を向ける。

「待て、神父」

　その背中に、ゼロが静かに呼びかけた。神父は足を止め、眼帯ごしにゼロを見る。

「出血が激しすぎる。このままでは傭よう兵へいが死ぬぞ」

　それがどうした、と〝背徳〟は嘲ちよう笑しようした。

「魔女のくせに、獣堕ちに情をかけるのか？　出血を待つ必要はない。今すぐ首をとして殺してやる。ほら〝犬〟ども！　とっととそいつを殺──」

「いいえ、生いけ捕どりに」

　殺せ、と命じようとした〝背徳〟の声を遮さえぎって、神父が言った。

「今回の一件で、あなたは教会騎き士し団だんからかなり不信感を抱いだかれています。その上、魔女の護送中に教会騎士団が殺されたとあっては、いらぬいさかいの元になる。しかし実行犯である獣堕ちを教会騎士団に差し出せば、多少は溜りゆう飲いんを下げるでしょう」

「なぜ私が教会騎士団に気を遣つかう必要がある？　勝手に騒さわがせておけばいいだろう」

「あなたにとって不要でも、教会にとって教会騎士団は不可欠な存在です。民意的に、立場は我々の方が悪い。媚こびを売れる場面ではそうするのが得策です」

　言いながら、神父は指を軽く蠢うごめかせた。と、腕の付け根を急にキツく縛しばり上あげられ、俺はその激痛に危うく悲鳴を上げかける。

「止血はしておきます。獣堕ちならば、そう簡単に死にはしないでしょう。──それも、教会騎士団に嬲なぶり殺ごろしにされるまでの話ですが……これで満足ですか？」

　神父の問いに、ゼロは頷うなずく。

「……まあ、いいだろう。言っておくが、我わが輩はいは控ひかえめに言って極めて不ふ愉ゆ快かいだ。この上傭兵が死にでもしたら、我輩は決して教会を許さない。どんな手を使っても──たとえこの命が潰ついえようと、全力で教会を滅ほろぼすと心せよ」

　凄そう絶ぜつとも言えるゼロの表情をその目で見る事ができないのは、神父にとって幸運だったと言えるだろう。俺おれでさえ背筋が凍こおる表情だ。

　しかもゼロはその直後に、鎖くさりを手た繰ぐり寄よせて俺の腕うでを拾い上げ、「君の代わりにこいつを連れていくとしよう」などと冗じよう談だんめかして笑ってみせる。

　この状じよう況きようで、よくあんな風に笑えるもんだな……。出血が止まったっつっても、俺は腕の痛みで今にも気を失いそうだってのに。

　そんな神父とゼロのやり取りを聞くともなく聞いていた〝背はい徳とく〟が、もう十分だろうと言うように声を上げた。

「仕事だ〝犬〟ども！　砂さ牢ろうを掘ほってその獣けものを放り込め！　それから、そうだ」

　仕上げとばかりに、〝背徳〟は足を負傷して倒たおれている教会騎き士しをつま先で小こ突づく。

「教会への報告は任せたぞ、教会騎士殿。証人に〝犬〟を一匹付けよう。こいつはお前をきちんとルートラまで送り届け、滞とどこおりなく報告がなされるのを見守ってくれる。罪人たる獣堕ちの存在を教会に伝え、公開処刑に備えさせろ」
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　砂牢ってのは、まあつまり穴を掘って作った簡単な牢ろう獄ごくだ。

　爆ばく薬やくを使って掘られた穴は深く、その淵ふちは俺が腕うでを伸ばして跳とんでも指先さえ届かない。

　土は乾かわいて脆もろく、少し力を込めると砂岩のようにボロボロと崩くずれた。崩れた土を集めて足場を作ればどうかと思ったが、こちらも土が乾かん燥そうしすぎてて固まらない。

　加えて、俺は現在片腕だ。

　太陽の光で剣けんを熱して、傷口に当てて止血の仕上げをしたが、公開処刑にされる前に死ぬ確率が下がっただけで、状じよう況きようが好転したわけではない。

　太陽が傾かたむき、夕暮れが近づいていた。

　その間さんざん挑ちよう戦せんして分かった事が一つある。

　──無理だ。

　この穴、絶対に一人じゃ出られねぇ。

　今や俺は自力で出る事を諦あきらめて、穴のまんなかに寝ね転ころがって赤く染まり始めた空を見ている。もう他にできる事がない。それくらい出られない。

　それが分かっているからだろう、見張りさえついちゃいなかった。

「教会騎士団が俺を回収にくるのを待つしかねぇのか……？」

　それまで待って──それで、どうする。

　街に連行されて、公開処刑にされるだけだ。よしんば逃にげ出だせたとして、ゼロはどうする？

　仮に【魔女の手紙】を使ってアルバスに連れん絡らくをつけたとしても、大陸中心のウェニアス王国から。大陸最さい南なん端たんのルートラじゃあまりにも離はなれすぎている。

「万事休すか──クソ……神父の野郎……！」

　そう、吐はき捨すてた瞬しゆん間かんだった。

「助けてあげようか」

　甲かん高だかい、舌足らずな子供の声がした。

　まずいな。たぶん今のは幻げん聴ちようだ。俺おれは正気を失いかけてるのか？　まだそれほど絶望したつもりはねぇんだがな。

　俺が答えずにじっとしていると、バラバラと地面が崩くずれた。誰だれかが穴の淵ふちに近づいてきたらしい。

　ネズミの臭においがした。それと、人間の血の臭い。

「……死んじゃったの？」

　俺は飛び起きた。

　キィ、と甲高い悲鳴を上げ、小さな足音が高速で遠ざかっていく。

　俺は慌あわてて声を上げた。

「おいこら逃にげるな！　戻もどってこい！　──リーリ！」

　逃げる足音が止まった。悩なやむような沈ちん黙もくを挟はさんで、小さな足音がトタトタと穴の方へと戻ってくるのが聞こえ、俺は心底安あん堵どした。

　穴の淵から、白い毛並みをしたネズミの獣堕ちが顔を覗のぞかせる。

　──いや。

　白と黒のマダラだった。何かと思えば、白い毛並みに赤黒い血がこびりついている。

「お前、その顔……」

「お父さんの血」

　リーリの言葉に、血の気が引いた。

　なんでこいつがここにいるのか、なんで毛並みが血で汚よごれてるのか、その一言ですべて説明がつく。

　証言がある、と〝背徳〟は確かに言っていた。神父が魔女と一夜を過ごした事を証言する奴やつがいると。

　考えてみりゃ、〝神父が銀ぎん髪ぱつの魔ま女じよを連れている〟なんて情報、漏もれるとすれば俺達が泊とまったあのボロ屋以外にありえない。

「……裁定官が、お前の家に行ったのか」

　くしゃりと、リーリの顔が苦しげに歪ゆがんだ。その目から涙なみだは溢あふれないが、同じく涙を流せない俺には泣いているのだと分かる。

「殺されたのか？」

　リーリは首を左右に振ふる。でも、と続けた。

「男の人、いっぱいきて……つ、連れて行かれちゃった……お父さんも、お母さんも……あいつらに殺されちゃう！」

　だから、とリーリは声を振ふり絞しぼった。

「お父さんとお母さん、助けて。そしたら、そっから出してあげる」

　俺おれがこいつの両親を助けてやる義理はない。義務もない。

　穴から出たら、約束なんてなかった事にできるだけの力が俺にはある。──そして、それをこいつは分かってる。

　それでも、獣けもの堕おちのリーリには俺以外に頼たよる相手がいない。

　俺が黙だまっていると、リーリの表情は不安に揺ゆれた。

「お願い……お願い、お願い……！　なんでもするから……！」

「──傭よう兵へいを雇やとう時は、後あと払ばらいの報ほう酬しゆうを用意しておくと裏切られにくい。金よりも、自分しか持ってない情報なんかだと有効だ」

　リーリは目を見開いて、まじまじと俺を見返した。

「……情報」

　──例えば。

「トマトシチューの隠かくし味あじ。──お前なら分かるだろ？　俺がお前の両親を助けたら、その情報をよこすと約束しろ」

　呆あつ気けに取られたリーリの表情が、見る間に安あん堵どの笑顔に変わる。

「リーリね、他にもいっぱい知ってるよ。お母さんは、リーリよりもっとたくさん、色々知ってるの。助けてくれたら、お母さん全部教えてくれると思う」

「そうかい。そりゃ楽しみだ」

　俺は荷物から縄なわを取り出し、それを剣けんに縛しばり付つけた。勢いをつけて穴の外に投げ上げて、それをできるだけ深く地面に刺さすようリーリに指示する。

　リーリは俺の剣を抱えて視界の外に消えていった。縄がするすると引きずられていき、動きが止まると同時に「いいよ」と合図があった。

　縄を摑つかんで力を込め、一気に登って穴の外に出る。

「助かった……」

　解放感で、どっと体の力が抜ぬけた。

　顔を上げると、リーリが俺の剣の上に腰こしを下ろして自じ慢まんげに笑っている。

「リーリね、案内もできるよ」

「あん？」

「お父さんとお母さんがいるとこ。──神父様と、魔ま女じよのおねえちゃんがいるとこ」

　キィ、キィと声がした。

　荒あれ地ちのあちこちから、無数の声が。

　これはネズミの声だ。数え切れない数のネズミ達が、リーリを中心にぞろぞろと集まってくる。

「お友達、いっぱいいるから」

　笑ったリーリは、瘦やせた小さな子供にしか見えない。

　だが俺おれの本能が、この獣けもの堕おちを侮あなどるなと警けい鐘しようを鳴らすのが聞こえた気がした。










【幕間　楽園】










　四方を崖がけに囲まれ、外界から隔かく絶ぜつされた空間に、その神しん殿でんは建っていた。

　荒あれ地ちのどまんなかにありながら豊かな緑が茂しげっているのは、地下から染しみ出だす清せい涼りような地下水の賜たま物ものだ。

　咲さき誇ほこる花は地面ばかりか崖の壁へき面めんにもおよび、長く伸びた蔦つたが神殿そのものを飲み込む勢いだ。

　わずかに見える神殿の外がい壁へきには祭事の様子を描えがいた彫ちよう刻こくが彫ほり込こまれ、神殿の周囲には朽くちて崩くずれた石像と石柱が交こう互ごに並んでいる。

　教会が世界を支配して五百年──それよりずっと以前にこの地で信しん仰こうされていた、水の神を祀まつる神殿だ。

　獣けものの傭よう兵へいを砂さ牢ろうに放り込み、魔ま女じよゼロを捕とらえた一行は、馬車を飛ばして深夜を少し過ぎた頃ころに神殿へと辿たどり着ついた。

「美しい場所だろう？　以前の墓はいっぱいになってしまったから、新しい土地を探していたんだ。これからしばらくは、ここが私の拠きよ点てんになる」

　声を弾はずませて〝背はい徳とく〟は言った。それを聞く〝隠いん匿とく〟は眼帯を外し、夜の闇やみのなか、かがり火に照らされている神殿を眩まぶしそうに見た。

「魔ま女じよどもの拠点だった場所を、裁定官が拠点にするとは、あまりいい趣味とは言えませんね……なにより、一度はゼロを主教様のもとに連れていくのが道理だと思いますが」

「捕らえた魔女は私の好きにしていいと、その主教様より許可を頂いている。第一、魔女をルートラになぞ連れて行ってみろ。私の大切な収集品が、無ぶ粋すいな火ひ炙あぶりにかけられてしまうのは目に見えている。どうしても必要ならば、向こうから使者を送ってくるだろう。──こい。魔女を牢ろう獄ごくに放り込むついでに、中を案内してやろう」

〝背徳〟が軽く鎖くさりを引くと、ゼロもおとなしくその後をついていく。ゼロはその胸に傭兵の腕うでを抱かかえたままだ。重たいだろうが、腕とゼロは鎖で固定されているのだから捨てていく事もできない。

「この神殿で生活する事を前提に作られているらしくてな、意外と住み心地は悪くない。古いが台所も寝しん室しつもあった。実を言うと今朝から〝犬〟どもに命じていろいろ運び込ませているんだ。ベッドやら食料やら、拷ごう問もんのための道具やらな」

「──あれもですか？」

〝隠いん匿とく〟が指さしたのは、〝犬〟どもが数人がかりで運んでいる巨大な木箱だ。中身は先程まで馬車に積まれていた教会の〝殲せん滅めつ神しん機き〟で、いくつかの部品に分解した上で、入り組んだ洞どう窟くつをここまで運び込んできた。

「馬車では神しん殿でんまで運ぶ事ができないからな。かといって、教会からの借り物を洞窟の外に放置するわけにはいかないだろう？」

「実戦での試験用に借り受けただけなんですから、すぐに返へん還かんすれば済む話では？」

「返せと言われるまでは私のものだ。ここを制圧するのに、あれは大変役に立った。こんなちゃちな武ぶ器きとは比べ物にならないほどにな」

　笑いながら、肩かたに担いだ総そう鋼はがねの大だい円えん匙ぴを肩越しに見る。

　武器として改造はしてあっても、そもそもが農具のような代しろ物ものだ。これを使って単たん騎きで魔ま女じよを狩かれというのは、「死んでこい」と言われるのとさして違ちがいはない。

　裁定官の命の価値など、所しよ詮せんその程度だ。

　今更悲観するわけでもないが、〝隠匿〟ですら〝背はい徳とく〟の言わんとする事は理解できる。

「しかし、まだ試作機でしょう。不具合があるのでは？」

「ないとは言えないな。あれの弾たまには鉛なまりを使うんだが、砲ほう身しんが熱くなりすぎると弾が融とける。融けた弾が内側に張り付くと、弾が詰つまって動かなくなる」

「なるほど、大問題ですね」

「なに、私なら使いこなせるさ」

　神殿に足を踏ふみ入いれると、そこは大理石で作られた広大な広間だった。広間の中央には巨大な水すい盤ばんがあり、地下水を汲くみ上あげているのか、今も清せい涼りような水を湛たたえている。

　水盤の向こうには二階へ続く大階段があり、その先に待ち受ける門もん扉ぴは天の国へ続くかのように荘そう厳ごんだ。

　──ただし、死体が無造作に転がっていなければ、の話だが。

「せめて埋うめるなり、焼くなりすべきでは……？」

　広間のあちこちに転がる死体に、〝隠匿〟は露ろ骨こつに顔を顰しかめた。

「魔女どもを殺して神殿を制圧したはいいが、肝かん心じんの〝ゼロ〟がいなかったんだ。魔女の死体を処理するより、そっちを追う事を優先した私を責めるのか？」

「〝犬〟を使って食料を運び込む余よ裕ゆうはあったんですね……？」

「細かい事に気が付く奴やつだな。どうでもいいだろう、魔女の死体なんぞ。──なあ、お前もそう思うだろう？　それよりこの建造物の素晴らしさを堪たん能のうすべきだ」

　試すような聞き方で、〝背徳〟はゼロを見た。

　対外的に、ゼロは転がる死体──すなわち〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉の長という事になっている。どう反応するか試すつもりなのは明白だったが、ゼロはあっけらかんとしたものだ。

「そうだな……五百年以上も前に作られたとは思えない、素晴らしい建物だ。我わが輩はい、ここにこられてよかったとさえ思う」

　その言葉に、〝背はい徳とく〟は片かた眉まゆを吊つり上あげると、呆あきれたような目で〝隠いん匿とく〟を見る、

「偽物を仕立て上げるなら、もう少しうまくやる事だな、〝隠匿〟。この女が本物の〝ゼロ〟なら、この神しん殿でんを根城にしていたはずだ。〝こられてよかった〟などと言うわけがない」

「……まるで、最初から偽にせ物ものだと気付いていたような言い方ですね」

「認めるのか？　偽物である事を。重大な違い反はん行こう為いだぞ。教会への裏切りと言ってもいい」

「主教様もご存知の事ですから」

「……なに？」

　楽しげだった〝背徳〟の表情が、〝隠匿〟の一言で固まった。

「主教様は、護送中の〝ゼロ〟が偽物だとご存知だと言ったのです。調査の結果〝ゼロ〟は噂うわさだけの存在にすぎず、それを追い続ける事で教会は無む駄だ骨ぼねを折る事になると判断しました」

「馬鹿な、何を根こん拠きよに──！」

「経験と状じよう況きようから。あなたは知らない事でしょうが……事件の黒幕であるサナレという魔ま女じよは、〝そういう事〟をやる女です」

　今回の一件にサナレがかんでいる事は、〝隠匿〟も知っている。

　この地にもはや魔女はいないと宣言したのはゼロだが、〝隠匿〟はそれを〝信じるに足る情報〟と判断した。

「この女は、サナレの企みを阻そ止しするための協力者だった。その護送を、あなたは襲しゆう撃げきした。ご丁てい寧ねいに、自分こそが〝ゼロ〟を捕とらえたという報告付きでね」

　それが何を意味するのか分からないほど、〝背徳〟も馬鹿ではない。

　不毛な魔女狩がりを収束させるために計画し、主教も承知済みだった計画を〝背徳〟が邪じや魔まをしたのだ。

「当然、主教様はお怒いかりになるでしょう。〝獣けもの堕おちが暴走し、魔女を連れて逃にげようとした〟などという報告は、明らかに計画と矛む盾じゆんしている。この者は自らの意思で、魔女狩りの収束のために協力すると決めたのです。それが教会騎き士し団だんを惨ざん殺さつして逃げようなどとするわけがない」

「貴様……私を嵌はめたのか！」

「保険をかけただけですよ。私は〝隠匿〟の罪業を与えられた裁定官──噓うそを見み抜ぬく事に秀ひいでている。あなたが教会に直行しなかった理由が、私を殺すためである事くらい、私じゃなくても分かるでしょうがね」

　それが分かっていもて、待まち伏ぶせられた状況で交戦するには相手が悪い。

　ゼロは魔ま法ほうが使えず、傭よう兵へいはそのゼロを抱かかえていたし、さらに取り囲む野盗の数は数十人。広範囲および遠えん距きよ離りへの攻こう撃げきが可能な〝殲せん滅めつ神しん機き〟まであった。

　ならば〝背徳〟に屈服したふりをして、あえて教会が〝背徳〟に疑いをもつような報告をさせた方が状じよう況きようが有利に運ぶ。

　そもそもルートラの主教は〝背はい徳とく〟の忠誠心を疑って、〝隠いん匿とく〟に別方向からの調査を命じたのだ。その状況で〝背徳〟が「教会騎き士し団だんもろとも〝隠匿〟は死んだ」などと報告して、主教が何も気付かないわけがない。

「ここであなたが私を殺せば、主教様はあなたから〝背徳〟の罪業を剝はく奪だつし、貸し与えたその命の返へん還かんを強いるでしょう。ですが私にゼロと【ゼロの書】を引ひき渡わたすのなら、主教様には〝獣けもの堕おちが血迷った〟と報告しましょう。そうすれば、あなたはまだしばらく裁定官として生きられる」

　は、と〝背徳〟が浅く息を吐ついた。浅い呼吸はその喉のどから断続的に零こぼれ、それは気付けば高笑いに変わっていた。

「そうか、そうか、まんまとやられた！　どうやら私は、少しお前を見くびっていたようだ。無能で愚おろかな、美しいだけの男だとな」

「これでも裁定官として、今まで生き延びてきていますので」

「──だが〝隠匿〟よ。お前も少し、私を見くびっていたようだ」

　殺気を感じたわけではない。

　ただ何か、不快な違い和わ感かんに背筋がざわつき、〝隠匿〟は咄とつ嗟さに鎌かまを構えて振ふり返かえりざまに切きり払はらった。

　重たい手応えを感じると同時に、襲撃者の首が落ちる。

　一いつ瞬しゆんの安あん堵ど──それが命取りだった。

「まだだ神父！　それは死体だ！　首を落としてもまだ動く！」

　ゼロの忠告は迅じん速そくだったが、〝隠匿〟が反応するには遅おそすぎた。

　転がっていた魔ま女じよの死体──その数は五つあり、そのすべてが手に武ぶ器きを持って人形のように立っている。

　音も立てず、呼吸もせず、殺気もない死体の接近に、神父は違和感だけで気がついた。

　だが首を落とせた死体は一つ──まだ四体いる上に、首を落とした死体も動くのをやめはしない。

　死体の一つが振りかぶったナイフが、神父の肩かたに深く突つき刺ささった。怯ひるんだところに死体が群がり、なぎ払うと同時に〝背徳〟の大だい円えん匙ぴが神父の体を叩たたき伏ふせる。

「ガ……はッ……！」

　膝ひざから崩くずれ落おち、床に伏した〝隠匿〟の髪かみを摑つかんで顔を上向かせ、〝背徳〟は笑った。

「残念だったなぁ、〝隠匿〟。私に勝ったと思ったか？　騙だまし合あいで上をいったと？　あいにく私が方が上手だったようだなあ。まさか私が魔女と手を組んだなどと、想像もしなかっただろう」

「サナレにそそのかされた……か。先程からこの神しん殿でんに似つかわしくない、腐くさった死体のような不快な気配が立ち込めていると思ったが……やはりここにいたようだな」

　ゼロの呟つぶやきに、〝背はい徳とく〟は顔を上げる。

　だが、答えたのは〝背徳〟ではなく、床に転がった首の一つだった。

　ご挨あい拶さつねぇ、とその首はサナレの声と口調で笑う。

「ただ〝共感〟しただけよ。その裁定官はねぇ、教会にうんざりしてるのよ。その教会が支配する世界にもね。だから一いつ緒しよにぶち壊こわしてやろうって、そう約束したのよねぇ？」

「主教が私に疑いを持っている？　私の罪業を剝はく奪だつするだろう？　だからお前は愚おろかなんだ、〝隠いん匿とく〟よ！　私が何度、金と人脈の力で命を長らえたと思う。お偉えら方がたにすこうし金を摑つかませれば、教会は私を殺しはしない」

〝背徳〟は吐はき捨すてた。

「教会は腐ふ敗はいしている。私にとって居心地がいいほどに。そして魔ま女じよの──〈不完全なる数字セストゥム〉の協力があれば、教会は私にとってますます居心地のいい〝狩かり場ば〟になる。私は今までと同じように、適当に魔女を狩るだけだ。〈不完全なる数字〉にとって不要な魔女をな。だが、まずはお前だ〝隠匿〟。お前を私の収集品に加えたいと長らく願ってきたが、ようやくその願いが叶う。ゼロよりも先に、お前をこの楽園の最初の住人にしてやろう」

　優しげに囁ささやいた〝背徳〟の頰ほおに、神父は血で染まった唾つばを吐きかけた。

「あなたの収集品になるくらいなら、自ら死体を焼きます。そう、先日も伝えたと思ったんですがね……」

　ふうん、と〝背徳〟は唇くちびるを釣つり上あげて笑った。

「その傲ごう慢まんさがいつまで持つか──見ものじゃないか。最後に愛の囁ささやきをとまでは言わないが、私の顔に唾を吐いた謝罪くらいはしてもらわないとなぁ」

　地下に連れていけ、と〝背徳〟は怒ど鳴なった。

　ゼロはじゃらりと鎖くさりを鳴らし、倒たおれた〝隠匿〟と視線を交わす。

　その口元にほんのわずかに笑みが刻まれている事に気付いたのは、恐おそらく〝隠匿〟だけだろう。




　なんの危機感も抱いだいていないその表情は、仲間の助けを疑いもしない信しん頼らいの笑みだった。
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　夕暮れから夜にかけて荒こう野やを駆かけ、早朝に川に着く。川沿いを上流に向かって進んでいくと、また日の暮れかかる頃ころに、突とつ如じよ巨大な崖がけが壁かべのように立ちはだかった。

　右にも左にも長く伸びるその崖は、迂う回かいする事も登る事もできなさそうだ。そんな崖の中腹から水が吹き出し、ちょっとした滝たきを作り出していた。

「はーん……これが川の始まりか。で、魔ま女じよの隠かくれ家がは？」

「この中だって」

　リーリが滝を指差す。どういう事かと滝の裏に回り込んでみると、なるほどひっそりと隠かくされた洞どう窟くつの入口があった。

　洞窟は内部で幾重にも枝分かれしており、一歩道を間ま違ちがえば二度と出てこられない気さえしてくる。

　コウモリやネズミが多く潜ひそんでいるし、そのフンを餌えさにする虫もうじゃうじゃと集まっている。石に根を張ったコケが地下水を吸い上げて繁はん茂もしているせいで足場も悪かった。

　だがリーリの道案内は的確で、そんな洞窟を一度も迷う事なく抜ぬける事ができた。

　洞窟を抜けると、おとぎ話じみた花畑に出た。──いや。周囲をぐるりと崖に囲まれているところを見ると、洞窟を〝抜けた〟っていうのはちと違ちがうか。規き模ぼの大きすぎる袋小路に辿たどり着ついたって感じだ。

　そして、その中央にそびえる巨大な神しん殿でんに、俺おれは呆ぼう然ぜんと顎あごを落とす。

「すごい……おっきい」

「教会の大聖堂と張るぞ、こりゃ」

　──しかし、いっそ清々しいほどに、遮しや蔽へい物ぶつが何もない。

　一面の花畑と、その中央にある神殿。荷馬車がいくつかと、崖を貫つらぬくように流れている川だけだ。

　駆け出そうとするリーリの襟えり首くびをむんずと摑つかんで、俺はそのまま洞窟に引き返した。

「落ち着け。日が落ちてからだ」

「けど……」

「お前と違って俺はでかくて目立つんだよ。おまけに片かた腕うでで、ここ二日ほとんど寝ねてねぇんだ。お前も少し休んだ方がいい」

　キィと不満そうに一声鳴いて、リーリは大人しく俺の腕にぶら下がった。人が足を踏ふみ入いれた形けい跡せきのない横道に入り、黒いフードを目深に被かぶって夜を待つ。

　リーリはしばらくそわそわと辺りを歩き回り、俺が絶対に夜まで動かない事をようやく察すると、俺から少し離はなれた場所に遠えん慮りよがちに座り込んだ。

「……おい」

　声をかけると、リーリがビクリと飛とび跳はねる。

「近くにいろ。万が一の時、抱かかえて逃にげられねぇ」

　言うと、リーリは少し悩なやんだ挙句、ほんの少しだけ俺おれに近づく。

「馬鹿にしてんのか？」

「ち、ちがくて……！」

　リーリはぶんぶんと首を左右に振ふると、首くび飾かざりを意味もなく弄いじりつつ、

「……リーリが殺したの」

　と前置きもなく小さな声でそう言った。

　何の話だか分からず、俺はわざとらしく周囲を見回す。

「特に死体が転がってるようには見えねぇがな」

「……ちがくて」

「じゃなんだよ」

「お父さんとお母さん。──死んじゃった方の」

　疫えき病びようで死んだという両親の話らしい。

　俺が呆あきれて息を吐つくと、リーリはこれにも「ちがくて」と言う。

「ほんとにそうなの。お父さんもお母さんも、リーリのせいじゃないって言ってくれるけど……リーリのせいなの。ほんとに、そうなの」

「それは今話さなきゃならん事なのか？」

　リーリは頷うなずく。

　そうか、それなら仕方ない。

「じゃあま、話せよ。聞いてやる」

　あのね、とリーリは口を開く。

「リーリ、みんなと遊びたかったの。六歳の誕生日で……みんな追いかけっことか、宝探しとかしてて。お母さんに、ダメだよって言われてたのに……我が慢まんできなくて、混ぜてって言ったの。そしたらネズミだって馬鹿にされて、気持ち悪いって突つき飛とばされて……」

　リーリの声は震ふるえている。

　赤い目は見開かれ、闇やみの向こうの記き憶おくを見ていた。

「石を投げられたの。怖こわくて、悲しくて……逃げようと思ったの。けどそしたらあの子達お母さんの事まで悪口言って……汚きたない言葉、たくさん言ってた。悪い女だから、リーリみたいな化物が産まれたんだって。リーリ、怒おこってかみついたの。そしたら次の日、その子が病気で死んだって。熱が出て、下がらなくて……！」

「ただの偶ぐう然ぜんじゃ──」

「だって！　だ、だって……その子の家から病気が広がって……子供も、大人も、リーリのお父さんとお母さんも、みんな同じ病気で死んだの。村でお医者さんを呼んだら、〝どこかでネズミにかまれなかったか？〟って……！」

　リーリは抱かかえた膝ひざに爪つめを立て、小刻みに震ふるえる体を必死に抑おさえようとしていた。

　前に俺おれは、ゼロにネズミの獣けもの堕おちの有用性を聞いた。

　今なら分かる。

　そうか──病気の媒ばい介かいか。

　この小さな、いかにも弱そうなネズミの獣堕ちがどこかに忍しのび込こんで、誰だれかにかみついて離り脱だつする。それだけで、上手くすれば大勢の人間が殺せるわけだ。

　──絶対に人の食器に手を出さないし、自分の食器にも手を出させない。

　そう、リザは言っていた。

　──あの子の食べかけの果物を一口かじろうとしたら、あの子泣くほど怒おこったわ。

　当然だ。リーリの唾だ液えきが体内に入ったら病気になって死ぬんだ。両親の事が大事なら、同じ食卓にだって着きたくないと思うだろう。

「だから俺にも近づきたくねぇって？」

「だって、お兄ちゃん死んじゃったら……お父さんとお母さん、助けられないし」

「じゃ、両親が助けられるなら俺は死んでもいいわけか……？」

「ち、ちが……それは、だって……あの、ちが……！」

　慌あわてて言い訳しようとする姿がなんとなく面白くてにやにや見ていると、からかわれた事に気付いたリーリが、頰ほおを膨ふくらませて小石を投げつけてくる。

　いてぇ。いてぇが、小石よりもリーリの背後で目をギラつかせているネズミの集団の方が恐おそろしい。

「んで？　その話、リザにはしたのか？」

　リーリはピンと耳を立て、ふるふると首を左右に振ふる。

「話そうとしたの。けど、だめで。嫌きらわれるの、怖こわくて……けど、ちゃんと、今度こそ全部言うの。お父さんとお母さん助けたら……リーリ、もう子供じゃないから。嫌われても、一人で大だい丈じよう夫ぶだから……ごめんなさいって……言うの！」

　固い決意を込めて、リーリは俺を見た。

　俺が死んでも、自分一人で両親を助けに行きそうな勢いだ。

「話は分かった。──大丈夫だからこっちこい」

「え!?　お、お兄ちゃん、リーリの話……！」

「俺が普ふ通つうの人間に見えるか？　ネズミにだって何度もかまれた事はあるし、毒矢だって受けたが、熱一つ出さなかった化け物だぞ、俺は」

「け、けど……けど……」

「なんだよ」

「お……男の人だし……」

「……はん？」

　なんだ？　まさか今、男女がどうのって話になってんのか？

　こんなちっこいネズミの獣けもの堕おち相手に、どんな欲望を抱いだけってんだこのガキは。

　──という俺おれの心が伝わったんだろう、リーリはまた、さっきより必死な様子で俺に石を投げつけてくる。

「ばかばか！　きらい！」

「いてぇいてぇ！　なんでもいいから騒さわぐなよ……！」

「リーリ、もう十七歳！　大人なの！」

「へー、十七……十七歳!?　そのナリでか？」

「リーリの体、これ以上大きくならないの」

　なるほど、ネズミは小さいからな……しかし十七歳……年とし頃ごろの女か……そりゃ俺と密着して寝ねるのは嫌いやだろう。

　嫌だろうが、背に腹は替かえられない状じよう況きようだ。

　なので、

「……いや、十七でも十分ガキだ。俺の中で十七は女の範はん疇ちゆうに入らない」

　少しだけ噓うそをつく事にした。

　年ねん齢れいと言うか、大きさの問題的な意味でもリーリは女の範疇に入らないんだ、この際理由はどうでもいいだろう。

　それでもリーリはいつまでも疑いの目で見るのをやめないので、仕方なくリーリに背を向けて横たわった。

「──とにかく、手の届く距きよ離りにいろ」

　キィ、とリーリが不安そうな声で鳴く。

　それからしばらく──背中に柔やわらかい毛並みの感かん触しよくと、動物特有の温かさがひっついてきた。

　寒いのか、その体が小刻みに震ふるえている。

　少しマントを開いてやると、リーリは少し躊ちゆう躇ちよした挙句、なかにもぐりこんできた。

「あったかい……」

　ぽつりつ呟つぶやく。それきり、小さな寝ね息いきを立て始めた。





２






　目を閉じて開くと、すっかり深夜だった。

　ぐうぐうと眠ねむりこけているリーリをつついて起こし、ごそごそと洞どう窟くつから這はい出でる。

　立ち上がらずに腰こしを落とし、這うようにしてじりじりと屋や敷しきに近づく。

　今夜はおりよく三日月だ。周囲は暗く、黒いマントで全身を覆おおって進めば普ふ通つうの人間にはまず見つけられない。

　洞どう窟くつという天然の防ぼう壁へきがあるからか、見張りらしい見張りもいなかった。

「──さて、どう入るか」

　教会興隆以前の神しん殿でんなんざ、どういう構造してるかあたりも付けられん。裏口はあるのか？　そしてゼロが捕つかまってるとしたらどこなんだ？

「こっち」

「ば、待てこら……！」

　リーリが急に駆かけ出だすので、慌あわてて俺おれも追いかける。神殿を囲むようにして並ぶ、石像と石柱群──そのうち一つに駆け寄って、リーリは「これ」と床を指さした。

　何かと思って目を凝こらせば、大量の蔦つたに埋うもれるようにして、朽くちかけた木戸がある。その隙すき間まから小さなネズミが顔を出し、キィキィと鳴いていた。

「……隠かくし通路……？」

「食べ物があるんだって」

　なるほど、食料倉庫への隠し通路か。教会や神殿には大たい概がいあるもんだが、数百年前でもそれは変わらないらしい。

　音を立てないようにナイフで蔦を切きり払はらって、隠し通路に滑すべり込こんだ。

　階段を下りきると木戸があり、音と臭においを頼たよりに人がいないのを確認してからゆっくりと押おし開ける。──木戸のくせに無む駄だに重いな。

　と思った瞬しゆん間かん、木戸のすぐ近くで何かが落ちて盛大に割れる音がした。

「ッ──棚に偽ぎ装そうしてんのかよ、この隠かくし戸ど……！」

　扉に棚を打ち付けて隠し戸にする事はよくあるが、その存在に気付いていなかった連中が、よりによって棚に壺つぼを並べやがったらしい。急いで食料庫に飛び出して、隠し戸をきっちりと閉め直す。

　積み上げられた穀こく物もつ袋ぶくろの裏に飛び込んだところで、音に反応した連中が部屋の様子を見にきた。

「あー！　塩のツボが割れてやがる！」

　男が叫さけぶ。「ネズミだろうな」と別の男が忌いま々いましげに吐はき捨すてた。渋しぶ々しぶ片付け始める二人の動向に神経を尖とがらせていると、チャリリと聴きき慣なれた音がする。

　──鍵かぎ束たば。

　そりゃそうか。食料庫の鍵を任されるのは、それなりに信しん頼らいされている奴やつだ。他の部屋の鍵を預けられてたとしても不思議はない。

　そっと俺は息を吐ついた。こっちは片腕、あっちは二人──さて、どう出る。俺は、必死に声を殺しているリーリを見た。それから、高く積み上がっている小麦袋を見上げる。

　そっと指先に力を込め、俺おれはリーリの額を軽く弾はじいた。

「キッ……！」

　と、実にネズミっぽい声が出る。

　その声に気付いた男が、無防備にこちらに近づいてきた。

「ネズミの野郎、そこに隠かくれてるんだな……」

「おい、どうした？　賭かけの途と中ちゆうだ、戻もどろうぜ」

「〝爪つめ何枚で小便漏もらすか〟って？　男を拷ごう問もんして何が楽しいんだよ。ネズミを始末してから行くから、先に戻ってろ。これ以上食料庫を荒あらされちゃ、俺達の方が裁定官様に殺されるからな。何匹か捕つかまえて死体を吊つるしときゃネズミ避よけにもなるだろう」

「あっそ。ご苦労なこったな」

　一人、食料庫から出ていく。残った一人がさらに小麦袋に近づいたのを見計らい、俺は小麦袋の山を押おし崩くずした。

「なん──ッ」

　一袋当たり子供一人分もの重さがある袋の雪崩なだれに押おし潰つぶされて、男は悲鳴を上げる間もなく沈ちん黙もくする。

「……し、死んじゃったの……？」

「気ぃ失ってるだけだな。これなら目ぇ覚ましても〝ドジ踏ふんだ〟としか思わねぇだろう。──おまけに鍵かぎまで無くしちまうんだから、尚更騒さわぎにはしたくないだろうしな」

「鍵？」

「ほら、持ってろ」

　男の腰から鍵束を外し、リーリに投なげ渡わたす。

　注意深く廊ろう下かに出ると、ざらりとして鉄っぽい、新しん鮮せんな血の臭においが俺の鼻をくすぐった。

「……爪何枚で小便を漏らすか、ね。拷問で賭けとはいい趣味してるぜ」

　血の臭いを辿たどって廊下を進むと、男達の談笑が聞こえてきた。酒が入って酔よっ払ぱらい、陽気に手を叩たたいて笑っている。

　会話は〝漏れ聞こえる〟というよりも〝だだ漏れ〟だ。

「すげぇなこいつ！　本当に一声も漏らさねぇぞ！」

「裁定官は痛みを感じねぇってのは、噓うそじゃなかったんだなぁ。両手足の爪二十枚耐たえ切きられちゃ、賭けはお流れにするっきゃねえなあ。おい、次どうする。焼きごてか？」

「顔以外だったら何してもいいんだろ？　とにかくこいつに命乞いさせなきゃ、俺達が殺されちまう」

　俺は表情を失った。

　──裁定官？

　この場合、裁定官ってのは十中八九、あの眼帯神父の事だろう。

　俺お達れを裏切って〝背はい徳とく〟についた神父が、拷ごう問もんなんてされる理由がないはずだが……。

　じりじりと木戸に近づき、その隙すき間まから中を見る。

　見えたのは、テーブルと蠟ろう燭そくだ。蠟燭に照らされて、賭かけ金きんと思しき銅貨や宝ほう飾しよく品ひんがギラギラと輝かがやいている。

　その近くに並んでいるのは、針、ヤスリ──それに、剝はがされたばかりの爪つめがへばりついているやっとこなど、拷問に使うお馴な染じみの道具だ。

　視線をずらせば、鎖くさりで椅い子すに縛しばり付つけられている翠すい髪はつの男の姿が見える。部屋のなかにいる連中は神父の特性をよく理解しているらしく、室内は俺でも眩まぶしさを感じるほど明かるかった。そして当然、神父は眼帯を奪うばわれている。

　神官服を脱ぬがされた上半身にはすでに鞭むちを打たれた跡あとがあり、裂さけた皮ひ膚ふからは血が流れ出していた。爪を剝がされた両手足からも血が滴したたり、椅子の周りには血ち溜だまりができている。

　神父の武器である杖つえは、指から取り外せないからだろう、両手首を縛り付ける拘こう束そく具ぐとして活用されていた。

　リーリが部屋の中を覗のぞこうとしたのを、俺は静かに押おしとどめる。「見るな」と声を出さずに言うと、リーリは怯おびえた目をして大人しく引き下がった。

　──さあ、どうする。

　ゼロの居場所はまだ分かっていない。この状じよう況きようで踏ふみ込こんで、侵しん入にゆうに気付かれるのは悪手じゃないか？

　拷問部屋にはさらに奥おくがあるらしく、すすり泣きや呻うめき声ごえが聞こえてくる。リーリの反応からすると、両親はここにいるんだろう。ここを後回しにすると、後々手が回らなくなる可能性も出てくる。

　その時。

「ゼロは……ここより、地下に……鍵かぎは〝背徳〟が所持しています……」

　神父が声を上げた。

　拷問で賭けを楽しんでいた男達が、きょとんとして神父を見る。

「なんだ？　今まで声も上げなかったくせに……」

「地下の魔ま女じよがどうしたって？」

「神しん殿でんにいる……〝犬〟の数は、二十三人……ここには五人。正門に見張りが二人……」

　おい、と男の一人が神父の髪かみを摑つかんだ。

「おい、何一人でぶつぶつ言ってんだ！　裁定官様への命乞い以外喋しやべるんじゃねえよ！」

「──ゼロのほかに、魔女が……死体を操って……」

　──死体を操る？

　サナレがここにいるって事か？

　裁定官が制圧した神殿に、なんであいつが……いや、あの女ならどこにいてもおかしくはねぇか。

　なんにせよ、死体を操るあいつがいるとなると厄やつ介かいだ。

　俺おれが内心舌打ちすると、男が神父の顔を殴なぐりつけた。

「ったく、頭のなかにお友達でもいんのか？　誰だれに話しかけて──」

「──悪いな、たぶん俺にだ」

　声を上げて、部屋に踏ふみ込こむ。

　突とつ然ぜん現れた獣けもの堕おちに対して、普ふ通つうの人間が取る行動はまず〝啞あ然ぜんとする〟だ。

　一歩踏み込み、剣けんのひと振ふりで椅い子すに座っていた二人の首を刎はねる。

　この辺りで第二段階──〝悲鳴を上げる〟に入ろうとするので、大口を開けた男の胸を貫つらぬいて沈ちん黙もくさせる。

　第三段階、〝状じよう況きようを理解して武ぶ器きを構える〟に入るが、この時点で相手は二人。

「だッ──」

　誰かきてくれ、と叫さけぼうとした男に向かって剣を投げて片付ける。

　武器をナイフに持もち替かえて、最後に一人の首を搔かっ切きれば任務達成だ。

「お見事」

　と自分で自分を褒ほめておく。

「……ケダモノ」

　と不快そうに呟つぶやいたのは当然神父だ。

　ぶん投げた剣を死体から引ひき抜ぬいて、鞘さやに収めながら「よく言われる」と軽口で答える。

「片かた腕うでがないせいで、狙ねらいがいまいちズレるな。剣に振り回される感じがする。──ったく、もう少しコソコソしようと思ってたのに、盛大に殺やっちまったじゃねえか。まだ魔ま女じよも見つけてねぇってのに」

「だから、ゼロの居場所と警備の状況を教えたんじゃないですか。それをわざわざ踏み込んできたのはそっちでしょう」

「そうしたいのは山々だったが、個人的な仕事があってな。この部屋の奥おくにいる、とある夫婦を助けてくれって頼たのまれてんだよ。──生きてるんだろ？」

〝とある夫婦〟が誰を指すのか、説明する必要もないだろう。

「……夫の方は、私がくる前に拷ごう問もんを受けていました。はっきり見たわけではありませんが、歩ける状態ではないでしょう。ところで、早いところこの鎖くさりをどうにかしてもらいたいんですが……」

「お前裏切ったじゃねえか」

「ふりをしただけですよ……！　ふざけてる時間があったらとっとと──」

　ギャウ、と甲かん高だかい声が部屋の外から聞こえたのはその時だ。

　それがリーリの悲鳴だと気が付く前に、俺は収めたばかりの剣を抜いて振り返る。

　その姿を確認するが早いか、〝背はい徳とく〟は一直線に飛びかかってきた。渾こん身しんの力を込めた、大上段からの振ふり下おろし。

「戦い方に──芸がねぇぞ〈女神の浄火デア・イグニアス〉の裁定官！」

　円えん匙ぴを受けた剣けんを切きり払はらうと、裁定官の方から距きよ離りをとった。大円匙を肩かたに担いで、ゴミでも見るような目で俺おれを見る。

「砂さ牢ろうから抜ぬけ出だしてこんなところまで追ってくるとは、やはりあの時に殺しておくべきだったな。この美しい神しん殿でんに汚けがらわしい獣けもの堕おちがいるなど、想像しただけで虫むし唾ずが走る。まさに冒ぼう瀆とくだ。とっとと死ね！」

〝背徳〟がまだ踏ふみ込こんでくる。──前回、腕うでを切断された失敗がある。

　肉にく薄はくされるのは危険だと考えて、俺は〝背徳〟の攻撃をかわして廊ろう下かへと転がり出た。大円匙を振り回す〝背徳〟の戦い方なら、狭せまい廊下はさぞ戦いにくいだろう。

　そう、思ったんだが──。

「自分から逃にげ場ばを捨てたか」

　俺を追って廊下に出てきた〝背徳〟は余よ裕ゆうの笑みだ。

　かと思えば、大円匙の先せん端たんを俺に向けて腰こしを落とした。

　距きよ離りは、目測で十歩──間合いとしては十分に離はなれている。警戒する距離じゃないが、咄とつ嗟さに伏ふせた。

　直後に廊下を揺ゆるがす爆発音。刃物が風を切る音。伏せた俺の頭上を掠かすめて、何かが凄すさまじい勢いで後方にすっ飛んでいく。

「はずしただと……!?　おのれ害がい獣じゆうの分際で──ッ」

　伏せた俺の眼前に、さっきまでは無かった細い鎖くさりが這はっていた。鎖を辿たどって視線を走らせると、一いつ端たんは裁定官へ、もう一端は床に転がる〝鉄板〟に繫つながっていた。

　そしてその鉄板は、円匙の先せん端たんによく似てる。

　理解した瞬しゆん間かん、俺は笑った。

　まったく──。

　変形式の大おお鎌がまを振り回す神父といい、〝大円匙の先端を火薬で射出する〟こいつといい。

「教会の奴やつらってのは、本当に面白い玩具おもちや持ってるよなぁ！」

　どう考えてもあの細ほそ腕うでじゃ俺の腕を叩き切れるはずがなかったが、火薬の爆発力で刃物を射出するなら話は別だ。

　追つい撃げきがこないのは、火薬の装そう塡てんと鎖の巻き取りに時間が必要だからか。──それならと、俺はキリキリと音を立てながら高速で巻き取られていく鎖を摑つかむ。

　途と端たんに、激痛とともに肉の焼ける音がした。

　鎖に触ふれた箇所から煙けむりが上がり、肉が膨ふくらみ、溶けていく。

「ぎッ──あぁああぁ！」

　ケラケラと、〝背はい徳とく〟は子供のような笑い声を上げた。

「まったく、ケダモノらしい浅はかさだ。鎖くさりを摑つかんで攻こう撃げきを封ふうじられる事への対策など、してるに決まっているだろう？　鎖には、肉を溶かす毒薬が塗ぬってある。さっさと鎖を離はなさなければ、せっかく残った手も使い物にならなくなるぞ」

　裁定官が鎖を引くと、溶けた肉が滑すべって鎖が動いた。

　だめだ──鎖を摑んでいられない。

　手を離して、咄とつ嗟さに鎖を踏ふみつけた。裁定官が忌いま々いましげに舌打ちしたが、所しよ詮せんこれも時間稼かせぎだ。

　俺は退路を探して視線を周囲に巡めぐらせた。

　それでようやく、そいつの存在に気が付く。

　裁定官の背後に立つ、黒衣の死神──大おお鎌がまを構えたもう一人の裁定官。

　なんであいつが自由になってんだ？　という疑問は、リーリの存在を思い出す事で解決した。そういや、カギ束はあいつに渡わたしてあったんだったな。

　殺やったと思った。

　ギラギラと光る大鎌の刃が、女の細い首に触ふれる。

　その、直前。

「〝隠いん匿とく〟──ッ貴様ぁああぁ！」

　獣けものめいた唸うなり声ごえを上げながら、裁定官は体を捻ひねってすんでのところで死神の鎌を避よけた。

　その手に握にぎられているのは、ナイフのように鋭するどく研いだ小型の円えん匙ぴ。振ふり向むきざまに襲しゆう撃げき者しやの体を突つき刺さそうとするが、円匙は虚むなしく空くうを切った。

　大鎌を手にした神父はいつもと変わらない優ゆう雅がな動きで床を蹴けり、〝背徳〟の間合いの外に着地する。

「終わりです、〝背徳〟。あなたはもはや逃のがれられない。抵てい抗こうしないのなら、苦しまずに終わらせると約束しましょう」
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「今回の件に関するあなたの裏切り行こう為いは、もはや疑いの余地はありません。私は主教様より、〝背徳〟の異い端たん性せいを裁定せよとの命令を受けてここにいる。よって──」

　突然、地下室を照らしていた松明の火が消えた。

　辺りは暗くら闇やみに包まれ、獣けもの堕おちの俺ですら視界が鈍にぶる。

　この中で自由に動けるのは神父だけだ。

「教会より貸し与えられたその命を剝はく奪だつし、ただちに死刑を執行します」

「そう簡単に──ッ殺らせるかぁ！」

　死刑宣告と同時に、〝背はい徳とく〟が叫さけんで爆ばく発はつ音おんと閃せん光こうが部屋を満たした。

　射出式大だい円えん匙ぴの空から撃うちだ。円匙の先せん端たんが装そう塡てんされていなくても、火薬を叩たたいて爆発を起こす事はできるらしい。

　俺おれ達が音と光にひるんだ一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、〝背徳〟は地下室を飛び出していった。

　それを追って神父が駆かけていく。

　俺も後に続こうとし、よろけてその場に倒たおれ込こんだ。

「クソ、足が……」

　ここにきて失血の影えい響きようが出てきたらしい。俺の意思とは関係なしにガクガクと震ふるえる足を、いらだち紛まぎれに殴なぐりつける。

「お兄ちゃん！」

　リーリが駆け寄ってきて、俺の体を助け起こそうと力を込めた。ありがたいが、リーリの力で俺の体を助け起こせるわけもない。

　と──誰だれかが松明に火をともした。

　顔を上げると、解放された囚しゆう人じん達が廊ろう下かに集まり、怯おびえた目をして俺を見下ろしている。

　──若い女ばっかりじゃねえか。

　俺は顔を顰しかめた。

　おおかた、〝背徳〟の生いき埋うめ趣味とやらの被ひ害がい者しやだろう。難なん癖くせつけて引っ張ってきて、生き埋めにして遊ぶつもりだったのは間ま違ちがいない。

　さしあたっては、こいつらをどうするか、だが……。

「……リーリ。こいつら洞どう窟くつの外まで連れ出してやれ。川を下っていくと、小さな村に着くはずだ。そこに教会騎き士し団だんがいる。そいつらに事情を話して、保護してもらえ」

「けど、お……お兄ちゃんは？　い、一いつ緒しよに、逃にげないと……！」

「そもそも、俺は連れの女を迎えにきたんだ。このまま逃げ帰るわけにゃいかねえよ」

「だけど……だけど、リーリ……一人じゃ……」

「お前にゃたくさんのお友達が付いてるだろうが。洞窟を安全に抜ぬけられるのはお前だけだ。お前がそいつらを守ってやれ」

「リーリ……が、守る……」

「──やめとくれよ！」

　叫さけんで、女が一人飛び出してきた。

　リーリを庇かばうようにその胸に抱だいたのは、誰あろう母親のリザだ。

「何を考えてんだい、こんな小さい子にあたしらを守れだなんて。大体、全部あんたらのせいじゃないか！　あんたらのせいで、うちの人はあんな目に……」

　ちらと集団に視線を投げると、囚人の一人に支えられているクレドの姿が見えた。

　神父が言っていた通り、手て酷ひどい拷ごう問もんを受けたらしく、立っているのも辛つらそうだ。

「その上、リーリまでこんなところに連れてきて……！」

「お母さん、違ちがうの！　リーリが……！　リーリがお願いして、それで……！」

「子供は黙だまっといで！」

　けど、と言いい募つのろうとするリーリの言葉を、リザは一切取り合わなかった。

　その子供の働きで牢ろうから出られたわけだが、その点は考えない事にしてるらしい。

「いいかいデカイの。あたしらはここを動かないよ。内側から鎖くさりで押おさえときゃ、誰だれも入ってこれやしない。〝墓はか掘ほり人にん〟は死罪になるんだろ？　だったら教会騎き士し団だんがくるのを待つのが一番じゃないか」

「──それまで〝背はい徳とく〟の手下どもが、お前らをほっといてくれると思うのか？」

　リザを遮さえぎって俺おれがそう言うと、リザはきょとんとして目をしばたたいた。

「俺が〝背徳〟なら、お前らに変な証言される前に殺しちまうがな。そうなる前に、さっきの神父が注意を引きつけてくてれる間に逃にげ出だす方が賢いと思わねぇか？」

　ざわめきが広がったところを見ると、そこまで楽観的な奴やつはいないらしい。

「に、逃げ出すったって……けど、リーリにそんな事……！」

　ぎゅっと、リーリが拳こぶしを握にぎり締しめた。その目には決意が浮うかんでいる。

　──時間がない。

　しのごの言っている場合じゃないと、リーリはよく分かってる。

「分かってるとは思うが、お前らが束になってかかってもリーリの聴ちよう覚かくや嗅きゆう覚かくには敵かなわない。敵の接近に真っ先に気付けるのはこのチビだ。──分かるか？　実際今この場で、敵の接近に気付いてるのは俺とこのチビだけだってよ！」

　言いながら、俺は服を割いて剣けんを手に縛しばり付つけた。

　リーリも全身の毛を逆立たせ、全力で長い廊ろう下かの先を睨にらみつけている。

　そして案の定──。

「酒と油をぶちまけろ！　徹てつ底てい的てきに火を放て！　一人も残すな、全員殺せ！」

　足音が聞こえ、男達が剣を手になだれ込んできた。

　所在なさげにしていた囚しゆう人じん達は、怯おびえて牢ろうの方へと逃げていく。

　リザはリーリの手を引いた。──そのリザの手を、リーリは振ふり払はらって俺の方に駆かけ寄よってくる。

「リーリ！」

「リーリ、守る……お父さんと母さんの事……お兄ちゃんの事！」

「馬鹿！　お前はそんな事考えなくていいんだ！　こっちにおいで、さあ、早く！」

　リーリは従わなかった。階段を下りてくる男達を赤い目でまっすぐに睨にらみ上あげ、恐きよう怖ふに全身を震ふるわせながら浅い呼吸を繰くり返かえす。

　足音が集まる。無数に。

　廊ろう下かが急に狭せまくなったように感じた。床が狭せばまっている──そう感じるほど、大量のネズミがあちこちから集まってくる。

　その異様な光景に、踏ふみ込こもうとしていた連中が後退した。

　立場が逆なら俺おれでも引いただろう。ネズミ二十匹で、場を混乱させるには十分だ。なのに今この場には、千を優に超えるネズミがひしめいている。

　そして、

「ひどい事する人、リーリ、大だい嫌きらい。──あっちに行けぇええ！」

　リーリの合図で、ネズミの大群が剣けんを持った男達に殺さつ到とうした。

　男達は悲鳴を上げながら廊ろう下かを駆かけ戻もどり、逃にげ切きれずにネズミにかみつかれて悲鳴を上げる。

　すべてのネズミが地下室から消えた時には男達の姿も消えていて、俺は感かん嘆たんの息を吐はいた。もっと言うなら、恐きよう怖ふに震ふるえ上あがってさえいた。

「こえぇ……ネズミ、超こえぇ……」

「あんまりしたくないの……みんな怪け我がしちゃうから……」

　敵を追おい払はらったというのに、リーリの表情は明るくない。

　みんなというのは、この場合ネズミの事を指すんだろう。ネズミを人間にけしかければ、一匹や二匹は殺される。リーリはそれが嫌いやらしい。

　少し悩なやんで、俺はテオのナイフを引ひき抜ぬいてリーリに差し出した。

「……あの、これ……」

「貸しておく。俺の親友の形見だ。そいつは十にもならないガキだったが、家族のために全力で戦ってた。俺よりもずっと強くて、勇気のある男のナイフだ。お前がこいつらを守るなら、こいつがお前を守ってくれる」

　俺が持ってる武器の中で、体の小さいリーリが扱あつかえるのはこれだけだ。

　実際に使わないにしても、ネズミの犠ぎ牲せいを払わなくても身を守れるという、心の支えくらいにはなるだろう。

　リーリはおずおずとナイフを受け取り、握にぎり締しめた。

「俺は必ずそのナイフを取りに戻る。だからお前はそれを持って、死んでも無事に家に帰れ。──行け！」

　うん、とリーリは頷うなずいた。

「みんな、こっち！　秘密の道があるから」

「──あ、そうそう」

　駆かけ出だしかけたリーリの背中を、俺はふと呼び止めた。振り返ったリーリに念を押おす。

「報ほう酬しゆうもその時に受け取るからな。──トマトシチューの隠かくし味あじ、忘れるんじゃねえぞ！」

「うん！　お母さんがやだって言っても、リーリがきっと教えるから！」

　なんの事だか分からない様子のリザの手を、リーリは摑つかんで引っ張った。

　全員が食料庫に消えたのを確認し、俺おれは気合を入れて立ち上がる。

「とりあえず、魔ま女じよを見つけねぇとな……」

　神父の話によると、どこかにもう一段階地下に降りる階段があるはずだ。

　壁かべに縋すがって廊ろう下かを歩くと、すぐにそれらしい扉とびらを見つける事ができた。

　他の部屋と違ちがって、ここだけが頑がん丈じような石せき扉ひだ。階下へ降りる途と中ちゆうの壁へき面めんにもびっしりと壁画が描えがかれているところをみると、宝物庫といったところだろう。

　階段を降りきると、鉄格子がある。近づいて中を覗のぞき込こむと、部屋の中心に鎮ちん座ざまします美しい魔女の、不思議な青あお紫むらさき色いろの瞳ひとみと目が合った。

　よう、と声をかける。

「酷ひどい様ざまだな、魔女さんよ」

　ゼロの両手足は頑がん丈じような鉄の枷かせで拘こう束そくされていて、枷から伸びる鎖くさりは床にがっちりと固定されている。

　鎖は短く、ゼロは立ち上がる事もできない状態だった。

　おまけに、俺の片かた腕うでをつまらなそうに弄もてあそんでいるものだから、笑っていいのか怒おこっていいのか分からない。

　そちらこそ、とゼロは俺の有様を見て微ほほ笑えんだ。

「随ずい分ぶん油断したではないか。あの〝背はい徳とく〟なる裁定官──本来君をそれほど追おい詰つめられる力はないだろう。片腕を奪うばわれて、残った手まで負傷するとは」

「円えん匙ぴの先せん端たんが火薬で飛んでくると思うか？　教会の玩具おもちやはいちいち予想外なんだよ」

　鉄格子をざっと調べ、今の俺では壊こわせない事を確認して肩かたを落とした。火薬はあるが、それで鉄格子を壊してもゼロを地面に拘束している鎖が壊せなければ意味がない。

「確認するが、自力じゃ出られねぇんだよな？」

「確認したが、自力では出られなさそうだ。どうしても鍵かぎが要る」

　じゃらりと、ゼロは鎖を鳴らしてみせる。

　そうか──それじゃあ、俺が出してやるしかねぇな。

「鍵取ってくるから、ちと待ってろ。すぐ戻もどる」

「待っているとも。──十年でもな」
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　神父が駆かけ抜ぬけた軌き跡せきが、切り捨てられた荒あらくれ者ものという形で残されていた。

　サナレの存在を警けい戒かいしてか、死体はどれもご丁てい寧ねいに細切れにされている。

　廊ろう下かを抜けて階段を駆け上がると、広大な広間に出た。

　大広間の中央には巨大な水すい盤ばんがあり、どういうわけか粉々に砕くだけ散ちって水を撒まき散ちらしていた。二階への階段と、神しん殿でんの外へと続く大おお扉とびらがあり、大扉の方も上半分が破は壊かいされている。

　そんな扉のすぐ脇わきで、神父が壁かべに身を隠かくすようにうずくまっていた。

「……死んだのか？」

　呟つぶやくと、真っ先に舌打ちが返ってくる。

　どうやら無事で、しかも元気だ。

　俺おれはぶらぶらと歩きながら、大扉に差さし掛かかかると、神父が急に声を荒あららげた。

「──ッ下がれこの馬鹿！　扉の前に立つんじゃない！」

　何事かと顔を上げると、破壊された扉から外の景色がよく見えた。

　見えたのは簡素な荷台と、その上に載っている〝大たい砲ほうのようなもの〟──しかし大砲にしちゃ、砲ほう身しんが細すぎる気がするが……。

　などと思っている間に、砲身が火を噴ふいた。

　鼓こ膜まくが破れるような炸さく裂れつ音おんが連続して響ひびき、俺は扉の陰かげに転がり込む。

　その間にも、薄うすい鉄板を叩たたく豪ごう雨うのような音とともに、〝何か〟が石いし畳だたみに弾はじかれて四方八方に飛び散っている。

　もうもうと煙けむりが巻き上がり、広間全体にざらりとした石の臭においが広がった。つまり、石畳が粉々に粉ふん砕さいされているって事だ。しかも遠えん距きよ離りからの攻こう撃げきで。

「なんだなんだなんだなんだ!?　おいなんだこりゃ何が起こってんだ！」
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「街道で私達を襲しゆう撃げきしたのと同じ武ぶ器きですよ！　あれのせいで外に出られもしない！」

　そういや、ゼロをルートラ大聖堂に護送中に、魔ま法ほうと勘かん違ちがいするようなわけの分からない攻こう撃げきにさらされたが、あれと同じ武器らしい。

　音が止まって、俺おれは恐おそる恐おそる顔を上げる。

　煙けむりの隙すき間まから見えるのは、綺き麗れいにえぐれた石いし畳だたみと、そこらじゅうに転がっている小指の先ほどの金属片だ。元は丸かったんだろうが、石畳に叩たたきつけられたせいで変形してる。

　材質は、加工しやすい鉛なまり玉だまか？

「あ……あれを打ち込んでたのか？　あの距きよ離りから、あの速度で、この数を？　どういう武器だよ！」

「連射式小口径砲ほう台だい、通称【啄木鳥ピークス】──魔ま女じよ殲せん滅めつのために教会が開発した〝殲滅神しん機き〟の試作機です」

「なんだその舌かみそうな名前！　ちっとも実感湧わかねぇぞ！」

「砲ほう身しんに火薬と砲ほう弾だんを詰つめて、火薬の爆ばく発はつ力りよくで弾たまを飛ばす……すなわち〝火器〟の発明はそう最近の話ではありません。それを大型にしたのが大たい砲ほうですが、他にも様々な形式の火器が教会内では実験、開発されています。〝背はい徳とく〟の武器を見たでしょう？」

「コレか？」

　俺は〝背徳〟が持っていた射出式の大だい円えん匙ぴを床に転がした。

「……なんであなたがそれを？」

「俺が鎖くさりを踏ふみつけてたから、逃にげる時に持っていけなかったんだろ。何かの役に立つんじゃないかと拾って持ってきたが、ここから【啄木鳥】とやらまでは届かなそうだしな」

　神父はそっと頭を抱かかえた。教会から与えられた神じん器ぎを簡単に放ほう棄きするとは、だとか、教会の英知が漏ろう洩えいする危険を考えるべきだ、とかブツブツと言っている。

「しかしまあ、火薬で円匙の先せん端たんを飛ばすとか、よくそういう馬鹿馬鹿しい事思いつくよな……」

「その馬鹿馬鹿しい思いつきの積み重ねの結果、大砲を含ふくむ火器が安全かつ安定して運用できるようになったんですよ。そして今度は、連射式にできないかという考えが出てきた」

「それで、できたのがアレか？」

　俺は神父の大おお鎌がまを指さした。ギラギラ光るその刃に反射して、〝背徳〟が化物のような武器を構えているのが見える。

　束ねられたほっそりとした砲ほう身しんと、砲身を回転させる取っ手。取っ手を回すと無限に連なる砲弾が砲身に吸い込まれていき、いちいち弾たまを込めなくても連続して発射できる仕組みらしい。

　俺は転がっている粉ふん砕さいされた扉とびらの破片を拾って、扉の向こうに投げてみた。それは地に落ちる前に【啄木鳥】の攻撃にさらされ、あっという間に粉々に砕くだけ散ちる。

　まさに、跡あと形かたも残らなかった。あれを相手にして正面から突つっ込こむのは、自殺行こう為い以外のなにものでもない。

　俺おれは壁かべにもたれかかり、座り込んで天井を仰あおいだ。

「持久戦でもこっちが不利だ。石造りの神しん殿でんじゃ火のまわりは遅おそいだろうが、それでもじきにあぶり出される。そしたらどうしたって蜂はちの巣だ」

「日が昇のぼれば、私も目が見えなくなります。夜のうちが勝負でしょうね」

「弾たま切ぎれはねぇのか？　あの武ぶ器き」

「馬車いっぱいに積んであるのを見ましたよ。その気になれば、一晩でも連射し続けられそうな勢い──」

　はたと、神父が顔を上げた。

「傭よう兵へい。あなた、足は負傷していませんよね？」

「なに？」

「重要な話です。──あなた、今の状態でどれくらい走れます？」










【幕間　楽園の思い出】










　じっとりと汗あせが滲にじみ、〝背はい徳とく〟の神官服を濡ぬらした。

　ドクドクと脈打つ心臓を胸の上から押おさえ、深く長く息を吐はく。緊きん張ちようでガンガンと頭が痛んだ。【啄木鳥ピークス】を構え、圧あつ倒とう的てき優位に立っているはずなのに、嫌いやな動どう悸きが収まらない。





　──あなたは選ばれたのよ。〈不完全なる数字セストゥム〉の協力者に。






　魔ま女じよどもを殲せん滅めつし、神しん殿でんのどこかにある【ゼロの書】を探していた〝背徳〟に語りかける声があった。

　サナレと名乗った〝それ〟は──実体もない不気味な〝もの〟は、粘ねばつくような不快な笑い声をあげ、気配だけで〝背徳〟にしなだれかかる。





　──あたし達に協力すれば、全部あなたの思うがままよ。教会での立場も保証されるし、

　　　教会が滅ほろんだ後はあたし達の仲間としてちゃあんと優ゆう遇ぐうしてあげる。






　悪くない話だった。教会からの「行いを改めよ」などという訓告にはあきあきしていたし、サナレの誘いは刺し激げき的てきで魅み力りよく的てきだった。

　なにより、あれは。──あのゼロという魔女は。

　あの美しい女は、教会の権けん威いのために火ひ炙あぶりにするなどと、あまりにも無ぶ粋すいが過ぎる。

　絶対に生きたまま埋うめなければ。そして、その美しさを永遠にとどめなければ。

　──あの、美しかった母のように。

　若くして死んだ〝背徳〟の母は、その死に様さえ美しかった。

　華か麗れいな柩ひつぎに横たわり、一番似合うドレスを纏まとい、無数の花に埋うずもれるその姿は、幼かった〝背徳〟が見たどんな儀ぎ式しきよりも清らかで──。

　眠ねむっているんだよ、と父は言った。

　母は眠っているだけで、今も墓の下でお前の夢を見ているのだと。

　幼心に、「そうか」と思った。その日から〝背徳〟の心の中で、美しい母の姿が揺ゆらいだ事は一度もない。

　父は醜みにくく老いさらばえ、病に倒たおれ、生きたまま腐ふ敗はいして死んだというのに──。

　父の葬そう儀ぎを終えた後、美しい葬儀が見たくて仕方がなかった。

　街を歩く美しい女を見るたびに、彼女達を救わなければという気持ちが止まらなくなる。

　老いから。病から。ありとあらゆる苦痛から。

　自分に神から与えられた使命があるとするのなら、それ以外にないと〝背はい徳とく〟は信じていた。

　教会など糞くそくらえだ。だが、あの美しい女神を疑った事は一度もない。

　腐くさりきった教会の連中には、もはや神の声など聞こえてはいないのだ。

　奴やつらを滅ほろぼすためには、まだ殺されるわけにはいかない。

　どんな小さな動きも見み逃のがすまいと、〝背徳〟は神しん殿でんの扉とびらを睨にらむ。【啄木鳥ピークス】の弾だん倉そうに弾たまを送るのは、回転式の持ち手だ。この回転速度が早すぎても、遅おそすぎても、【啄木鳥】は上手く動かない。

　焦あせるな、と自らに言い聞かせる。焦るべきは自分ではなく、相手の方だ。神殿には火を放った。時をおかずにあぶり出されてくるはずだ。

　魔ま女じよを拘こう束そくする牢ろうと鎖くさりの鍵かぎは、自分がしかと持っている。これがなければ、魔女を連れて逃にげ出だす事は不可能だ。

　魔女と【ゼロの書】さえ奪うばわれなければ──そして〝隠いん匿とく〟さえ殺してしまえば、まだ教会にはいくらだって申し開きができる。

　動きがあったのはその時だ。黒い塊かたまりが勢いよく飛び出してきて、〝背徳〟は反射的にそれを撃うった。

　その隙すきに、白い影かげが神殿から飛び出してくる。と同時に爆ばく音おんが響ひびいて、夜の闇やみにもうもうと土つち煙けむりが上がった。

「クソ……爆ばく薬やくか！」

　日中、強い日差しに乾かわかされた土はサラサラとしていて、爆ばく破はで濃こい土煙を立ち上らせる。

　夜の闇やみに加えてこれでは、かがり火をたいても視界が利かない。

　──それが、どうした。

「無む駄だな抵てい抗こうだ〝隠匿〟！　死ね！　死ね死ね死ねぇ──！」

　夢中になって持ち手を回転させ、〝背徳〟は土煙のなかに鉛なまり玉だまを飽あきる事なく撃ち込み続けた。砲ほう身しんが熱を持ち、寒さを感じていた体を温めてくれる。

【啄木鳥ピークス】が従来の大たい砲ほうと違ちがうところは、目標の変更が容易なところだ。連射しながら砲身を動かし、広い範囲を掃そう射しやする事ができる。

　弾が射出される反動は心地よく、鼓こ膜まくを震ふるわせる音は現実感を失わせた。

　けれども。

「どこを撃っているんです？　〝背徳〟──私が見えないんですか？」

　その声だけははっきりと聞き取れた。

　声は〝背徳〟が集中的に撃っていたのとはまるで違う場所から聞こえた。馬鹿な、いつの間にと目標を大きく修正する。

　その時。

　視界の端はしに、白い影が見えた気がした。

　さっき神しん殿でんから飛び出してきたのも、たしかに白い影だった。──だが〝隠匿〟は神官服である黒い装束を着ているはず。

　では、何だ？　この白い影は。

　どこかで聞いた覚えがあるというよりは、妙みように耳慣れた炸さく裂れつ音おんが響ひびいた。直後に、ガキンと鈍にぶい金属音がして、唐とう突とつに【啄木鳥ピークス】の動きが止まる。

「なん──ッ」

「──やったぞ神父！　走れ！」

〝背徳〟の目に入ったのは、見慣れた大だい円えん匙ぴだった。

　鋭するどく研いだその先せん端たんが【啄木鳥】の回転部にがっちりと食い込み、その作動を阻そ害がいしている。

　先端からは鎖くさりが伸び、その先には片かた腕うでのない白い獣けもの堕おちが苦しげに膝ひざをついていた。

　──あの、ケダモノ！

　放ほう棄きしてきた大円匙を拾って、あまつさえ使うなど。

　カッと頭に血が上った。食い込んでいる大円匙の先端を力任せに引ひっこ抜ぬき、高速で迫せまる足音に目標を定め直す。

「させるかぁああ！」

　吠ほえて、〝背徳〟は再び持ち手を回転させた。

　しかし。

「……噓うそだ。どうして──！」

　弾たまが出ない。気付けば、【啄木鳥】の砲身は連射のし過ぎで真っ赤に熱を持っている。

　冷れい却きやく──いや、詰つまった弾の排はい出しゆつが先か。いいやどちらも間に合わない。

　認識した瞬しゆん間かんには、すべてが手て遅おくれだった。

　大おお鎌がまを振ふり上あげた黒衣の裁定官が、見開いた〝背徳〟の瞼まぶたに映り込む。

　殺意の込められた強い瞳ひとみだった。

　──一度も、私の事など見なかったくせに。

「殺す時になって、そんな目で──」

　刃やいばが振り下ろされ、鮮せん血けつが散る。

　首を落とされると思ったのに、〝隠匿〟の刃は腹を裂さいた。

　勢い馬車から転がり落ち、地面に倒たおれた〝背徳〟の首にヒヤリとした感覚が絡からみつく。無意識に触ふれると、糸の感かん触しよくがあった。

　小指一本で〝隠匿〟は〝背徳〟の命を断てる。

　その、状じよう況きようで。

「【ゼロの書】と、ゼロの鍵かぎの場所を」

　〝隠いん匿とく〟が口にしたのは、質問ではなく命令だった。
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　勝負がついたのは、遠目からでも見て取れた。

　しかしまあ、大量出血状態での全力疾しつ走そうはさすがにきつい。神父に合図を送った直後、数秒気を失ったような気がする。

「なんとか博ばく打ちに勝ったらしいな……」

　笑って、俺おれは大だい円えん匙ぴの持ち手に縋すがって立ち上がった。

　二手に分かれて【啄木鳥ピークス】連射させ、砲ほう身しんの温度が限界まで上がるように仕向ける事がまず一点。

　回転する【啄木鳥】に大円匙を打ち込んで、不具合を誘ゆう発はつするのがさらに一点。

　ただでさえ、【啄木鳥】の弾たまは鉛なまり製せいだ。温度の上がった砲身の中で溶けるだろうし、その状態で連射が止まれば弾たま詰づまりの原因になるだろうというのが神父の考えだった。俺としては、普ふ通つうに二手に分かれて突つっ込こんだ方がいいような気もしたんだが……なんにせよ、成功したならどっちでもいい。

　俺は重たい体を引きずるようにして、地面に転がっている〝背はい徳とく〟と、その側に立っている神父に近づいた。

「本と、鍵かぎか……はは、さぁどうだっただろうな。忘れてしまった。どうせ死ぬなら、秘密を抱かかえて死んだ方が気分もいいだろう」

「楽に死にたくはないのですか？」

「それよりお前を困らせたい」

　ひゅう、と苦しげな息を吐はきながら〝背徳〟は笑った。

「……困りはしませんよ。少し煩わずらわしく感じるだけで」

　冷たいなぁ、と〝背徳〟は苦しげに眉まゆを寄せて咳せき込こんだ。

「では、こう言ったら困るかな……？　キスしてくれって……そうしたら、本も鍵もくれてやるって……そう言ったら──」

　神父は表情一つ動かさず、血まみれの〝背徳〟に覆おおい被かぶさった。一いつ瞬しゆんで離はなれて、「それで？」と言う。

〝背徳〟はぽかんとして神父を見上げ、苦々しげな笑みを浮うかべた。

「嫌いやな男だな……お前は。──そんなにあの本が欲しいか……？」

「世界を滅ほろぼす力を持った危険な本です。放置するわけにはいきません」

「ここにはないさ。〝犬〟に命じて……持ち去らせた……私が死んだら、どうするだろうな。ああ、きっと売うり払はらって金に変えるだろう」

　楽しげに笑って、〝背徳〟は血を吐きながらむせ返った。そんな〝背徳〟を見下ろして、神父はただ「鍵かぎは？」と質問する。

「鍵は……ここ」

〝背はい徳とく〟は血を溢あふれさせている腹に触ふれる。

「飲み込んだんだ……吐はき出だすつもりで。せいぜい探せ……私の死体に、縋すがって……な」

「……いいでしょう」

　神父は頷うなずいた。

「これをもって、あなたから〝背徳〟の罪業を剝はく奪だつし、その命を回収します。──さようならクレセンシア」

　一いつ瞬しゆん、〝背徳〟は目を見開いた。

　ゆるゆると視線だけで神父を見上げ、ああ、と穏おだやかな吐と息いきを漏もらす。

「私の、名前……」

　覚えていてくれたのだな、と囁ささやいた〝背徳〟の首が、音もなくゴロリと落ちた。
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　その表情がどうしてか幸福そうに見えて、俺おれをなんとも言えない不快な気分にさせる。

　神父は裂さけた女の腹にその手を突つっ込こみ、軽く探っただけで小さな鍵かぎ束たばを引きずり出した。鍵は二つで、牢ろう屋やと枷かせの鍵だろう。

　無言で投なげ渡わたされたので、無言で受け取って立ち上がった。

　窓という窓から炎を吹き上げる神殿に駆かけ込こむ直前、ちらと肩かた越ごしに神父の様子をうかがった。

　俯うつむいたその表情はわからないし、唇くちびるが動いているようにも見えない。

　それでも、何かを悔くいているように見えたのは俺おれの気のせいじゃないだろう。




　酒や油の燃料を得て元気よく燃える炎をかいくぐり、鍵かぎを持って牢ろうに戻もどると、ゼロの吞のん気きな声が出で迎むかえた。

「思ったよりも早かったではないか、傭よう兵へい」

　などと、ほんの少しも俺の無事を疑っていなかった雰ふん囲い気きだ。

　牢の扉とびらはあっけなく開いて、俺は久々にゼロと〝自分の腕うで〟に対面する。

「十年かかると思ったか？　あいにく俺はどっかの十三番よりせっかちでな」

　足あし枷かせに鍵を挿さし込こんで回すと、重たい音がして外れた。

　だが、それだけじゃゼロは解放できない。ご丁てい寧ねいにも、鎖は腕の枷にも繫つながっている。

　俺は足枷に使ったのと同じ鍵を、腕の枷にも差し込んだ。

　その瞬しゆん間かん、ぞっとするような嫌いやな感覚があり。

　引っかかるような異物感──抵抗感。

　鍵が深く挿さらない。

　角度を変えても、一度抜ぬいて挿し直しても同じだった。

　まさか。──まさか。

「傭兵……？　どうしたのだ？」

「──鍵が」

　声が震ふるえた。

「鍵が合わない」

　口に出して言った途と端たんに、焦あせりが俺を支配し始めた。

　神父が俺によこした鍵は二つだ。一つは牢の鍵で、もう一つの鍵ですべての枷が外せると思っていたが──腕の枷をはめたのはそもそも教会騎き士し団だんだ。

〝背はい徳とく〟はそれを横からさらっていっただけなんだから、あの女が腕の枷の鍵を持っているわけがない。

　どうする？　どうすりゃいい。

「──傭兵、君だけで逃にげろ」

「……何？」

「このままでは、もろともここに閉じ込められる事になるし、君の体はここでの籠ろう城じように耐たえられる状態にない。そうなれば、我わが輩はいを救ってくれる者がいなくなる。だが君だけでも逃げれば、時間はかかるが我輩を救い出せる」

　やけに静かな声でゼロが言った。その声で、混乱しかけていた俺の頭がすっと冷える。

　ああそうか、そうすりゃいいのかと納得する俺おれがいた。

　だが、体の方が動かなかった。

　ダメだ、と思う。思った瞬しゆん間かん、その言葉は声になっていた。

「……ダメだ」

「ダメではない！　我わが輩はいは魔ま女じよだ。数日──いや一年ここに閉じ込められたとしても、おそらく死にはしないだろう。君は絶対に迎むかえにくると、我輩は信じている。だから──」

「ダメだ！」

　俺は吠ほえた。

　その勢いのまま、ゼロを拘こう束そくする鎖くさりを摑つかむ。

　俺が何をする気か察したのか、ゼロは俺の腕うでを摑んで押おしとどめようとした。

「無理だ傭よう兵へい！　魔女を拘束するために作られた教会の鎖は、そう簡単にはちぎれない。万全の状態ならまだしも、今の君では──！」

「うるせぇ下がってろ！　やってみなきゃ分からねぇだろうが！」

「やらずとも分かる！　片腕しかない状態で、血も流しすぎている。今の君では、普ふ段だんの半分の力も出せはしない！」

「──だから、どうした」

　力を込めて鎖を引くと、杭くいがギシリと軋きしんだ。ゼロの鎖を石いし畳だたみに固定している、鉄製の杭だ。首元まで深く打ち込まれた杭は、地の底まで達してるんじゃないかと思うほど絶望的に動かない。

　だが、それでも。

「俺は絶対にお前を置いては行かねぇぞ。俺はもう二度と、誰だれも置いて行かねぇって決めたんだ！」

　俺は過去に二回、仲間を置き去りにして逃にげ出だした。

　一度目はゼロを十三番のところに置いて逃げ出し、二度目は聖都アクディオスでテオを置き去りにした。

　どちらの時も心底後こう悔かいしたし、テオはもう、いくら後悔しても生き返らない。

　あれで、最後だ。

　俺は歯を食いしばった。

　鎖を腕に絡からめて、全ぜん身しん全ぜん霊れいの力を込めて引っ張った。そうするとまた腕の傷からだらだらと血が溢あふれ出だし、石いし畳だたみに滴したたり落おちる。

　石畳に広がった自分の血を踏ふんで、思い切り転んだ。ゼロがいかにも人間らしい悲鳴を上げて、倒たおれた俺にしがみつく。

「無む駄だだと言ってるのが聞こえないのか、傭兵！　我輩はテオとは違ちがう！　置いて去るのが最善の選せん択たくだ！」

「俺おれはテオの時だって、それが最善だと思って置いてきたんだ！」

「それは──ッ」

「何をもたもたしているんです？　蒸し焼きになりたいんですか！」

　神父の怒ど声せいが牢ろうの外から飛んできて、ゼロは叫さけんだ。

「神父！　頼たのむ、傭よう兵へいを連れて行ってくれ！　鍵かぎが合わず、我わが輩はいはここから出られない。このままでは共とも倒だおれだ！」

「……鍵が？　そんな、胃には二本しか──」

　他にも隠かくしていたのか、と吐はき捨すてて、神父は一いつ瞬しゆん迷った。そのまま立ち去るかと思ったが、予想に反して駆かけ寄よってくる。

「引っ込んでろ神父！　今てめぇと殺やり合あってる暇は──」

　神父は俺を無視して、鎖くさりを摑つかんだ。

　何？　と俺が目を瞬またたいている間にも、杭くいに杖つえを引ひっ掛かけてゼロに握にぎらせている。

「ゼロ、テコの原理を知っていますね？」

「う、うむ……」

「私の杖を貸します。言っておきますが、これはあなたがどんなに全力を出しても、曲がりも壊こわれもしませんから死ぬ気で力をかけて下さい。私と傭兵が全力で鎖を引きますから、それに呼吸を合わせて」

「おいこら何仕切ってんだてめぇ！　なんのつもりだ？　これは俺の仕事だ！　神父なんぞに手伝ってもらういわれは──」

「道具を選り好みしてる場合ですか！」

　鋭するどく言い返されて、思わず黙だまった。

　俺と、ゼロと、神父と──気が付けば、この中で冷静なのは神父だけだ。

　いつも冷静なゼロでさえ、俺を止めるのにただ必死だった。

「ゼロが死ぬと私も困るんですよ。〈不完全なる数字セストゥム〉が暗あん躍やくしている以上、ゼロの情報は何よりも重要です。つべこべ言ってないで、死ぬ気で力を入れなさい。腕わん力りよく以外に能がないんですから」

「そ、んなこたぁ……い、言われなくても分かってんだよ！」

　立ち上がり、鎖を摑んだ。神父も鎖を握り込み、拷ごう問もんされた体で顔色一つ変えずに腰こしを落とす。ゼロは神父の杖の一番端はしをしっかりと摑んだ。

　三人で息を合わせて、同時に力を込める。

「せ……えぇのおぉおお！」

　ギ、ギと杭が鈍にぶく軋きしんだ。

　石いし畳だたみの表面に亀き裂れつが走り、杭が少し傾かたむく。

　ゼロが目を輝かがやかせた。

「動いた……抜ぬけるぞ、この杭くい！」

「気を抜くな、もう一度！」

　石いし畳だたみの亀き裂れつが広がった。杭が大きく傾かたむき、ずれる。

　石畳に血と汗が滴したたった。天井が炎にあぶられているせいか、地下室には熱気がこもり始めている。

「これで最後だ……！　お、ら、あぁああぁあぁ！」

　腹の底から吠ほえて、全身の力を込めて鎖くさりを引いた。鈍にぶい音がして石畳の亀裂が広がり、鉄の杭が引っこ抜ける。勢い余ってゼロの体ごと引き寄せる形になり、俺おれは慌あわててゼロの体を抱だき止とめた。

「……抜けたぞ、傭よう兵へい」

　気抜けしたようにゼロが言った。

「抜けたな……魔ま女じよ」

　思わず笑いだしそうになる。笑いだしそうになったが、和やかな雰ふん囲い気きを堪たん能のうしている場合じゃない事くらい、かなり血の巡めぐりが悪くなってる頭でも判断できる。

　俺はすぐさまゼロを担いで立ち上が──れなかった。

　力を込めたはずの足が突とつ然ぜん萎なえて、崩くずれ落おちる。

　その左右を、ゼロと神父が支えて俺を無理やり立ち上がらせた。

「傭兵！　手を貸す、立て」

「もたついてる時間はありませんよ。見捨てられたくなかったら死ぬ気で立ちなさい」

「いや、っていうか……俺はお前が魔女だけ連れてトンズラするかと思ったんだが……」

　この期ごに及んで憎にくまれ口ぐちが無意識に出てくるんだから、俺のひねくれ方も年ねん季きが入ってる。神父は俺の言葉に忌いま々いましげに舌打ちし、

「女神は慈じ悲ひ深ぶかくていらっしゃる。神に感謝する事ですね」

　とまるで答えになっていない答えを吐はいた。

　ゼロと神父の助けを借りて、どうにか神しん殿でんの外に転げ出る。

　幸いにも、地下から地上へは隠かくし通つう路ろを使えばすぐだ。神殿が燃え落ちる前に安全なところまで退たい避ひする。

　そこで、俺は完全に力尽つきた。

　血の流し過ぎで体が震ふるえるし、夜という事を考こう慮りよしても何も見えない。崩れ落ちた俺の体を抱きながら、ゼロは神父を睨にらんだ。

「神父！　我わが輩はいの腕を切り落とせ！」

「な……なんです突とつ然ぜん！」

「この枷かせがある限り、我輩は魔ま法ほうを使えない。鍵かぎがないのなら、腕ごと切り落とすしかないのだ。そうすれば傭兵の傷を治せる」

　馬鹿野郎、と、俺おれは弱々しいながらもどうにか吠ほえた。

「それをするなら、さっき地ち下か牢ろうでやってたっつうの。ちょっと疲つかれただけだ。少し休めば動ける」

「しかし──」

「お兄ちゃん！」

　突とつ然ぜん、聞こえるはずのない声が聞こえた。

　俺達はそろって目を見開き、何事かと声の方に振ふり返かえる。

　駆かけてくるのは、小さなネズミの獣けもの堕おちだ。──あいつ、全力で走る時は四足なんだな、などとどうでもいい事を考える。

「リーリ、なんで戻もどって……」

　きたんだよ、と聞く前に、俺はリーリの背後に立つ集団を見て啞あ然ぜんとなった。

　その、揃そろいの甲かつ冑ちゆう姿すがた。

「あれは……」

　神父が立ち上がった。ゼロもぽかんとして口を開けている。

　どうやら俺が幻覚を見ているわけではなさそうだ。

「きょ……教会騎き士し団だん!?」

　リーリが連れてきたのは、およそ二百人はいようかという完全武ぶ装そうの教会騎士団だった。
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　何がどうなって、こうなっているのか──という説明は、聞くまでもなくリーリが早口でまくし立てた。

「あのね、洞どう窟くつ出たらね、この人達がいてね……悪い裁定官を捕つかまえるためにきたんだって！　それでね、洞窟で迷子になるから、リーリが連れてきてね……！」

「悪い裁定官って……」

　俺はそっと神父を見た。

「わ、私じゃありませんよ！」

「いかにも──〝隠いん匿とく〟ではない。罪があるのは〝背はい徳とく〟だ」

　答えたのは、教会騎士の一人だ。

「先日、負傷した教会騎士が報告に現れた。〝背徳〟の手下を連れてな。手下は〝隠匿の下げ僕ぼくである獣堕ちが血迷った〟と報告を上げてきたが、教会騎士は〝背徳〟の脅おどしとその手下の監かん視しに屈する事なく、かの者の裏切り行こう為いを包つつみ隠かくさず報告した」

　そして、急きゆう遽きよ討とう伐ばつ部隊が組まれ、魔ま女じよの隠れ家にやってきたのだという。

　だが、洞窟から先へはやはり進めない。──そこに、リーリが囚しゆう人じん達を連れて現れた。

　リーリは教会騎き士し団だんを連れて再び洞どう窟くつに入り、神しん殿でんに案内しようとしたところ、逃にげ出だしてきた〝背はい徳とく〟の〝犬〟どもと遭そう遇ぐうし、その場で全員拿だ捕ほ──〝犬〟の一人が持っていた【ゼロの書の写本】を取り上げ、今に至るという流れらしい。

　そう説明されてしまえば、なるほどそうかとしか言えない。

「……つまり【ゼロの書】は結局、教会に回収されちまったって事か……？」

「うむ……そのようだな……」

　無む駄だ骨ぼねか？　いや、俺おれ達の介入がなけりゃ、〝背徳〟の裏切り行こう為いは判明しなかったわけだし、サナレの計画を潰つぶしたという意味では目的は達成されたのか……。

　それにしたって、写本が教会の手に渡わたっちまったら、どっちにしろ最悪の結果と言えるかもしれないが……。

　俺とゼロが呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、リーリが俺にナイフを差し出した。

「あの、これ。これね、リーリ達、守ってくれたよ。食料庫に行ったら、小麦袋で潰つぶした人が起きてて、それで、襲おそってきて……ナイフがなかったら危なかったの」

　褒ほめて褒めてと言いたげに、リーリは大きな耳をぴくりと動かした。

　リーリからてナイフを受け取ると、誇ほこらしげなリーリの笑顔に重なって、そばかすだらけの少年の顔も見えた気がする。

「……よく頑がん張ばったな」

　褒めると、リーリは勢いよく頷うなずいた。しかし俺の様子が明らかにおかしい事に気がついて、そわそわとし始める。

「血だらけ……寒そう……」

「おい、よせ……不安そうな目で見るんじゃねえ、そんな目で見られると、本気で今すぐ死ぬような気がしてくるじゃねえか」

「し、死んじゃうの!?」

「死なねぇよ！」

　ああ、血が足りねぇから怒ど鳴なるとクラっとくる。

　と、ゼロが「あ」と声を上げた。

「教会騎士団という事は、鍵かぎを持っているのではないか？　我わが輩はいの枷かせを外せるだろう！」

「ああ──いえ、それは……」

　神父は「それもそうだな」という顔をしてから、はっとして渋じゆう面めんを作る。

　そんな神父に代わって、教会騎士が答えた。

「お前が噂うわさの〝ゼロ〟か……なるほど魔ま性しようの美しさだ。だからと言って、魔ま女じよを拘こう束そくする枷を外すほど、我々は愚おろかではない」

「今だけだ！　傭よう兵へいは死にかけている。我輩ならすぐにでもこの傷を塞ふさげるのだ！　傭兵を治したら、その後再び枷をはめればいい！」

　ゼロの言葉に、騎き士しは嘲ちよう笑しように近い表情を浮うかべてみせる。

「──魔ま女じよとはもっと狡こう猾かつな生き物だと思っていたが……それで我らが枷かせを外すとでも思っているのか？　確かに獣けもの堕おちは瀕ひん死しのようだが、たかだかケダモノ一匹──死んだところで、魔女にとってはどうという事はないだろう」

「ふざけるな！」

　ゼロは怒ど鳴なった。

「貴様らにとっては〝ケダモノ一匹〟だろうが、この男は我わが輩はいにとって唯ゆい一いつの友だ。傭よう兵へいの命と引ひき換かえならば、我輩は〝ヒト百匹〟を殺すくらい躊ちゆう躇ちよはしないぞ……！」

「口を慎つつしみなさい、ゼロ！」

　鋭するどく名を呼ばれ、ゼロは神父を睨にらみつけた。

　しかし神父と一いつ瞬しゆん視線を交わし、俺と神父を見比べてから、忌いま々いましげに黙だまり込こむ。

　神父は教会騎士団と俺達の間に割って入るように、部隊長と思しき男の正面に立った。

「【写本の回収】と、〝背はい徳とく〟に捕とらわれていた民の救出──ご苦労様でした。ではこれよりゼロを主教様のところまで護送しますが、ゼロがそもそも私の監かん視し下かにある協力者である事は把は握あくしていますね？」

「聞き及んでいる。今回の事件を起こした魔女とは、無関係な魔女であるとな」

「では、丁てい重ちように扱あつかっていただけますね？　その者には、今後も様々な面で教会の役に立ってもらうつもりです。下手に傷を付けられては私が困る」

「冗じよう談だんだろう？　相手は魔女だぞ」

「だから、なんです？」

　神父のその言葉にぎょっとしたのは、教会騎士だけではない。

　俺もゼロも目を瞬またたき、お互いに顔を見合わせる。

　魔女だから、なんだというんだ──などという言葉は、少し前の神父なら決して口にしなかっただろう。魔女なら即悪だと決めつけて、殺そうとしていた男だ。

　教会騎士は軽く頰ほおを引きつらせた。

「〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官ともあろう男が、魔女に情でも移したか？　協力的だろうと、魔女は魔女だ。存在しているだけで害悪だろう！」

「ええ、ですから──〝だからなんだ〟と言っているのです。まさか高こう潔けつな教会騎士ともあろう方々が、〝存在が害悪だから〟という理由で、協力的な魔女を〝腹いせの対象〟にしようなどと考えているわけではありませんよね？」

　教会騎士は言葉を詰つまらせ、気まずそうに目を逸そらした。

　どうやら、そのつもりだったらしい。──っていうか、〝そのつもりだと知っていた〟から神父は牽けん制せいしたんだろう。

　あのままほっといたら、何もできないゼロが教会騎士団に好き放題されていた可能性が高い。──と、想像しただけで死ぬほど腹が立ってきた。食い殺すぞ教会騎き士し団だん。

　そんな思いを込めて相手を睨にらんだ俺おれの頭を、神父が杖つえで殴なぐりつける。

「いってぇな！　てめぇ、瀕ひん死しの俺にとどめを刺さす気か！」

「それだけ喚わめけるなら、しばらく死にはしないでしょう。おとなしく死にかけていなさい。その方が話が簡単です」

「んぐ……ぎ……この……！」

「まずは獣けもの堕おちに治ち療りようを。しかるのち、魔ま女じよとともにルートラ大聖堂に護送します。忠告しておきますが、もし獣堕ちが死んだりしたら──少々やっかいな事になりますよ？　私は〝腕うでを切り落とせば魔ま法ほうが使えるようになる〟と言い出す魔女と、準備もなしに殺し合うのはごめんですからね」
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　──もしかしなくても、神父に庇かばわれたという状じよう況きようだった。

　神父が教会騎士団を牽けん制せいし、脅おどし、説得してくれたおかげで、俺達は極めて安全かつ快適にルートラまでの道中を過ごす事ができた。

　神父の監かん視しのもと、教会騎士団による手厚い治療を受けたおかげで俺もどうにか生きている。

　──とはいえだ。

「……まあ、当然こうなるよな」

　大聖堂の地下にある牢ろう獄ごくである。

　その真ん中でだらりと転がりながら、俺はもそもそとかび臭くさいパンをかじっていた。

　一応〝神父の下げ僕ぼく〟って扱あつかいになってはいるが、それでも教こ会こには獣堕ちを丁てい重ちようにおもてなししてくださる習慣なんぞありはしない。

　別に罪を犯したわけじゃねえが、獣堕ちが大聖堂内部に滞在するなら〝ここ〟しか置いてやる場所はないと言われては、俺には従う以外に道がない。

　しかしまあ、それでも飯を食って一晩寝ねたら本当に回復するんだから、獣堕ちの頑がん丈じようさってのは恐おそろしい。

　なんとなく、昔に比べて傷の治りが速いような気もするが……ただゼロと会ってから、大おお怪け我がをする機会が増えたってだけかもしれねぇな。

　ゼロが俺と引ひき離はなされて、神父とともに教会のお偉えら方がたと対面するはめになった事だけが気がかりだが、漠ばく然ぜんと「どうにかなるだろう」という気がしていた。

　というか、ゼロならどうにかするだろう。

　──とかなんとか言ってるうちに、〝どうにか〟なったらしい。

　牢ろうに近づいてくる足音に気づいて体を起こすと、神父とゼロが牢の前に立っていた。

　その後に続いて現れた黒い装束の集団に、俺おれは目を瞬またたく。

　全員フードで顔を隠かくしているし、とてもまともな集団とは思えない。

「……こりゃなんの集まりだ？」

「七大聖堂より派は遣けんされた、視察団の方々です。ゼロが彼らに魔ま法ほうを見せる」

「魔法って？」

「あなたの治ち療りようですよ」

「見ての通り、かなり回復してるが」

　俺が答えると、神父がいかにも重たげな麻あさ袋ぶくろを放り出した。はずみで袋の口が開いて、中身が見える。

「俺の腕うでじゃねえか」

「そう、君の腕だ。──今からそれを繫つなげる」

　ゼロの言葉に、俺は首を前に落として聞き返した。

「どこに？」

「他の候こう補ほを考えた事はないが……君の肘ひじ以外の場所には収まりが悪そうだな」

「笑いどころか？」

「喜びの笑いなら、今の状じよう況きようにはピッタリだ」

　なるほど、真面目な話らしい。

　ゼロが神父に向かって両腕を突つき出だすと、神父は鍵かぎを使ってその腕の枷かせを外す。

「お、おい、いいのかよ！　そいつら教会のお偉えら方がたなんだろ？　そんな奴やつらの前で……」

「よすのだ傭よう兵へい。それはさんざん議論し尽つくした。〝それでも実際に魔法が見たい〟という結論に至った。そもそも彼らは主教代理であって、〝お偉方〟ではないという。ならば、まかり間ま違ちがっても陥かん落らくするのはルートラ大聖堂一つ──〝痛くはない〟というのが教会の下した決断だ」

「そいつぁ豪ごう気きな話だな……」

「そうだろう？　我わが輩はい、少し教会が好きになった。我輩が魔法を見せる代わりに、回収した写本は焼き捨てる約束だ。しかるのち、神父が正式に同行する事で話がついた。〈不完全なる数字セストゥム〉の情報を共有すべくな」

　勝手にとんでもねぇ話つけてきてんじゃねえよ、と喉のどまで出かけたが、魔女に対する待たい遇ぐうとしては破格も破格の対応だ。

　今回の一件で、教会も〈不完全なる数字〉の存在を強く意識したはずだ。それに対抗する意思と力を持っている魔女が教会の役に立つなら、生かして利用するのが最善という考えなんだろう。

「さあ、君の腕を繫げよう。君の腕なのだから、やはり君の肩が一番収まりがよさそうだ」

　牢ろうの扉とびらが開いて、ゼロが腕を引きずってなかに入ってくる。

　長い布を使って腕うでを俺おれの肘ひじに固定すると、ゼロは立ち上がって数歩下がった。

「せっかくの機会だ、大技を見せるぞ」

　言って、ゼロが大きく腕を開いた。

　左右に広げた腕をゆっくりと回し、上下の位置に固定する。淡あわい光の軌き跡せきが二つ、弧こを描えがくように空中に残った。




「デイアレス　ナイレス　ヴィードレス　スクラ」




　空中に描かれた光の軌跡が、ふと歪ゆがんでくねりはじめる。

　──白い蛇へびだ。それが、二匹。




「輝かがやける白き蛇の翼つばさより　下れ　那な由ゆ他たの生命の風　我が息吹の届く限りの地において　遍あまねく万死を退けよ」




　するすると、二匹の白い蛇がお互たがいに絡からみ合あい、白くつるりとした額を寄せ合う。

　その背中が割れ、鳥の羽が大きく左右に広がった。

　羽は二匹の蛇にそれぞれ一つずつ──二匹の羽を合わせて、ようやく一対の翼になる。

「守護の章・第七頁けつ──〈癒風メディクルヴィア〉！　承認せよ──我はゼロなり！」




　高く宣言しながら、ゼロは外がい套とうを摑つかんだ。布を盛大に振ふり上あげて風を起すと、二匹の蛇が翼を羽ばたかせながら飛び去り、ふと消える。

　気が付くと、全身の痛みが引いていた。腕も確かにくっついている。

「信じらんねぇ……腕が普ふ通つうに動く」

　繫つながった腕を曲げたり伸ばしたりしてみても、違い和わ感かんも痛みもない。

　おお、と視察団の連中がどよめいた。

「妄もう言げんではなかったか……しかし、切断された腕がああもたやすく……」

「ああ、まるで奇き跡せき──」

「しっ！　言葉に気をつけろ。あれは魔女で、使ったのは魔ま法ほうだぞ」

　ヒソヒソと囁ささやき合あう視察団を、ゼロがにやにやと眺ながめている。

　神父はそんなゼロの様子に息を吐つき、ふと動きを止めた。

「……爪つめが……元通りに……？」

　神父は、〝背はい徳とく〟の拷ごう問もんですべての爪を剝はがされていたが、それがきれいに生はえ揃そろっている。

　するとゼロは「おまけだ」と微ほほ笑えんだ。




「〈癒風メディクルヴィア〉は、癒いやしの風に触ふれた者を治ち癒ゆする魔ま法ほうだ。風が偶ぐう然ぜん君にも届いて、傷が癒いえたのだろう」

　あ、と声を上げたのは視察団の一人だ。

「膝ひざの痛みが消えている……先日痛めてから、ずっと辛つらかったのに」

「わ、私も頭痛が消えて……」

　──なるほど、やりやがったなこの魔ま女じよ。

　俺おれは傍かたわらのゼロを睨にらんだ。

「お前、わざと連中にも風が当たるようにしただろ」

「傭よう兵へいを癒しただけでは、不正だなんだと言われる可能性もあるからな。この場にいる全員を巻き込むのが適切だろう。この狭せまい地下なら、多少距きよ離りがあっても風は届く」

「ったく、抜ぬけ目めねぇ女だよお前は……」

　呆あきれて言うと、ゼロは「魔女らしいだろう？」と楽しげに笑う。

　神父は複雑そうな表情のまま、俺達の会話が聞こえていないふりをした。

[image: ]










【幕間　〈不完全なる数字〉】










「あーあ、もう少し頑がん張ばってくれると思ったのだけど……想像以上に役立たずだったわねえ、あの裁定官。まさかゼロが教会と手を組むなんて、魔ま女じよの風上にも置けないわ」

　苛いら立だたしげな舌打ちが、薄うす暗ぐらい部屋に響ひびいた。

　明るい茶ちや髪ぱつを後頭部へと編あみ上あげた複雑な髪かみ型がたと、右目を飾かざる派手な片眼鏡──顔立ちは高貴だが、その唇くちびるにはひどく似合わない陰いん鬱うつな表情が刻まれている。

　それは過去に王女であった存在──サナレにその肉体を明あけ渡わたした、アムニルだった女の成れの果てだ。

「けど、心配しないでお師匠さま。ルートラ大聖堂のお膝ひざ元もとで起きた魔女騒さわぎの影えい響きようは、決して小さいものではないわ。教会の権けん威いは保たれてしまったけど、民は魔ま法ほうに憧あこがれを抱いだき、教会は魔法を警けい戒かいし、ウェニアス王国では順調に魔法使いが増えている」

　ゆらりと、黒い影かげが揺ゆれた。

　闇やみに溶とけるような黒のローブに、輝かがやくような銀色の髪──それはゼロと、よく似ている。

「詠よみ月つきの魔女が動いた。──備えよ。戦争が始まる」

　それだけ言い残し、蠟ろう燭そくの炎が揺ゆらぐ間に影は消えてしまう。消えてしまった存在の気配の余よ韻いんに浸ひたり、ほう、とサナレは息を吐いた。

「戦争が始まるわ。魔女と教会の殺し合いが──そして勝つのは魔女の方。──ああ、忙いそがしくなるわ。その前に少し休まなくっちゃ。ラウル、お湯のお世話をしてちょうだい」

　呼びかけられて、部屋の隅すみに控ひかえていた馬の獣けもの堕おちは顔を上げた。ラウルの上半身は完全な人間だが、その下半身には馬の四し肢しがついている。

　その前足で軽く地面をかき、ラウルは冷たくサナレを見た。

「姫様の体を危険に晒さらさないでください」

　馬鹿ねえ、とサナレは唇くちびるを歪ゆがめて笑う。

「晒すわよ。当たり前でしょ？　とっても危険な目に遭あうわ。顔に傷が付いちゃうかもねえ。生娘ではいられないかもねえ──けど、それを守るのがあなたの仕事でしょう？　ラウル。あたしだってこの体は気に入っているから、できるだけ壊こわしたくなと思ってるのよ？　だからせいぜい、頑がん張ばって守る事ねぇ」

　薄暗い部屋に、サナレの哄こう笑しようが響く。ラウルは静かに俯うつむくと、「お湯の用意をしてきます」とだけ言い残して部屋を後にした。
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　白い砂浜と、どこまでも続く翡ひ翠すいの浅あさ瀬せ。

　桃もも色いろの珊さん瑚ご礁しようと、極彩色の魚達。

　そんな海で楽しげに泳ぐ、長い銀ぎん髪ぱつとその美び貌ぼうを惜しげもなく晒さらした魔ま女じよ。

　その近くには、ずぶ濡ぬれになってはしゃぐ白いネズミの獣けもの堕おち。

「あっちぃ……」

　照りつける灼しやく熱ねつの太陽に、俺おれは日ひ陰かげでぐったりとしながら呟つぶやいた。

「眩まぶしい……」

　と、神父も眼帯の下で顔を顰しかめる。

　布を縛しばり付つけた木の棒を砂浜に差し、即席の日よけを作ってその下に避ひ難なんしてはいるが、この暑さはどうにもならない。

　俺と神父がぐったりと転がっていると、海の方からゼロの声がした。

「そんな服を着て、砂浜でじっとしているから暑いのだ！　君達も服を脱ぬいで、こっちでにくるといい」

「嫌いやだ」

「嫌です」

　俺と神父の声が重なると、ゼロはつまらなそうに唇くちびるを尖とがらせる。

　かと思うと、ざぶざぶと海水を蹴けって砂浜に上がり、俺達に歩み寄ってきた。

「そっちからはくる気がないようなのでな」

　にっこりと微ほほ笑えむ姿は、魔女というより海を支配する美しい精せい霊れいのようだ。

　そしてその聖霊様は、木き桶おけにたっぷりの水を抱かかえている。

「おい待て。まさかお前その水──」

「そのまさかだ。喜べ──海の方を持ってきてやった、ぞ！」

　ぶっかけるつもりじゃねぇだろうな、と腰こしを浮うかしかけた俺と神父に、冷たい塩水が襲おそいかかってきた。

　太陽でじりじりとあぶられていた体が冷たい水ですっと冷えて、頭が急に冴さえたような気さえする。

「さあ、これで二人ともずぶ濡れだ。どうせ濡れてしまったのなら、海に入らなければ損というものだろう？」

「あ、の、なぁー……！　だからって海水をいきなりぶっかける奴やつがあるか！　装備が錆さびるだろうが！」

「そもそも我わが輩はいは、なぜ君が砂浜でまで鎧よろいを身に着けているのかが疑問なのだが」

　脱ぬげばいいだろう、とゼロは当然のように言ってくる。

「おい神父！　お前説教とか得意だろう！　なんとか言ってやれよ！」

「はい？　なんです？」

「──ってなんで普ふ通つうに脱いでるんだてめぇは!?　さっきまであんなに嫌いやそうにしてたじゃねえか！」

「いや、濡れた服は誰だれだって脱ぐでしょう……？　風か邪ぜを引くじゃないですか」

　冷れい淡たんな口調から、眼帯越しでも冷ややかな視線がよく分かる。

　いつもの長ったらしい神官服の下は麻あさの肌はだ着ぎで、それを脱ぐとボロ切れの方がまだマシと言えるような傷だらけの体が太陽にさらされる。

　顔がいいから意外に感じるが、裁定官である事を思えば当然だし、〝捨て身〟が前提の戦い方を思い出せば「まあこうなるよな」といったところだろう。

　ズボンは脱がずに靴くつだけ脱いで、神父は杖つえを片手にざぶざぶと海のなかに入っていった。そのまま沈んで、浮うかんでこない。

　……入じゆ水すい自殺か？　と思ったが、しばらくするとかなり沖の方で浮ふ上じようするのが見えた。

　なるほど、砂浜にいるより海のなかにいた方が静かに過ごせると判断したらしい。

「ほら、君も。見つめるのならば、神父ではなく我わが輩はいにするといい」

「気色の悪い言い方をするんじゃねえよ！」

　血の凍こおるような気分で怒ど鳴なり返した俺に向かって、ゼロが手を差し伸べる。

　まったく──妙みような状じよう況きようだった。

　つい先日まで宿にも泊とめてもらえなかった俺達が、こんなに堂々と海水浴なんてもんを満まん喫きつできるとは。

〝背はい徳とく〟に連れ去られた若い娘を、リーリが連れて逃にげた事がきっかけで、ルートラでのリーリの扱あつかいと評価が劇的に改善されたのだ。

　リーリ曰いわく、ルートラに戻もどって一晩明けると、ボロ屋には礼を言う人間が集い、食べ物やら金やらを置いていく人間が後を断たなかったという。

　不当な魔ま女じよ狩がりで民を苦しめた〝背徳〟を倒たおした〝隠いん匿とく〟の裁定官殿も感謝の対象で、ゼロを火ひ炙あぶりにしなくとも、教会の沽こ券けんはどうにか守られた形になったようだ。

　──つまりは結局、すべての罪を〝背徳〟がかぶった形で落ち着いた事になる。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん！」

　キンキンと甲かん高だかい、リーリの声が俺おれを呼んだ。

　振ふり向むくと、両手に串くし焼やきの魚を手にしたリーリが駆かけてくる。

「お母さんがね、持ってけって。あのね、あっちで屋台出してるの。今まで出しちゃダメだったんだけど、よくなったんだって。お母さんの屋台ね、人がいっぱい！」

「砂浜に屋台出す権利が手に入ったのか。そりゃ、どっかのお屋や敷しきに奉公するよりいい稼かせぎになりそうだ」

「お父さんも一いつ緒しよなの。二人とも、すっごく楽しそう」

　差し出された串くし焼やきを、俺おれとゼロで一本ずつ受け取る。

　一口食べるとふわふわの白身魚で、香こう草そうと一緒に焼いたらしく香かおりも豊かだ。塩味もほどよく効いていて、屋台の焼き魚とは思えない。

「あとこれ、お母さんがお兄ちゃんにって」

「うん？」

　差し出されたのは、ボロ布の切きれ端はしだ。

　何かと思って開いて見ると、乱雑な字で一言だけ。

〝イカスミ〟

　と書いてある。

「……なるほどイカスミね。これで美味いトマトシチューが作れそうだ」

「あのね、それでね。リーリ、遊んできていいって。リーリ、海初めて！　お兄ちゃん、ゼロ、一緒に泳ごうね！」

「嫌いやだめんどくせぇ」

「え……えぇー!?」

　魚を骨ごと食いながら俺が微び妙みような表情で答えると、リーリの赤い目が涙なみだでうるんだように見えた。

　するとゼロが何か思いついたようにリーリの肩かたを抱だき、その大きな耳にコソコソと囁ささやきかける。クソ、口を手で隠かくしているせいで、唇くちびるは読めない。

　どうせろくでもない事を吹き込んでるんだろうが、微妙に聞こえるような、聞こえないような──。

「おい魔ま女じよ。いたいけな少女を怪あやしげな計画に巻き込むんじゃねえぞ」

　一応注意してみるが、そんな注意を聞くゼロではない。

　リーリの方も目を輝かがやかせ、気合を入れるようにゼロは頷うなずき合あった。

　嫌いやな予感がする。──これは敗北の予感だ。

「お兄ちゃん」

「傭よう兵へい」

　呼ばれた。

　これ以上ないくらい甘ったるい猫ねこなで声ごえだ。

　かと思うと、二人同時の上うわ目め遣づかい。しかもどちらも目をうるませて、俺だけが頼たよりだというような表情を実に器用に浮うかべてきやがる。

　そして、

「おねがい。リーリ、お兄ちゃんと一緒がいいの」

「君がいないと、楽園の海さえ我わが輩はいには退屈なのだ」

　──畜生、この攻こう撃げき強力だな。

　狙ねらってやってると分かっていても、これを拒きよ否ひして背を向ける勇気は俺おれにはない。

「あーもー分かったよ！　ちょっとだけだからな！」

　眩まぶしすぎる空を仰あおいで、俺はゼロとリーリを抱かかえて翡ひ翠すい色いろの海に飛び込んだ。
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　夜はリザ達のボロ屋で世話になる事にした。

　ゼロは海で遊あそび疲つかれたのか、晩飯を食ったら即座に寝ねた。どれくらい即座かというと、食い終わるなり食卓に突つっ伏ぷして寝始めたほどだ。

　俺はそんなゼロを屋根裏に運び込み、しっかりと毛布を被かぶせて息を吐つく。

　明日、ルートラを発つ。

　目的地である〈弓ゆみ月つきの森〉へは、徒歩なら十日程度だろう。

　随ずい分ぶん時間を無む駄だにしたが、【ゼロの書の写本】──収しゆう穫かくの章だ──を回収し、焼き捨てられた事を考えれば重ちよう畳じようだろう。

　アクディオスで聖女・リアが管理している一冊と、アルバスのところにある原本を除のぞけば、行方の分からない写本は残り二冊だ。

　一冊は市場に流通しているらしく、一冊はサナレが持っているだろう。

　本当に無事に回収できるのか……十三番は〈不完全なる数字セストゥス〉の一員なのか。

　そうだったらどうするか、違ちがった場合は〝あの方〟が誰だれなのか。

　考える事は多いが、俺は考える事が得意じゃない。

　とにかく明日に備えて俺も寝るかと思ったところで、階下から足音がした。

　それがリーリの足音だと今なら分かる。そして、その足音が俺を待っている事も。

　リーリにとって、俺は自分以外に初めて見る獣けもの堕おちだ。別に善人を気取るつもりじゃないが、リーリを見てるとどうにも自分のガキの頃ころを思い出す。

　屋根裏から下りていくと、リーリの足音が家の外まで出て行った。追いかけていくと、家畜小屋の裏手に辿たどり着つく。

　そこでようやくリーリが壁かべ際ぎわで膝ひざを抱かかえているのを見つけて、俺はひんやりとした夜風にヒゲを揺ゆらした。

「こんなところまで誘さそい込こんで、何のつもりだ？」

「お母さんに話した。──リーリが殺したんだって」

「……そうか」

「お母さん、怒おこんなかった。リーリのせいじゃないって」

「だろうな」

「……分かってたの？」

「実際、お前が〝原因〟であってもおまえの〝せい〟ではねぇし」

「変なの……お母さんも同じ事ゆってた……」

　ぷう、とリーリは頰ほおを膨ふくらませる。

「リーリね……考えたの。今までずっと……ずぅーっと、お父さんとお母さんに守ってもらってたけど、リーリはもう大人なんだって。だから、もうお父さんとお母さん、自由にしてあげなくちゃって」

「……はん？」

「だからね……お兄ちゃんと一いつ緒しよに……リーリも、行っていい？」

「……いやいや、待て待てちょっと。話が飛ひ躍やくし過ぎだぞ」

「し、してない！」

「してるだろうが、どう考えても！　馬鹿な事言ってねぇで、とっとと自分の寝ね床どこに戻もどれ」

　しっしと追おい払はらうと、リーリはまた手近な石を拾って俺おれに投げつけてきた。

「置き手紙、書いたもん。旅に出ますって。心配しないでって。いつか帰ってくるけど、それまでバイバイって」

「破り捨てろよ」

「捨てない！　リーリ決めたの！　お兄ちゃんについていくって！」

「あのなぁ……仮についてきたとしてたぞ？　俺はお前の両親ほどお前を大事には扱あつかわねぇぞ。邪じや魔まだと思ったら置いていくし、状じよう況きようによっちゃ見殺しにもする」

「それでもいい」

「加えて言うなら、獣けもの堕おちを毛け嫌ぎらいしてる神父と、本物の魔ま女じよが一緒の旅だ。敵は人間の命なんぞ道具としか思ってない連中で、俺でさえ今生きてるのが不思議な旅だぞ」

「それでも行く！　ダメって言っても、勝手についてく！」

「そんな無茶な……」

「逃にげてもだめだからね。リーリ、友達いっぱいいるから。どこにいても見つけられるからね！」

　──ダメだ。

　これは何を言っても意地でもついてくる顔だ。

　俺は静かに頭を抱かかえた。

　さあて、どうする。

　脅おどして怯おびえさせるか？　それとも、罵ば声せいを浴びせて追い返すか？

　リーリは大げさに泣いて両親のところに帰るだろうが……。

「リーリ、嫌われるの慣れてるの。だからお兄ちゃんに酷ひどい事ゆわれても平気だよ」

　チクショウ、どいつもこいつも人の心を見み透すかしやがって。

「……本当に死ぬかもしれねぇんだぞ」

「それは今もおんなじだもん」

「同じじゃねぇだろ！」

「同じだもん。お家にね、火をつけられた事もあるよ。ネズミはやっつけなきゃって。今回だって、リーリがいなければ、お父さんとお母さんはきっと痛い思いしなかった。だからね、リーリ強くなるの。お父さんとお母さんを守れるくらい強くなってね、それでリーリがもっともっと守ってあげるの。けど今は、リーリが近くにいない方が、お父さんもお母さんも安全だから」

　引きも、揺ゆらぎもしない、完かん璧ぺきな決意だった。

　俺おれが何を言おうが、リーリは俺についてくる気だろう。

　それならもう、俺が言う言葉は一つだ。

「……勝手にしろ。世話は焼かねぇからな」

　吐はき捨すてると、リーリはぴょんと立ち上がり、家畜小屋から荷物を詰つめた麻生の袋を引っ張り出してきた。

　……さすが、用意周しゆう到とうでいらっしゃる。

　もはや何を言う気もおきず、リーリをともなって家畜小屋から離はなれると、なぜか家の前にゼロが立っていた。

　隣となりには神父も立っていて、旅支度が整っている。

「……どういう状じよう況きようだ？」

　思わず聞くと、

「〝翌朝目覚めたら、すでに彼らの姿はなかった〟──というのは、いかにも我わが輩はい達にピッタリだと思わないか？」

　などとゼロがふざける。

　真面目な答えを期待して神父の方に目をやると、

「私にとっては夜の方が行動しやすいので」

　と極めて自己中心的な答えが返ってきた。

「──というか、なんです？　そのネズミは」

「ああ、こいつは……」

「一緒に行くの！」

　リーリが力を込めて言うと、ゼロと神父が明らかに面食らった顔をする。

「は……はぁ？　冗じよう談だんでしょう！　まさかネズミと一緒に旅なんて！」

　だよなあ。ただでさえ獣けもの堕おちを毛け嫌ぎらいしてる神父が、歓迎するわけないよなあ。

「いいではないか。旅のともは多い方が賑にぎやかだ」

「獣堕ちが増えていい事なんて一つもないでしょうが……！」

「あー……まあ、戦力にはなるんじゃねえかな……」

　戦力ぅ？　と神父がリーリを害がい獣じゆうを見るような目で睨にらむ。

　こいつはリーリが大量のネズミをけしかけるって知らねぇからな……。

「まあ……どこに行くかは個人の自由だ。こいつが勝手についてくるのを邪じや魔まする事はできねぇし、邪魔にならない限りは好きにさせとくしかねぇだろう」

「存在自体が邪魔です」

　きっぱりと神父が言ってのけると、リーリはまた頰ほおを膨ふくらませるが、さすがに石を投げつけようとはしなかった。

　こいつ、きちんと攻こう撃げきする相手を選んでやがる……見た目によらず狡こう猾かつだ。

　──しかし、神父が嫌いやがるなら、リーリを連れてってやる利点はあるな。

　俺おれは突とつ然ぜん、リーリが旅についてくる事に好意的な気分になった。

「君のその単純なところ、我わが輩はい嫌きらいじゃないぞ」

　とゼロが優しげな目をして言い出したが、気にしないでおく。

　神父はなおもブツブツと言っていたが、リーリを切り捨てるという暴挙に出る気はないようなので放っておく事にする。

「さて。じゃあまあ、行くとしますか──〈弓ゆみ月つきの森〉へ」

　サナレは〝あの方〟の指示で〈不完全なる数字セストゥム〉は活動していると言った。そして〝あの方〟ってのは、ゼロの兄・十三番がウェニアス王国で呼ばれていた名だ。

　サナレの言う〝あの方〟が十三番の事なのかは分からんが──奴やつらが〝強制召しよう喚かん〟という十三番しか使えないはずの魔ま術じゆつを使っているのは間ま違ちがいない。

　とにかく十三番を絞しぼり上あげ、なんらかの情報を引き出さなければならない。ダメならダメで、十三番が敵じゃないという確信が欲しかった。





３






　〈弓月の森〉──王の存在しない空白地帯にして、誰だれも足を踏ふみ入いれない魔ま女じよの森。

　教会の調査を何度となくかいくぐり、入れば迷い、二度と外には出られない。

　そんな森を、ゼロは足取りも軽やかに進んだ。

　森に入った瞬しゆん間かんに靴くつを脱ぬぎ捨すて、フードを脱ぎ、この森を支配する王のように堂々とした足取りで、やわらかな腐ふ葉よう土どを踏ふみしめる。

　リーリは俺の肩かた──っていうかほぼ頭の上だ。歩幅の関係で歩くのが遅おそいので、余よ裕ゆうがある時は俺がゼロと一いつ緒しよに運うん搬ぱんする形で落ち着いた。

　リーリは自分で歩くと言い張ったんだが、俺達に追いつくために常に小走状態のリーリを見ている方が落ち着かない。

　──しかし、なんというか。

「なんでこの森、吹っ飛んでんだ？　戦争でもあった感じになってるぞ」

　神秘的な空気の流れる、しっとりとして静せい謐ひつな森だってのに、ところどころ木々がへし折れて爆ばく発はつの後のようになっている。

　ゼロは悪びれた風もなく、「我わが輩はいがやった」と言った。

「十三番めが、我輩を森に閉じ込める結界を幾重にも張っていてな。森から出るには、結界ごと森を吹き飛ばす必要があったのだ。それで、いくらか破は壊かいの跡あとがある」

「相変わらず、規き模ぼのでかい兄妹喧げん嘩かしてんな……」

「兄妹……？　ゼロのお兄ちゃんがいるの？」

「初耳ですね」

　リーリと神父が声を揃そろえる。

　俺おれは鼻の頭に皺しわを寄せ、神父を見下ろした。

「リーリはともかく、お前には話しといただろうが」

「十三番という魔ま術じゆつ師しに会いにいくとは聞いていましたが……」

「だから十三番ってのが……あー、そうか。お前は十三番に会った事ねぇんだもんな……羨うらやましい」

「はぁ？」

「いや、積極的に会いたいような奴やつじゃねぇから……」

　十三番がウェニアス王国に魔ま法ほうを持ち込み、戦争を起こした経けい緯いや、そいつが聖女事件や黒こく竜りゆう島とうに関わっている可能性は神父にも伝えてある。

　だがゼロや十三番の関係やら、その他の細々した事情は、特に必要もないかと思って話していなかった。

「気になるか？　魔ま女じよのお家事情」

「気になるというか、私は魔女という存在が〝人間だ〟とは最近まで思っていなかったので……」

　意外で、と呟つぶやく。

　無理もない。俺だってゼロに会う前は魔女嫌ぎらいだったし、魔女が飯を食ったり、風ふ呂ろに入ったりするところを想像した事もない。

　ましてや、家族がいるなど完全に予想外だ。

　ゼロは楽しげに笑った。

「人間……か。教会の人間にそう言われると、どこか妙みようにくすぐったいな。──その印象、十三番に会っても揺ゆるがねばいいが」

「人間離ばなれしてるからなあ、いろいろと」

　敵には絶対に回したくないが、味方にもしたくない。ようは関わり合いになりたくない。俺は十三番という男が心底苦手だ。

　しばらく森を歩くと、一際荒あれた場所に出る。折れた木々が吹き飛び、地面が抉えぐれてひどい惨さん状じようだった。

　目の前には背の高い崖がけがあり、その一部が崩ほう落らくしている。そして、崩落した部分に再び穴を開けてある。

「なあ、あそこか？」

「うむ、あそこだ」

　まさかと思ったが、そのまさからしい。さすがに呆あきれて頭を抱かかえた。

「もう少し隠かくせよ……」

「そもそも、普ふ通つうの人間はここまで入ってこられない。たとえ屈くつ強きような獣けものの戦士と、教会の裁定官だろうとな。ようこそ、我が穴ぐらへ。歓かん迎げいするぞ？　泥どろ闇やみの系統がこの土地に根付いて数百年──君達は魔ま女じよ以外でこの森を訪れた初めての客人だ」

　ぽっかりと口を開けている洞どう窟くつに、四人揃そろって足を踏ふみ入いれた。奥おくに進むと洞窟の天井は高く、道みち幅はばは広くなっていき、道が途と切ぎれて巨大な広場に行き当たる。

　穴ぐらというには広大な、ため息が出るような鍾しよう乳にゆう洞どうだった。

　その広場を中心として、無数の洞窟が四方八方に伸びている。洞窟なのに明るくて、なぜかと思えば天井にはうっすらと光るコケがびっしりと張り付いていた。

「すっごぉーい！　きれい！」

　リーリが俺おれの頭上ではしゃいだ声を出した。

「これが穴ぐら……？　地下帝国じゃなくてか？」

「昔、まだ多くの魔女がいた時は確かに国のようだったな。今は十三番とその弟子がいるはずなのだが──。妙みようだな、気配がない」

「いないのか？」

　うーむと唸うなって、ゼロは声を上げた。

「十三番！　我わが輩はいだ！　どこに隠かくれている！」

　その瞬しゆん間かん──〝目〟が開く。俺達は天井を見上げた。

　鍾乳石の吊つり下さがる洞窟の天井に、ぎょろりとした目玉が浮うかんでいる。

　その不気味さとおぞましさに、耳から尻尾しつぽの先に至るまで総毛立った。

　──だというのに。

「俺、今ちょっと懐なつかしいとか思っちまった……」

「そういえば、君の十三番との初対面は〝これ〟だったな」

「目、おっきいねー」

「なんでこの状じよう況きようで落ち着いていられるんですか、あなた達は……！　私は悲鳴を上げるのを気力を総動員して我が慢まんしてるんですよ！」

「俺おれとしては気力でこの状じよう況きようを耐たえ切きれるお前の方が不思議だよ……そしてリーリ、お前は本当に見かけによらず肝きもが太いな……二人とも、ゼロの手を摑つかんでろ！　落ちるぞ！」

　この次の展開は見えていた。

　床が光って、世界が崩くずれる。

　足場が消失して闇やみのなかに放り出され、どこまでも落ちていく感覚に捕とらわれる。

　そのままどこか知らない場所に強制的に呼び寄せられる、十三番の得意技──強制召しよう喚かん。

　願わくば、召喚された先が敵地の真まっ只ただ中なかとかじゃありませんように。







　あとがき




　またお会いできましたね。

　五巻ともなると、だいぶ顔なじみ感が出てきたのではないでしょうか。「どれどれ、虎走のやろうは元気してるかな？」みたいな。

　人間ドックに行って体の不安を解消したい年とし頃ごろですが、意外としぶとく元気です。お久しぶりです、虎走かけるです。

　今回もページたくさんあるから、いっぱいあとがきを書いてもいいそうです。やったね！

　けど担当氏から「あんまり長くしない方がいいと思いますがね」みたいな釘くぎをさされたので、あまり長くなりすぎない感じで、適度に自じ己こ顕けん示じ欲よくを満たしていこうかと思います。

　なんにせよ、五巻ですよみなさん！　すごい！　「５」という数字は、なんか一区切り感がありますよね！　素数だし！　お店でも「五周年記念」とかしますし！

　これもみなさまのおかげです。

　みなさまのおかげで、安岳先生による新コミカライズ、チビキャラ漫画『ゼロから始める魔ま法ほうの書　なの！』も始まりました。最高にかわいい。最強にかわいい。みなさまにもぜひこの可愛さを味わっていただきたい。

　格かく闘とうゲームにも参戦できました。うん、ゼロが。電でん撃げき文庫のキャラクター達がど派手なバトルを繰くり広ひろげる『電撃ＦＣＩ』に。ドット絵で！　声つきで！　すごすぎて震ふるえる。

　お話を頂いたとき「え？　傭よう兵へいじゃなくて？」などとちらっと頭をよぎりましたが、各方面から「この傭兵、主人公でいかにも戦せん闘とうタイプのくせに、全然戦わないよね」という感想を頂いている事実を思い返せば「そりゃそうだよね！　技とか決め台詞とかないし！」と納得することしきり。

　さりげない宣伝と自じ慢まんはこのへんにしておいて、そろそろ五巻の内容に触ふれていきたいわけですが、四巻のあとがきで書いたように、五巻では女の子の獣けもの堕おちが出てきます。

　ネズミのリーリ。

　しずま先生からキャラデザを頂いたとき、あまりのかわいさにしばらく部屋をうろつきまわりました。なんだこの愛おしい生物は。かわいすぎる。

　あまりにもリーリがかわいいので、せっかくなので、虎走的「獣じゆう人じん創作理論概がい論ろん」みたいな話をしてみようかと今思い立ちました。

　ようは「私はこんな風に獣人という存在を妄もう想そうしてます」ってだけの話なんですけども。

　とりあえず、まずはベースとなる獣を考えます。基本的に好きな動物を出してゆくスタイルですが、陸上のお話で人魚を出すのは少しばかりはばかられるので、おおむね犬とか馬とか鷹たかとか、わりと「どこにでもいる動物」を選んでいる。

　傭兵はどうなんだって？　それはまた別のお話。

　閑話休題。

　で、種族を決めたら次はその「容姿」を考えるわけですが、ここでいつも「人間要素」と「獣けもの要素」のバランスに悩なやみます。

　どんなバンスがあるのかといいますれば──。





・遺い伝でん子し操そう作さによって、獣の能力を手に入れた人間（見た目は全部人間）。

・耳だけ獣の、いわゆるケモミミキャラ。

・普ふ段だんは人間だけど、なにかのスイッチで変身する狼おおかみ男おとこ系けい。

・首だけ獣のアヌビスタイプ。

・二足歩行する獣（傭よう兵へいはこれ）。

・完全に獣の姿だけど、人間の言葉を喋しやべる。






　大まかに言ってこれくらいある。人魚とかリザードマンの話とかすると大変なことになる。

『ゼロの書』に出てくる獣人は、基本的に「二足歩行する獣」を採用しています。ラウルという例外はいるけれど。

　しかしこの「二足歩行する獣」でも、いろいろと分類が存在する。

　どんな分類かといいますれば──。





・髪かみの有無（髪があると人間寄りになる）

・手指の形（人間っぽい手にするか、鉤かぎ爪づめにするか、肉球はあるのか等）

・鳥人間なら、腕うでとは別に羽をはやすか、羽を腕として扱あつかうか。






　みたいな。

　みなさんはどのタイプの獣人が好きですかね？　基本的に、人間に近い形状をしている方が人には受け入れられやすいようです。だからケモミミ好きは極めて多い。

　なのでリーリというキャラを作るとき、悩んだ挙句「人間らしさと、女性らしさを象しよう徴ちようする記号」として髪の毛を有りでしずま先生にデザインをお願いしました。

　リーリがウサギだったら、長い耳が「バニーガール」的な女性らしさを連想をさせるので、髪の毛なしでもＯＫなんですけどもね。ネズミだからね。

　デザインを見せて頂くまでは「どうなるかな、どんな感じになるかな」とそわそわしていましたが、かわいくデザインしてくださってしずま先生本当にありがとうございます！

　あと背はい徳とくね！　男装の麗れい人じんね！　みんな「男装少女」と「男装の麗人」を混同しがちだけど、全然違ちがうジャンルですからね！　このキャラも「どんな感じになるかな」ってそわそわそわそわしていたんですが、すごくかわいい！　すごく性格歪ゆがんでそう！　しずま先生本当にありがとうございます！（四行ぶり二度目）

　そんなわけで、この五巻で大体のお膳ぜん立だては整いました。

　次の巻から、大きくお話が動きます。

　たぶん上下巻になる。そして私が第一巻を書き終わった瞬しゆん間かんから、「もし受賞できて、そしてもし続きが出せるなら、この話を書きたい」と思っていたところです。

　なので私は今とてもわくわくしているし、ドキドキしている。

　この話を、ちゃんと思った通りに書き上げられるか不安でもある。

　今までずっと「自分への挑ちよう戦せんじゃ！」という気持ちで、この世界とキャラクター達と向き合ってきましたが、ここから先は完全に未知の領りよう域いきです。

　傭よう兵へいたちはどこへ連れていかれたのか？

　黒幕は誰だれなのか？

　〈不完全なる数字セストゥム〉の目的とは？

　リーリかわいい！

　などなどの気持ちが、ほんの少しでもみなさんのお心に残っているようであれば、次はぜひ六巻のあとがきでお会いしましょう。

　ほーら、適度な長さだったでしょう？　私だってやればできるのですよ！
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虎こ走ばしりかける

花のお江戸の下町育ち。種族差や身分差や体格差カップルが好きで、大男とチビ女のケンカップルへの禁断症状に苦しんでいる。ネズミの写真が取れなかったので、愛用のネズミ型コードラップでお茶を濁した。
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イラスト／しずまよしのり

埼玉県在住。主人公が獣人という一風変わった作品なので最初、傭兵を描くのにてこずりましたがさすがに慣れてきました。ゼロと傭兵のこれからの物語を楽しみにしつつイラストでより魅力のある作品に出来たらと思います！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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